

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　神々の井い戸ど端ばた






「時の神が消失した……？」

「ああ、気配が消えた。【知識宇宙アカシツクレコード】への接続も途と絶だえている」

「存在の気配がない、神としての力を使った痕こん跡せきもない、つまり……」

「……死んだというのか」

　──空間ではない場所に飛び交かう、さざ波のごとき情報こえ。

　話題の中心は……同どう胞ほうの死であった。

「面おも白しろい」──神々は笑った。

　笑いを意味する振しん動どう波が、場に広がっていく。

「絶えて久しくなかった不確定要素だ」

「一体、地上に何が起こっているのか……」

「秩ちつ序じよの神よ、地上に【化身アバター】を置いている貴様なら、何か心当たりがあるのではないか？」

　秩序の神が応じた。

「……私は時の神の死などには、さほど興味はありません。地上の秩序の維い持じ管理が私の務めなれば」

「ふっ。時の神と同じ【下級神】である貴様には、我々の愉ゆ楽らくのために果たさねばならない責務があるからな」

「で、その地上の秩序はどんな状態だ？」

「アルベルトと名乗る男によって、人類側の魔ま術じゆつが想定を超こえた進歩を遂とげています」

「アルベルトといっても偽にせ者ものだろう？　面白い人間なのか？」

「つい先日、死んだようです」

「なんだ、つまらん」

「ですがその男が設立したエーテルメギア勇者学院は人材育成において多大な成果を挙げており……このまま勇魔大戦の火ひ蓋ぶたが切られれば人類側の圧勝に終わることでしょう」

「つまらん……前回も優すぐれた英えい雄ゆうたちの出現によって、人類側が終始優勢だった」

「もっと人間たちの苦しむ姿が見たいというのに」

「ですので私の手で魔王を強化するなど、魔族側の大規模な上方修正に取り組んでおります。均きん衡こうこそが秩序……どうかご安心ください」

　その返事に、満足げな感情が場に広がっていく。

「そういえば、不確定要素といえば……」

　秩序の神の思考に、とある人物が想起された。

　アルフレッド・マグナス。偽者のアルベルトを殺害したと思おぼしき『神童』……。

「どうかしたか、秩序の神よ？」

「地上のバランスを乱しかねない不確定要素について、思い当たる人物がおりました。しかし今はまだ、皆みな様さまのお耳に入れるほどのことではありません。まずはどれほどの脅きよう威いになり得るか、私の手で測定いたすとしましょう……」

「脅威、か……少しぐらい我々を驚きよう異いさせてくれるなら面白いというものだがな……」

　秩序の神を茶化すかのように、他の上級神たちが笑う。

「──三百年前の本物のアルベルト・ルグランぐらい面白いやつが出てきてくれるといいな」




　その人物の印象は神々の記き憶おくにも爪つめ痕あとを残していた。

　しかしかつて時の牢ろう獄ごくに閉じ込めたその男が転生し、自分たちに復ふく讐しゆうにやってくるなどという発想は──彼らの思考回路には生まれ得ないものだった。








一章　変わりゆく日常






「アル……」

　二人の部屋に帰ってくるなり、アリアはすぐさまアルに抱だきついた。

　ドアを閉めてすぐ、玄げん関かんで靴くつも脱ぬがずに。

　銀色の髪かみ、真っ白い肌はだ──神秘的な美び貌ぼうをもった少女が、年下の少年に思し慕ぼの情を剥むき出しにしている。

　やれやれ、近ちか頃ごろのアリアは二人きりになるとすぐこうだ。

　もちろんアルも嫌いやというわけではない。

　アルが顎あごを持ち上げると、それを合図にアリアは唇くちびるを重ねてきた。

「ん……ちゅっ……」

　舌を出し、絡からませ合う。そういう濃のう密みつなキスが、すっかり癖くせになってしまっている。

　ようやく唇を離はなし、アリアはふーっと熱い息をついた。

「私……自分がこんなに甘えたがりだなんて思っていませんでした……」

「同居初日の時点で、アリアは寂さびしがり屋で甘えんぼだったじゃないか」

「そ、そうでしたか……？」

「俺が風ふ呂ろに入っただけで寂しくなって追いかけてきたり」

「そうでした……」

　アリアは頬ほおをぽーっと染めて恥はじらう。

　しかし三百年間も孤こ独どくな学院生活をループしてきたのだから、甘えたがりになるのも当然のことだ。

　アルも四十六億年もの間、時の牢獄で孤独な時間を過ごしてきた男だ。

　気持ちはわかる。

　アリアがまだ物欲しげな顔をしているので、アルは再び顎を持ち上げた。

「アル……っ！」

　アリアは嬉うれしそうに唇を寄せて、れろれろと舌を絡めてきた。




　二人でお風呂に入るのも、欠かすことのない二人の習慣となっている。

　アリアはアルの全身という全身を洗おうとするが……アルは体の前側はあくまで自分で洗うと固辞している。

　この日もアリアはちょっとだけ不服そうにした。

「二人で向き合って……体中を洗いっこしたいです……」

　アリアという無む垢くな少女には、恥じらいがないのである。……しかしアルにはある。

「そんなことしたら恥ずかしいし、青少年的に大変なことになる」

「……大変なことというのはどういうことでしょう……？」

　お互たがいを好き合っている男女が全ぜん裸らで向き合ったら、何が起こるのか……彼女はそれを知らないのだ。

　体を洗い終えると、アリアがアルを抱きかかえるような姿勢で湯船に浸つかる。

　肌がぺったりと密着し、背中には柔やわらかな膨ふくらみが押しつけられている。

　アリアは後ろからアルのほっぺたに、愛いとおしむようにちゅっちゅとキスをしてくる。

「た……大変なことになる……」

　アルはのぼせそうになる頭を魔術で冷ましながら呟つぶやく。

「だから……大変なことというのは、どういうことなのですか……？」

　アリアはおっぱいをプニプニ押しつけながら、アルの顔を不思議そうに覗のぞき込んでくるのだった。




　そして一つのベッドで一いつ緒しよに寝ねる。

　ネグリジェに着き替がえたアリアが部屋の灯あかりを消すと、アルを抱き締しめながらベッドに横たわる。

　そして飽あきるまでキスを繰くり返してから、目ま蓋ぶたを閉じるのである。

　しかしいつもそのまま眠ねむりに落ちるということはなく、アリアは布ふ団とんの中ですりすりとアルに体をすりつけて甘えてくる。

　体のうちに芽生えた熱をどう発散すればいいのかわからないというふうに、もどかしげに……。

　眠る前だというのにその呼吸はふー、ふー、と甘く昂こう揚ようしている。

　しかしアリアはキス以上の愛情表現を知らないから、それ以上のことはできない。

　もしアルが今この場で男女の交わりを教えたら、彼女は喜んで受け入れるだろう。

　だが──性急に欲望を満たそうとする必要もあるまい。

　十二歳の脳が感じている躊躇ためらいや気恥ずかしさを、そのまま受け入れるのも悪くない。

　もどかしく、躊躇いがちに、少しずつ踏ふみ込んでいく。それがいい。

　それに……実のところこれが一番切実な理由だが……。

　アリア一人を『攻こう略りやく』して終わりというわけにはいかないのだ。

　他の誰だれにも手をつけられていない段階でアリアとの関係をどんどん深めていったら、アリアの白い肌に夢中になりすぎて抜ぬけ出せなくなってしまう恐おそれがある。

　まさに大変なことになってしまう、だ。

「アリア、深呼吸をして落ち着こう」

「……はい……。すみません、アルと一緒だと胸がドキドキして……」

　寝る前なのに興奮しきっているアリアは、言われたとおりに深呼吸をして、

「……アル……大好きです……」

　そう呟いてから、ようやく眠りに落ちていった。

「ああ、俺も大好きだよ」

　アルもアリアの頭を撫なでてやりながら、ゆっくりと眠りに落ちていく。




　それが現在の二人の関係、二人の日常であった。




　　　　†




「アルくん、アリアさんとまた一段と仲良くなったね」

　食堂でのランチ中、向かいに座るミーアが出し抜けに言った。

　ミーアは食堂で注文したハンバーグセット、アルとアリアはアルが作って持ち込んだ弁当を食べている。
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「……別に、何も変わっていないよ」

「はい……。いつも通りに仲良しです……」

　アルの隣となりに座るアリアがコクコクと頷うなずく。

　他人の目というものをまったく頓とん着ちやくしないアリアには、二人きりのとき以外は無む闇やみにイチャついてこないように言い含ふくめてある。

　そのせいで部屋に帰ると餓うえた白ニャンコのように飛びついてくるのだが……。

　しかしミーアには、誤ご魔ま化かしきれていないらしい。

「確実に以前より仲良くなってる！　私の千せん里り眼がんはずばっとお見通しだよ！」

「ま、まあ、一緒の部屋で過ごしてれば、距きよ離り感が縮むこともあるだろ」

　アルは誤魔化すように目を逸そらした。

　……照れくさい。

　幼おさな馴な染じみのお姉さんに、他の女の子との関係をアレコレ言われるのが。

　う、うるさい、おまえには関係ないだろっ……とか言いたくなってしまう。

　馬ば鹿かみたいだから言わないが。

　これも十二歳男子に特有の心理なのだろうか……？

「い～い～な～、私もアルくんと一緒に住みたいな～っ」

　ミーアは行ぎよう儀ぎ悪く両りよう脚あしをパタパタさせた。

「確かに……一人暮らしをするのは初めての経験ですが、夜は少し寂しいですね。みんなと一緒にいられるのは、門限までですし……」

「うむ、毎晩アルくんを抱き枕まくらにできればどれだけ夜の生活が充じゆう実じつするだろうな」

　すぐ隣のテーブルで、カティとエステラも頷き合う。

　エルフのお姫ひめさまと護衛騎き士しのコンビだ。

　カティは春野菜のパスタを上品に口に運び、エステラは牛ぎゆう丼どんの大盛りを豪ごう快かいにかきこんでいる。

　アルとアリア以外のみんなはそれぞれ部屋で一人暮らしなのである。

　まだ出会って一ヶ月も経たたないが、気心の知れたアルのパーティーである。

「でしたら……アルを貸し出ししましょうか……？」

　アリアがぽつりと口を開いた。

　貸し出すって……物じゃないんだから。

「えっ、いいの!?」

　ミーアが驚おどろきの声をあげる。

「……みんなが望むなら、独り占じめしてはいけないと思いますし……」

「アリアさん……ご立派です！」

「ア、アルくんをひと晩自由にしていいというのか!?」

　カティがアリアに尊敬の眼まな差ざしを向け、エステラは鼻血を噴ふき出した。

　ふむ……。エステラの鼻血はともかく。アルはすぐにアリアの意図を理解した。

　これはハーレム作りへのサポートに違ちがいない。

　アリアはアルと心を通じ合い、アルの正体と目的をすべて把は握あくしてくれている。

　アルは【ギフト】を集めるために……この学院にハーレムを築き上げる必要がある。

　すでにアリアとは完かん璧ぺきに仲良くなった──だから他の女の子と仲良くなる機会を増やすべきだと、彼女は自ら身を引いてくれたのだろう。

　ありがたい配はい慮りよである。しかし……、心配になってしまう。

　あの寂さびしがり屋のアリアに、そんな我が慢まんができるだろうか。

　本当にそれで大だい丈じよう夫ぶか？

「も、もちろん……ずっといないのは嫌だから、返してくれないと困りますが……」

　アリアは慌あわてて付け加えつつ、テーブルの下でアルの手を密ひそかにつかんだ。

「……」

　チラチラ、と横目でアルを見てくる。

　やれやれ……。アルはアリアの手を握にぎり返した。

　アリアを寂しがらせないように、バランスを取らねばなるまい。

「ふふふ、これでみんなアルくんさんと仲良しになれますね」

　カティが微笑ほほえみを浮うかべる。

　ただしそれは年下の男子に対する母性的なものだ。

「では……まずは言い出しっぺのミーアのところか？」

　エステラが鼻血を拭ふきながら言った。

　ただしその鼻血は、年下の男子に対する特とく殊しゆ性せい癖へきがほとばしったものだ。

　彼女たちとギフトを共有するには、より深い感情──恋れん愛あい感情で結びつかねばならない。

「やったーっ!!」

　ミーアが万ばん歳ざいをした。

「えへへ、村で遊んだりしてても寝るのはそれぞれのお家うちだったから、アルくんとお泊とまりするのは初めてだねえっ」

　ミーアが無む邪じや気きな笑顔をアルに向けてくる。

　アリアのことも大切だが……ミーアの笑顔を見ていると、アルも嬉うれしくなる。

　この幼馴染みのお姉さんには、いつでも笑顔でいてもらわないと困る。

　この困る、という心情は、自分自身でも上手うまく説明できないが……。

　もしミーアがどこかで泣いていたら、自分は他の場所に向かうことなどできないだろう。

　彼女という存在は、アルの心の安息地のようなものなのかもしれない。

　──しかしミーアとの関係は、幼馴染み以上恋愛未満から揺ゆらいだことはない。

　物心つかない頃ころから可愛かわいがられてきて、今も肉体的には十二歳に過ぎない自分は、彼女から異性として認にん識しきしてもらえていないのだろうか……？

「でも、一度決まった部屋割りをそんな遊び半分に動かして大丈夫でしょうか？」

　カティが生き真ま面じ目めな懸け念ねんを口にする。

「大丈夫だろう、この学院は今、混乱状態だし」

　アルが答える。そんな細かいことに頓着している場合ではなかろう。

　なにしろ……。




　創設者にして学院長だったアリアの父親が、死んだのだ。

　エーテルメギア勇者学院は激変の時を迎むかえようとしていた。




　　　　†




「アルとアリア……、二人ともこれから職員室に来い」

　授業をすべて終えると、担任のウィルグレムから呼び出しを受けた。

　アリアとともに彼女の後について廊ろう下かへと出て行く。

　ここ数日、アルとアリアは死んだ学院長『漆しつ黒こくのアルベルト』との間に何があったのか、ウィルグレムから取り調べを受けていた。

　アリアを救ったアルだが……見方を変えれば殺人容疑者でもある。

　漆黒のアルベルトの死体は残っていない。彼が自らの肉体に融ゆう合ごうさせていた大勢の人々は、アルが地下から地上に運び出し、病院に搬はん送そうされている。

　彼らは精神と記き憶おくに混乱をきたしながらも無事であった。

　そこにはアリアの母親も含まれている。




　アルとアリアはありのままの事実をすべて説明した。

　アリアの父親──漆黒のアルベルトは【夢見クレアドレアム】というギフトで、時の牢ろう獄ごくで魔術研究をしていたアルから成果の一部を盗ぬすみ出していた。

　彼はそれを世に発表することで【魔術王アルベルト】と名を騙かたって君臨し、エーテルメギア勇者学院を設立した。

　その目的は優ゆう秀しゆうなギフトを持った生徒を集め、自分自身に『融合』させることだった。

　地下から運び出された人々はその犠ぎ牲せい者しやである。

　そのおぞましい人体融合は、すべて精神操作されたアリアの手で行われた……。

　それが【永遠のアリア】という伝説の真実である。

　──話をしながら、アリアは改めて自らが手を染めた行こう為いに恐きよう怖ふしていた。

　しかし洗脳されていた彼女には罪はない。真実を明かしたからには、アルは彼女のことを糾きゆう弾だんや偏へん見けんから守り抜かねばならない。

　アルは彼女を救うため、漆黒のアルベルトを殺害したのだ。




　学院の教職員たちは、漆黒のアルベルトの私室や地下室の捜そう索さくを行った。

　そこから見つけ出された証しよう拠こが、アルの証言が真実であることを証明した。

　アリアが一方的な被ひ害がい者であることも裏付けられたと言っていい。

　とはいえ……理り屈くつの上ではそうでも……。

　漆黒のアルベルトはこの世界の大だい英えい雄ゆうであり、この学院の支配者だった男だ。

　こちらの言い分にどれだけ耳を傾かたむけてもらえるか、怪あやしいものだ。




「おまえらをどう扱あつかうか、主あるじを失ったこの学院をどうしていくか……そういう会議がこれから行われる。おまえらも同席しろ」

　廊下を歩きながら、ウィルグレムが言った。

　なるほど、それは面めん倒どうくさい話になりそうだ。

　……『よくも我らの魔術王を！』と吊つるし上げられるのも覚かく悟ごしなくてはな。

「まったく……【盟約武ぶ闘とう大会】も控ひかえていて忙いそがしい時期だってのに……」

　おや、知らない単語が出てきた。

「何ですか、それ？」

「この学院の毎年の恒こう例れい行事でな。新入生に最高レベルの戦いを見せるために、世界中から戦士と魔術師のタッグを集めて戦わせるんだ。私も学院の教職員の代表として、例年いつも参加させられているのだがな……面倒で仕方ない」

　ふむ、ウィルグレム先生ならいいところまで行けそうだが……。

「優勝賞品とかあるんですか？」

「あるぞ。国王から何でも望むものが褒ほう美びとして与あたえられる。原則的に生徒は参加しないことになっているが……おまえらなら優勝できるかもな」

「それは……私が足を引っ張ってしまうと思いますが……」

「そこは工く夫ふう次し第だいじゃないかな。アリアはえげつないギフトをもってるんだし」

　しかしまあ、国王が用意できる程度の褒美など、アルには興味がない。

　今のアルにとって大事なのは、この学院の女の子たちと仲良くなることだ。

　そのためにも……せいぜい退学処分にならないようにしないとな。




「アルフレッド・マグナスを連れてきました」

　ウィルグレムが会議室の扉とびらを開いた。

　中では十数人の教職員たちが円えん卓たくを囲んでいる。

　レストン・クーゲルが議長席についていた。

　かつてアルが入学試験を受けたとき、試験監かん督とく長を務めていた男だ。

　彼もウィルグレムと同様、アルの実力を認めてくれている理解者である。

　彼がこの場の議長とは……この学院には、副学院長といったような明確なナンバー２ポジションが存在しないようだ。

　おや、とアルは驚くべき姿を目にした。

　レストンの隣となりには、同級生のルーグ・ハルム・アメリア殿でん下かがいたのだ。

　入学試験や模も擬ぎ戦で、たびたびアルに絡からんできた少年だ。

　そのたびにアルに打ち負かされ、諭さとされ、ついには心を入れ替かえてくれたはずだが……。

　王家に属する彼も、この学院の行く末を左右できる権力の持ち主である。

　かような顔かお触ぶれで──会議とやらははじまった。




　真っ先に発言したのは、レストンだった。

「私は彼が学院長の座を継けい承しようするべきだと考える……！」

　ざわっと動どう揺ようの波が広がった。

「彼こそが本物のアルベルトであり、この世界最高の賢けん者じやであるなら、それが当然のことです！　当然の帰結であるはずです！」

　アルは面めん食くらった。……思いも寄らない擁よう護ごをしてくれるな。

　俺が学院長だと？　そんな暇ひまがあろうはずがない。

　学院長になったら女の子にモテモテになれるならともかく……。

「私も賛成だ。彼の能力については、疑いの余地がない」

　ウィルグレムもレストンに追つい随ずいした。

「しかし十二歳の子供が学院長だなんて……」

「子供？　こいつは私よりも強く、そこのレストンよりも頭が回るぞ」

　歴戦の魔ま剣けん士しであるウィルグレムがそう言うと、辺りが静まり返った。

「…………だからこそ、脅威なのではないか？」

　ぽつりと、弱々しい声が漏もれ出てくる。

「そもそも……殺人した側の言い分など信じてよいものか……？」

「この男とアリア君は、共きよう謀ぼうして学院長を殺害したんじゃないか？」

「証拠だって、彼の得体の知れない魔術で偽ぎ造ぞうできるかもしれない……」

「レストン殿どのの見方は、あまりにも危険だ……」

　まあ、それも当然の意見だろうな。

　いきなり学院長に据すえようなどというよりは、よっぽど常識的だ。

「いいや、彼は脅きよう威いでも危険でもない」

　そうはっきりと言い返したのは──ルーグだった。

「彼は他者を正しい道に導くことができる人間です。彼は誰だれよりも強く、賢かしこい。そしてどんな弱者や愚おろか者にも寄り添そってやれる優やさしさの持ち主でもある。……彼に救われた者として、この私がそれを保証する！」

　王族の熱弁に、教職員たちがおおっと気け圧おされた。

「た、確かに殿下はお変わりになられた。それが彼のおかげだったとは……」

「しかし魔術王の弟で子しだったあなたが、魔術王を殺した男を擁護するなんて……」

「本当に大切なことは……魔術王ではなく彼から教わりました。ゆえに私は……彼こそが本物の大賢者アルベルトと信じる！」

　ルーグはそう言ってから、キラキラと曇くもりのない瞳ひとみでアルを見つめてきた。

　なんて綺き麗れいなルーグさんなんだ……。

　アルはたじろいだ。まさか俺の説教が、これほどまでに彼を変えていたなんて。

　──その一言が、風向きを変えた。

　ルーグの意見は単なる個人の主観だ。その点ではレストンの意見と変わらない。

　しかし主観は主観でも、王族の主観である。

　それは日和ひより見み的な教職員たちを一気に動かす力があった。

　王権神授──『一部の血筋が特別な力を持っている』などという幻げん想そうを、人類は早いところ捨てるべきだとアルは個人的には思うけれど。

「それでは彼を学院長に……？」

　教職員が伺うかがいをたてるようにルーグにたずねる。ルーグは偉えらそうに頷うなずいた。

「ああ。彼こそこの世界の全人類を導くのに相応ふさわしい……」

「いやちょっと待って。勝手なこと言わないでくれ」

　このままだと妙みような結論に着地しそうな予感がして、アルは遮さえぎった。

「俺は学院長なんてやるつもりはないよ。やらなきゃいけないことが別にあるんだ」

「そ、そんな！　勇魔大戦に勝利をもたらすためにこの学院を率いるよりも大事なことが、この世に存在するというのか……!?」

　ルーグが大おお仰ぎように両手を広げてアルに問う。

　……この学院にお姉さんハーレムを築くことである。

　それにアルが学院長の座についたら、人類の発展はそこでゴールを迎むかえてしまう。

　今の人類に世界の理ことわりのすべてを授さずけるつもりなど、ないからな。

「継承っていうなら……アリアがやってみる？」

　アルが水を向けると、アリアは「え」と目をぱちくりさせた。

　基本的に動作が遅おそい彼女にしては速いスピードで、ふるふるふると首を振ふった。

　すごく嫌いやそうだ。そしてとても困っている。

「よし、じゃあレストンさんが学院長をやればいいよ」

「えっ!?　わ、私ですか!?」

「何かあったら協力はするから。面倒くさいけど」

「ええ～、私ですかぁ……？　で、でもそんな雑に決めていいことじゃあ……」

　レストンはモジモジと身をくねらせた。

　満まん更ざらでもなさそうじゃないか。

　そのとき「失礼します」と声がして、会議室の扉が開いた。

「クルッポー」──という鳴き声とともに、鳩はとを抱かかえた女性職員が姿を現した。

　鳩の足には、手紙が結びつけられている。

【魔導伝書鳩】か……！

　……もうちょっとマシな連れん絡らく手段を持っていないのか？

「レストンさん、王宮から報しらせが……」

「なにっ!?」

　レストンは慌あわてて女性職員から手紙を受け取った。

「レストン殿、手紙には何と……？」

「……王女エメラルダ様が学院に視察に来られるとのことです。すでに発たたれていて、明日にはもう到とう着ちやくされると……」

「なにっ!?　エメラルダ姉様が!?」

　ルーグが声をあげ、教職員たちが色めきたった。

「……この学院は軍務卿きようの管かん轄かつ下ではあったが、アルベルト様に一任されていた」

「アルベルト様が亡なくなった途と端たんに、王族が学院の運営に介かい入にゆうしてこようというのか？」

　ふむ、誰だか知らんが王族の介入か。

　……だったらこの話し合いはもう無意味だな。すべてはそいつ次第だ。

「残念だったね、レストンさん」

「え!?　い、いや別に私は学院長になりたいなんて不相応な期待は……！」

　さて、帰るか。無む駄だな時間だったな。




　　　　†




　アルがミーアの部屋の扉を開けると、彼女はいきなり飛び出してきた。

　レンタル初日である。

　アリアを攻こう略りやくした大賢者は、次のステージへとやってきたのである。

「ようこそアルくんっ！　ご飯にする!?　お風ふ呂ろにする!?　それともお姉さん!?」

　いきなりのハイテンションだった。

　制服ではなく、リラックスした部屋着姿をしている。

「ご飯とお風呂はわかるけど……お姉さんって何？」

「お姉さんは…………お姉さんがアルくんにぎゅ～っと抱だきつくっ！」

　ミーアはアルを抱き締しめた。

　そのままアルを部屋の中へと引きずり込み、絨じゆう毯たんが敷しかれた床ゆかにゴロンと転がった。

「そして可愛かわいがるっ！　よ～しよしよし!!　よ～しよしよしっ!!」

　アルの顔をおっぱいに埋うもれさせて、頭をワシワシと撫なでまくる。

　好かれている。愛されている。それは間ま違ちがいない。

　しかし……これでは完全にペット感覚である。

「あ～、アルくんの匂においが懐なつかしいよ～っ！　寂さびしかったよ～っ!!」

　いったいどんな匂いなのか知らないが、アルの頭に顔をぐりぐり押しつけて嗅かいでくる。

　アルもミーアの胸の香かおりを感じていた。

　嗅ぎ慣れたような安心感と、異性へのドキドキ感が、相反することなく共存している。

　……この幼おさな馴な染じみを異性と意識するようになったのは、いつ頃ごろからだろう？

　今夜からしばらく、彼女の部屋で過ごすことになる。

「いつまでこうしてるの？」

　おっぱいに埋もれたままたずねる。

「えへへっ、もうちょっともうちょっと～♪」

「ご飯にするかって聞いてきたけどさ……」

「うんうん」

「……ミア姉が料理を用意してくれてるの？」

「もちろんアルくんがこれから作るんだよ～♪　アルくんの手料理食べたいもん～♪」

　ですよね……。アルはもちろんわかっていた。




「はいアルくん、あーんっ」

「あ、あーん……」

　食しよく卓たくにて、アルはミーアの膝ひざの上に横座りの体勢で抱きかかえられていた。

　そして一口ごとに、あーんをされていた。

　食べさせられているのは、アルが作った料理である。

　自分が作った料理をあーんされるとは、一体……。

　世話をされているのではない──可愛がられているのだ。

「えへへ、アルくん、次は何食べるっ？」

　ぎゅいぎゅい抱き締めながら、ミーアはご機き嫌げんそうに笑う。
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「……すぐ飽あきると思ったけど、ずいぶん続くね。料理を全部あーんさせてたら、えらく時間がかかると思うんだけど……」

「だってアルくん可愛いんだもん～っ」

　まあ……久々のことだし、彼女が喜ぶならいいだろう。

　……以前のアルなら照れて恥はずかしがったところだが、アリアと真っ正面から心を通わせた経験からか、余よ裕ゆうを持って受け止められるようになった。

　もはやちょっと顔がおっぱいに埋もれたところで、平常心を乱したりはしない。

「むむ、アルくんの反応がいつもとちょっと違うっ！」

「フッ、男として一皮剥むけたということさ」

「照れて恥ずかしがるアルくんも、謎なぞのドヤ顔でされるがままになってくれるアルくんも、どっちでも可愛い～っ！」

「……」何をどう足あ掻がいても可愛がられてしまう。

　アルはわけのわからぬ敗北感を抱いだいて黙だまった。




「風呂は一人で入らせてよ……」

「だって～、アリアさんとは一いつ緒しよに入ったんでしょ？」

　アルの髪かみをワシワシ洗いながら、ミーアが言う。風呂に入っていたら『背中を流す』というお決まりのフレーズとともに押し入ってきたのだった。

　以前にアリアと一緒に入ったことを口を滑すべらせてしまったことがあるから、今さら誤ご魔ま化かすわけにもいかない。

「……アルくんはこっち振ふり向いたらダメだからね」

　後ろからミーアがぽつりと言う。

　おや、とアルは思った。ミア姉もやっぱり恥ずかしいのか。

「恥ずかしいならやめればいいのに。普ふ段だんからおっぱい押しつけてくるくせに」

「触ふれたり当たったりするのはいいけど、見られるのは恥ずかしいんだもんっ！」

「じゃあミア姉もこっち見ないでくれよ」

「男の子には見られて恥ずかしいものなんてついてないじゃん」

「ついてるよ!!」

　アルは急いで体を洗い終えて、湯船へと逃にげ込んだ。

　ミーアはやや背中を向けつつ、自分の体を洗い始める。

　……後ろからでも窺うかがえる胸の膨ふくらみから腰こしやお尻しりへのラインに、目を奪うばわれる……。

「こっち見ちゃダメだからねっ！」

　突とつ然ぜんミーアが振り向いてそう釘くぎを刺さし、アルは慌てて顔を背そむけた。

　彼女の顔はほのかに赤かった。恥じらいの色だ。

　アリアとミア姉で同じことをしているようで……ずいぶんと違うものだ。

「よし終わった！　アルくん、後ろを空けて！　そっち向いたままだよ……とうっ！」

　アルが前の方に詰つめると、ミーアが湯船の後方のスペースに身を滑り込ませる。

「えへへ」と、後ろからアルを抱き締める。

　おっぱいと太ももがアリアよりも柔やわらかい……。

「アルくんは可愛いね～、可愛いね～」

　アルの内心などどこ吹ふく風で、ミーアはアルに頬ほお擦ずりをしながら可愛がる。

　ベッタベタだ。あまりにもベタベタすぎる。

「ミア姉……どうかした？」

　……いくらなんでも今日の彼女はちょっと過か剰じようだ。

「えへへっ、別に何でもないよ～？　いつも通りアルくんが大好きなお姉さんだよ～♪」




　そして二人で一つのベッドで眠ねむることとなった。

「アルくんアルくん～♪　可愛いアルくん～♪　ふんがふんがふんが～♪」

「何その途と中ちゆうで歌詞を考えることを放ほう棄きしたような歌……」

「子守歌だよ。気に食わなかった？」

「そんな歌を聴きかされて安あん眠みんできるわけないでしょ……」

「す～りすりすり～♪」

「頬擦りなんてされてたら眠れるわけないでしょ……」

　ミーアは布ふ団とんの中でもアルを抱き締める。布団の中に、ミーアの体温と匂いが立ちこめているかのようだった。

　それでも次し第だいにミーアの妙みような歌はふにゃふにゃとしながら消えてゆき、寝ね息いきに変わっていく。

　まったくアリアもミア姉も……寝るときはいたずらに多感な十二歳の心を刺し激げきしないで欲しいものだ。

　なかなか眠れないのはアルの方だけである。




「…………おかあ、さん」

　ぽつりと、ミーアが寝言を漏もらした。

　それは意外な一言だった。

　ミーアはこれまで寂しげな素そ振ぶりを覗のぞかせたことは一いつ切さいなかった。

　シャングリ・ラの家族と仲が悪かったわけではないが、ホームシックになるほど家族に依い存そんしている雰ふん囲い気きはなかった。

　……ミア姉にだってまだまだ知らない一面がある。

　もっと踏ふみ込まねばならない心の領域がきっとある。

　寂しげな寝言を漏らすミーアをそっと抱き返し、そのままアルも眠りに落ちていった。








二章　王宮からの使者






　エーテルメギア勇者学院の広場に、全校生徒と教職員がずらりと整列した。

　視察にやってくるという王女……エメラルダ・エムプレア・アメリアを歓かん迎げいするためである。

「ずいぶん仰ぎよう々ぎようしいことだね」

　背の低いアルはすっかり行列の中に埋うもれてしまいながら呟つぶやいた。

「エメラルダ殿でん下かは……、第一王女ですから……」

　アリアが横から答えてくれる。

　なるほど、それは大ごとだ。

　三百年前から変わってないとすれば、アメリアでは男女で王位継けい承しよう権に差をつけない。

　つまり未来の女王の座が約束されている人物がやってくるのだ。

「第四王子のルーグさんとは別格なわけだ」

「彼も相当えらそうだったけどね」

　ミーアがにししと笑う。

「ああ。姉様は第四王子の俺とは格が違ちがう。……それから実力もな」

　突とつ然ぜんアルとミーアの間から、綺き麗れいなルーグがぬっと顔を出した。

　ミーアが「わひゃっ!?」と悲鳴をあげる。

　アルは気配を感じ取っていたから驚おどろきはしないが……、

　ルーグは澄すんだ瞳ひとみでアルに向き直り……おもむろに口を開いた。

「……師よ」

「はあっ!?　師!?」

　予想だにしない言葉に、アルは声をひっくり返してしまう。

「改めて君に感謝を申し上げたい。君のおかげで、俺は愚おろかな思い上がりから抜ぬけ出すことができた。父も、家庭教師たちも……誰だれも教えてくれなかったことを、君だけが教えてくれたんだ」

　その瞳の輝かがやきには、かつて見せた虚きよ栄えい心や傲ごう慢まんさが欠片かけらもない。

「君こそ俺の師と呼ぶに相応ふさわしい……。たとえ君にその気がなくとも、俺はこれからずっとそう思い続けて生きていくことだろう」

「そ、そう……」

　ずいぶん極きよく端たんな変化だが……それだけ純じゆん粋すいな少年だったのだろう、たぶん。

「思えばエメラルダ姉様は俺のことを内心で哀あわれんでいたことだろう。あの姉様が、俺の能力を見誤るはずがないからな。だがこんな俺と違って……エメラルダ姉様は王に相応しい資質の持ち主だよ」

「エメラルダ様には、私も挨あい拶さつさせて頂いたことがあります」

　エルフの小国【エルブンハイム】の姫ひめ君ぎみであるカティも会話に加わった。

「私の身分では親しくお話しさせて頂くことの憚はばかられる御お方かたですが、その気高い立ち振る舞まいから……『人の上に立つ王族』とはどうあるべきかを教えて頂きました」

　カティがそこまで言うなら、よほど傑けつ出しゆつした人物なのだろう。

　この娘むすめよりも気高い王族など、そうそういないだろうからな。

　そのときレストンが声をあげた。

「……静せい粛しゆくに！　殿下の馬車がおいでになる！　粛々と頭こうべを垂れよ!!」

　あたりに緊きん張ちよう感が走り、人々が次々とひざまずいていく。

　アルも周囲に倣ならってそうした。

　校門の向こうから、土つち煙けむりを立てて御ご用よう馬車の一群がやってくる。

　煌きらびやかな馬車は、生徒たちが頭を垂れる行列の前で停とまった。




「我が愛いとし子たちよ、これは何事か！」




　──優ゆう雅がなドレスを身につけた少女が、馬車から飛び出してきて怒ど鳴なった。

　十八歳ぐらいだろうか。体つきは大おお柄がらではないが、すらりと伸のびた背筋、張りのある声、覇は気きに満ちた目つきは、実際の背せ丈たけ以上にその姿を大きく見せている。

　威い風ふう堂どう々どうとした、強きよう者しやのオーラを身にまとっている。

　護衛騎き士したちが後に続いて出てくるが、どう見ても少女の方が強そうに見えた。

　──彼女が第一王女、エメラルダ・エムプレア・アメリア。

「我に歓迎など不要と伝えていたはずだ！　勇ゆう魔ま大戦を目前に控ひかえている今、貴様らには一いつ瞬しゆんたりとも無む駄だな時間を過ごしている暇ひまはないはずだぞ！」

　エメラルダは朗々とした声で𠮟しつ咤たした。

「し、失礼いたしました！」

　レストンが慌あわてて飛び出した。

「歓迎不要とのことだったので、街を挙げての歓迎は取りやめました。しかし殿下をこの学院にお招きするに当たって、我ら何も忠義を示さずにいることなどできませぬ」

　まあ、いくら歓迎不要と書かれてあったからって、本当にすっからかんの広場に王族を迎むかえる勇気など誰も持てまい。
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　エメラルダはレストンの言葉に納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「そうか……貴様らの忠義、我はしかと受け止めた！　なれば今すぐ生徒は鍛たん錬れんに、教職員は職務に戻もどれ!!　大たい儀ぎであった!!」

　エメラルダがバッと腕うでを横に振ふるう。

　生徒と教職員たちは蜘く蛛もの子を散らすように駆かけ去っていく。実に颯さつ爽そうとしたお姫さまである。

　──エメラルダの鋭するどい視線が、アルの姿を射止めた。

　ツカツカとこちらに歩み寄ってくる。

「貴様が飛び級生か？」

「はい」

「貴様が稀き代たいの英えい雄ゆう──魔術王を殺害したのか？」

「はい」

　平然とした態度のアルに、エメラルダは片かた眉まゆを上げた。

「そうか……やましさの欠片もない眼まな差ざしだな」

「やましいことなど、何もありませんから」

「ふむ。国王が事件について話を聞きたがっている。王宮までついてきてもらいたい」

　エメラルダはくいっと馬車を指さした。

「王宮まで行くのに馬車なんて使わなくても……」

　アルは転移ワープの術式を起動させつつ手を差し出そうとした。

　すると護衛騎士たちがすかさず立ち塞ふさがった。

「殿下に何をするつもりだ！」

「おまえが得体の知れぬ魔術を使うことは知っているぞ!!」

　……そう言われるのも仕方ないか。

　アルは術式と手を引っ込めた。

　エメラルダは気分を害したふうでもなく、アルを見つめた。

「我の馬車では不満か？　この国で……いや、全世界で最さい先せん端たんの魔導補助馬車だが」

「俺が少し手直ししたら、十倍のスピードで爆ばく走そうできるようになりますよ」

　護衛騎士たちがざわめいた。

「馬ば鹿かな、あり得ん」「殿下の前で世よ迷まい言を繰くり返すとは……」「やはり信用ならん」

「爆走する馬車か！　十倍とは……クククッ、面おも白しろい！」

　不ふ審しんを抱いだく騎士たちに囲まれながら、エメラルダは愉ゆ快かいげに笑った。

「しかし、我個人はすこぶる興味深いが、残念ながら周りが納得してくれまい。鈍足ノロマな馬車ですまないが、つきあってもらえるかな？」

　エメラルダはすっとアルに手を差し出す。

　それは先ほどアルの手を取れなかったことを詫わびるかのようだった。

「殿下!?」「危険ですぞ!?」

　護衛騎士たちが慌てて声をあげるが、エメラルダは意にも介かいさない。

「ぜひ喜んで」

　アルは彼女に対する好意と興味心が湧わくのを感じながら、その手を取った。




　アルと握あく手しゆしながら、エメラルダはアルの傍そばの仲間たちを見回した。

「貴様は……魔術王の娘のアリアに、それに貴様は……エルブンハイムのカティか！」

「エメラルダ様、覚えていて頂けて光栄です！」

「他人行儀になどせずともよい。共に一国を支える王族だ。それから、貴様、は……」

　エメラルダの視線がさらにスライドしていき、ミーアへと向けられる。

　辺境の片田舎いなかの娘。

　本来ならアメリアの第一王女と面会など叶かなうはずもない狩人かりゆうどの少女。

　だが二人が目と目を合わせたとき、奇き妙みような電流が両者に走ったような感じがした。

　エメラルダは驚きに目を見開いて震ふるえ交じりの声を漏らした。




「…………その首くび飾かざり。貴様は、ミーティア、か……？」




　ミーアはハッとしながら、自分が肌はだ身み離はなさず身につけている首飾りを包み込むように手で隠かくした。

　革かわ紐ひもに翠すい玉ぎよくの宝石をくくり付けた、特別な意味があろうとは思えないデザインの首飾りである。しかし……、

　ミーアは俯うつむいて、小さな声で答えた。




「私は……ミーア・グリンウッド。シャングリ・ラの……ただの田舎娘です」




　──アルも、彼女のすべてを知っているわけではない。

　アルは身分も性格も顔つきも、すべてが異なる二人の顔を見比べて……、

　両者に共通する奇妙な影かげを感じとった。




　　　　†




　王家の御み旗はたを風にはためかせながら……馬車の一団が街かい道どうを進んでいく。

　エメラルダの御用馬車を、護衛騎士たちが乗っている軍用馬車が囲んだ仰ぎよう々ぎようしい行進である。

　訓練された馬を操作する馭ぎよ者しやたちの手た綱づなさばきには、一糸の乱れも見られない。




　──アルはエメラルダの馬車に同乗させられ、彼女と一対一で対面していた。

　他のみんなは別の馬車に乗せられているのだから、こうして呼び出されたことは光栄だと考えるほかあるまい。

「……つまりこの構造の馬車はこういう部分に力学的な非効率があるわけ」

　アルが図を描かいて説明する。

　エメラルダは「ふむ……」と唸うなった。

『どうやったら十倍の速度で爆走できるのか』、説明を要求されたのである。

　魔導補助馬車は馭者が馬に強化魔術をかけることでスピードを出す。

　その魔術の術式もアルから見れば出来損そこないだが、それ以前に馬車の構造そのものにも改善の余地があまりにも多かった。

「……しかしそこまで速度を上げれば、暴走の危険が高まるだろう？」

「それは手綱だけに操作を頼たよってるからだよ。馬任せじゃ当然だ。ブレーキ装置……車輪を制せい御ぎよする機構をとりつければいい。荷車が止まれば馬も止まるんだから」

　ブレーキというのは……と、アルはそれも図を描いて解説していく。

　…………説明についてこれているだろうか。

　アルは不安になって目線を上げた。

「なるほど！　ふーむ、なるほど!!　貴様、美み事ごとだ!!」

　エメラルダは瞳ひとみを輝かがやかせて図面を覗のぞき込んでいた。

　……ミア姉も口を開くとアホそのものなお姉さんだけど、地頭は良かった。

　何かを教えるたびに瞳を輝かせてすんなり身につけていたものだ。

　身分も立場もまるで違ちがうのに、エメラルダにミーアの面おも影かげを見てしまうのは何な故ぜだろう。

　魔術で確かめることは簡単だが──対話で教えてもらわねばなるまい。

　人の心は聖域だからな。

「さっきミーアのことを『ミーティア』と呼んでいたのは、何だったの？」

　アルはいきなりダイレクトクエスチョンを仕し掛かけた。

　知識欲に瞳を輝かせていたエメラルダは、瞬またたく間に表情を曇くもらせた。

「うむ……、それはな……、実は我にもまだ確証がないことなのだ。だから下手へたなことは口にできぬ。……確かめてみないことにはな……」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんなように見えて配はい慮りよ深いというか、慎しん重ちような物言いである。

「確かめる、か……」

　──出発する前に、アルもミーアに問いかけた。

　ミーアはやや青ざめた顔色で「わからない」と口にしていた。

　だが何の心当たりもなかったら、あんな反応はしないだろう。

「それより……貴様！　面白いな！　気に入ったぞ、少年!!」

　エメラルダは大声をあげて立ち上がった。

　走行中だというのにこちらに歩み寄り、アルにぐっと顔を迫せまらせてくる。

「見た目はまるで子供だというのに……つつけばつつくほど、新たな知ち恵えや見識が飛び出してくる！　まるで知恵の泉のようではないか!!」

　エメラルダは実際に右手でアルのほっぺたをつっつきだした。

「うむ、柔やわらかい！　貴様、かわいい！」

　エメラルダの凜り々りしい顔つきが、年とし頃ごろの少女のように緩ゆるんだ。

　なかなかの美少女である。

「神童、か。こんな少年が泉の湧き出すがごとき果てない知恵を見せれば、神か魔まかと怪あやしむのは当然のことだ。だが先ほど……馬車に乗る前に愚ぐ弟ていと話をした」

「ルーグさんと？　愚弟だなんて……」

「愚弟だったさ。やつは紛まごうことなき凡ぼん愚ぐだった。父と母が阿あ呆ほうみたいに溺でき愛あいしていたものだから、もう手のつけようがないと我は諦あきらめていた」

　エメラルダは声のトーンを落として言った。

　父──国王への批判はたとえ彼女でも大っぴらには口にできないようだ。

「しかし久しぶりに会ってみたら顔つきが変わっていた。なんだか綺き麗れいになっていた」

　綺麗なルーグ……。

「何よりも……自分の才能に対する見つめ方が変わっていた」

「彼はもう凡愚なんかじゃないよ。自分が愚おろかだと理解した人は、もうすでに愚かなんかじゃない。彼は炎ほのお魔術のスペシャリストになる人だ」

「……貴様がそう変えたと言っていた。ゆえに我は貴様を信用することにする。貴様が本物の大だい賢けん者じやアルベルトと名乗っても、我は決して笑いはすまい……」

「初対面でそれを聞いて笑い飛ばさない人は初めてだな」

「ククク……。これもあまり大きな声では言えないが、死んだ学院長のアルベルト、我はやつをつまらぬ小者と思っていた。何を聞いても新しいものは出てこない。もはやすべての知恵を出し切った抜ぬけ殻がらに見えた。貴様の方がよほど面白い」

　エメラルダは一呼吸を置いてから、真しん剣けん極きわまりない声で囁ささやいた。




「貴様、我の右みぎ腕うでとならないか。我が女王に即そく位いしたら、世界の半分をくれてやる」




「右腕だって？」

「一週間後に盟約武ぶ闘とう大会が行われる。我も参加するつもりだ。優勝すれば望みを叶えてもらえるからな。そこで優勝し、王位を親父おやじから譲ゆずってもらう……」

　盟約武闘大会……ウィルグレム先生が言っていたやつか。

「王女様も参加できるものなのか？」

「実力があれば問題ない。ただ相棒選びに困っている。誰だれであれ我の足を引っ張るのは仕方がないが、相応のレベルは求めたいからな」

　自分より強い人間などいないと言わんばかりの、なかなかの自信家ぶりだ。

「我の相棒になれば貴様の罪を不問に付すよう掛かけ合うし、我の専属の宮きゆう廷てい魔術師として取り立ててやる。この世の魔術師にとって最高の地位だぞ」

「どうして会ったばかりの俺にそこまでする？」

「あまり初めてという気がしない。我は貴様が気に入った……」

　エメラルダはさらに顔をぐっと近づける。

　そのときゴトン！と馬車が揺ゆれた。馬の嘶いななきとともに、車体が右に左に揺れる。

「むっ!?」

　エメラルダが体勢を崩くずし、お互たがいの顔が目前に迫る。

　──キスしそうになる、ほんの寸前まで。

　エメラルダは顔をカーッと赤くし……慌あわてて飛び退のいた。

「何をしている、馭者！　危あやうくえらいことになるところだったぞ貴様！」

　真っ赤になった顔を隠すように、馭者台を振ふり仰あおいで怒ど鳴なった。

「す、すみませんエメラルダ様！」「前方を猫ねこが横切って馬が驚おどろいたようで……!!」

「にゃんこか……にゃんこならば仕方ない。あれは自由な生き物だ」

　誤ご魔ま化かすように言って、咳せき払ばらいをする。猫好きなのかもしれない。

「って……エメラルダ様、走行中は立ち歩かないでください！　危険です!!」

　馭者の一人が振り向き、馬車のど真ん中で仁に王おう立ちしている王女に仰天した。

「我に指図をするな！　だが気き遣づかいは感謝する。大たい儀ぎである」

　エメラルダはノシノシと座席に戻もどっていく。

「えへへ……俺、エメラルダ様に褒ほめられちゃった」

「いいな、いいな～。でも俺はエメラルダ様に𠮟しかられる方がいいかな～」

　二人の馭者が小声でそんな会話を交かわす。

「聞こえているぞ、たわけ！　𠮟しつ咤たされたくばいくらでもしてやる！　無む駄だ口を叩たたかずに馬の操作に集中しろ!!」

「失礼いたしました！」「ご褒ほう美びありがとうございます!!」

　馭者たちが声を揃そろえ、エメラルダは「まったく……」とため息をついた。

　アルは思わずふっと笑った。

「ずいぶんと慕したわれているようだね」

「当然だ。我は愚ぐ民みんの上に立つべき強きよう者しやとして生まれ落ち、それに相応ふさわしくあるべく誰よりも精しよう進じんしてきた。我が前を行けば愚民どもがついてくる。それは当然の摂せつ理りだ」

　馭者の二人が「愚民でーす！」「ついていきまーす！」と、声を合わせる。

　自分の強さへの絶対の自信。そして揺るぎない論理。

「そんなにあなたは強いの？」

　──ただ血筋が貴とうといというだけではなく？

「強いとも。我の魂たましいを鑑かん定ていできるものがこれまで一人もいなかったから、どれぐらい強いか知らんがな。……世界に君臨する王たるもの、何者にも負けてはなるまい！　例外が存在するとしたら、勇者と魔王ぐらいのものだ！　会ったことないから知らんがな!!」

　威い風ふう堂どう々どう、天てん真しん爛らん漫まんとした自信満々ぶりである。

「……なるほど。でも俺が右腕になるのは、遠えん慮りよしておくよ」

「ふむ。今はそうか。だが我という人物を知ればおのずと気持ちも変わってこよう」

　そのとき再びゴトンと揺れて、馬車が停とまった。

　……これは先ほどとは違うな。

「魔物です！」「魔物の襲しゆう撃げきです!!」

　馭者たちが叫さけんだ。




　　　　†




【魔物】と【魔族】は共に人類の敵対者だが、両者には明確な違いがある。

　魔族には高度な知性と人格があり、人類と同様、魔界に国家を形成している。

　そして国境を越こえて人類の領土に侵しん攻こうを仕掛けてくる。

　それに対して魔物には知性がない。

　さらに魔族と違い……どこからともなく勝手に発生ポツプアツプする、という奇き妙みような性質を有している。

　人々の負の感情が瘴しよう気きとなって淀よどむと、そこから魔物が生み出されてゆくのだ。

　それが一定数の群れを作ると、人々を襲撃しはじめる。

　国境から侵攻してくる魔族は、そこで軍隊が追い払はらえば被ひ害がいが生じないが……。

　魔物は国境の内側でいきなり発生して、人里や街かい道どうを行き来する旅人や商隊キヤラバンに襲おそいかかってくる。

　予測不可能な分、魔族よりタチが悪い面もあるといえるのだ。




　エメラルダはすかさず大声で指揮をとった。

「騎き士しどもは客人と馬車を守れ!!」

　エメラルダ自身は大たい剣けんを携たずさえ、颯さつ爽そうとドレスの裾すそをひるがえして馬車から飛び降りた。

　それは守られようとする立場の身のこなしでは断じてない。

「……我が打って出る!!」と、そう叫ぶ。

　──それは常識的に考えればありえない指示と行動だった。

　護衛騎士たちは馬車を守るように囲んで身構え、ドレス姿の王女がたった一人で敵に突とつ撃げきしようとしているのだ。

　……面おも白しろい。王女殿でん下かの実力、拝見させてもらうとしよう。

　アルも続くようにして馬車を降り、周囲を見回した。

　ゴブリンとオーガの群れであった。平原に出現する魔物としては、一いつ般ぱん的な種族だ。

　……しかし三百年前よりもかなりレベルが底上げされているな。

　街道の行く手からはオーガの群れ、後方からはゴブリンの群れ。

　二つの種族が連れん携けいして、挟はさみ撃うちを仕し掛かけてきている。

「超級重力場エクス・グラビトン！」

　エメラルダは背後を突つこうとしているゴブリンの群れに、重力魔術を放った。

　真っ黒い波動が場に広がり、そこに強きよう烈れつな重力場が発生する。

「「「キィイイイイイイイイイイイイッ!!」」」

　数十体のゴブリンが、まとめて地面に押し潰つぶされた。

　……あれだけの広こう範はん囲いに超級格エクスクラマの重力魔術とは、なかなかの腕前だ。

　後方からのゴブリンの群れを重力魔術で足止めすると、エメラルダは踵きびすを返してオーガの群れに突撃していく。

「「「「「ゴァアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」」」」」

　数十体もいようというオーガが、咆ほう哮こうで出で迎むかえた。

　しかしエメラルダは怯ひるむことなく、笑いさえ漏もらしながら踏ふみ込んでいく。

「ククク……ふはーっはははははっ!!」

　剣を振り上げると緑色の光が放たれ、大地に亀き裂れつが走った。

　剣から放たれる引力によって地じ盤ばんが引き剥はがされ、岩や砂じや利りが刃やいばに引き寄せられていく。

　瞬またたく間に、エメラルダの剣は十倍以上の質量をもった岩石剣となった。

　むろん切れ味などはあるまい。だが……。

「万ばん物ぶつ 悉ことごとく打ぶち壊こわれよ！　ブレイクブレイド!!」

　ドシン！と大地を砕くだくほど強く足を踏み込みながら、まるで重量がないもののように軽々と──エメラルダは巨きよ大だいな岩石剣を振るった。

　アルは即そく座ざに見抜いた。……彼女は重力を操あやつっている。

　彼女の体は踏み込みの瞬しゆん間かんは重く、躍やく動どうする瞬間は羽根が舞まうように軽かろやかだった。

　巨大剣は振り上げる瞬間は軽く、振り下ろす瞬間は万倍の重さとなった。

　一撃。

　十体以上のオーガがぐちゃぐちゃに粉ふん砕さいされて飛び散った。

「わーっははははっ！　たーのしーいぞーっ!!」

　ズシン！と再び足を強く踏み込んで、そこを起点に岩石の剣が振るわれる。

　馬ば鹿かでかい刃が振りまわされるたび、オーガの群れは打ち砕かれてゆく。

　それはまるで血と臓物の嵐あらしであった。




　アルは驚きをもって見守った。

「あれは……大したものだな。人間離ばなれしている」

　……盟約武闘大会に出ると言っていたが、こりゃウィルグレム先生は勝てないぞ。

　ただ、あんなに大暴れすると、後片付けが大変そうだな。

　……こっちはもう少しスマートに行こうか。

「「「グギィイイイイイイイイイイイイッ!!」」」

　ゴブリンたちが重力魔術を引き剥がし、馬車に向かって襲いかかってくる。

「客人と馬車を守るぞ！」

「エメラルダ様が来てくださるまで持ちこたえろ!!」

　護衛騎士たちは盾たてをぐっと掲かかげて迎え撃った。

　敵を倒たおすという意図がみられない、エメラルダが向こうで殲せん滅めつを終えてこちらに戻ってくるのを待とうという戦せん闘とう姿勢だった。

　それだけエメラルダという存在が飛び抜ぬけているのだろう。

　客人を守れという命令があったからかもしれないが。

　しかし、そこまで大おお袈げ裟さに守ってもらわずともけっこうだ。

「極大グラン・パ爆轟魔術イロデトネーシヨン」

　護衛騎士たちの後方から、アルはそっと手をかざす。

　圧縮された超高温の爆ばく風ふうが護衛騎士たちの横をすり抜けていった。

「う、うわっ!?　なんだ!?」

　爆風の勢いで護衛騎士たちがばたばたと倒れていったが、速すぎて熱を感じることはなかっただろう。

　圧縮された爆風は寸前で膨ふくれあがってゴブリンたちを真っ正面から包み込む。

　悲鳴をあげる間もない。

　ゴブリンの群れは一瞬で炭化し、風に舞まっていった。

　街道が破は壊かいされることも、血と臓物が飛び散ることもない。

　熱風の残ざん滓しを微かすかに残し、すべてが夢であったかのように終息させる。

「な、なんだ今のは……!?」

　護衛騎士たちが目を白黒させて立ち上がる。

　そしてぞっとした顔つきでアルを振ふり返った。

「い、今のはこいつがやったのか……？」

「というか何が起こったんだ!?」

「これがシャングリ・ラの神童……」




「これぐらいできるさ。俺は大だい賢けん者じやアルベルトの生まれ変わりだからね」




　周囲は静まり返ってしまった。

「……これは？　ゴブリンどもはどこに消えた？」

　エメラルダがノッシノッシとこちらにやってくる。

　返り血ひとつついていないのは、重力制せい御ぎよのおかげだろう。

「こ、この少年が、すべて……」

「何……？」

　アルはエメラルダにピースをしてみせた。

「大賢者の生まれ変わりだからね」と、もう一度言ってみせる。

「……我より先に敵を殲滅してみせるとはな。賢者、か。勇者と魔ま王おうは我より強いかもしれんと思っていたが……、賢者については考えたことがなかった！」

　エメラルダはアルのほっぺたをムニムニとつっついた。

「しかし貴様と戦うよりも……貴様と肩かたを並べて戦う方がどうにも面白そうに思えてならんな。やはり我の右みぎ腕うでになれ、賢者よ」

「何だか前世で縁えんでもあったんじゃないかというぐらいの気にいられっぷりだね」

　そういうアルも、初対面とは思えない馴染みやすさを彼女に感じていた。

「ククク……ふはははっ！　そうであったら面白いな！　……我はこれまで孤こ独どく感しか抱いだいたことがなかった。我と対等の人間など、どこにもいなかったからな」

　エメラルダはアルのほっぺたをしばらくムニムニさせてから、

「今しばらく道すがら馬車で語りあおうではないか！」

　そう言うと、馬車へとノッシノッシと歩いていった。

　その背中を追いかけながら、アルは何気なく彼女の魂たましいを鑑かん定ていした。

「…………はぁ!?」

　そして、思わず素すっ頓とん狂きような声をあげて、足を止めてしまった。




　エメラルダ・エムプレア・アメリア。レベル５８７６。

　──普ふ通つうの人間にはあり得ない馬鹿げた数値。

　所有するギフトは〈暗黒領域ダークマター〉。

　その力は、次元の裏側に存在しているエネルギー体の操作とそれによる重力制御。

　──そしてアルの鑑定は、彼女の魂に楔くさびのごとく食い込む『異物』を見通していた。

　異物──通常の人間ならばあろうはずもないもの。




【魔王核かく】……。




　そう、アルは勇者ルシアーナの生まれ変わりを探していたが、今この時代に転生しているのは勇者の魂だけではない。

　前世の宿縁などいい加減な出任せのつもりだったが……。

　こいつはかつての宿敵……あの魔王エルケバルドの生まれ変わりだ！

　エルケバルドは漆しつ黒こくのドラゴンだったが……まさか人間に生まれ変わるとは。

　しかもあろうことか、よりにもよって……魔王が【人類国家同盟】を支配しているアメリア魔術王国の第一王女に生まれ変わるとは！

　こ、こいつが本当に女王に即そく位いしたら、どうなるんだ……？

　人の世界が魔王に乗っとられる……？

　エメラルダが不ふ審しんげにこちらを振り返った。

「どうした？　素っ頓狂な声をあげていないで疾とく我と肩を並べるがいい」

　今となっては、その傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度にも納なつ得とくいくものがある……魔王なんだし。

　親しみを感じるのも理解できる……。

　アルは魔王との戦いの最後、視線を交え、お互たがいを認め合った瞬間を思い返した。

「あ、ああ……。今行く……」

　賢者ともあろうものが茫ぼう然ぜん自じ失しつの顔つきで彼女を追いかけた。




　　　　†




　アメリア魔術王国の首都──【フィラデルフィム】は『花の都』と呼ばれている。

　かつては花の咲さくのどかな丘きゆう陵りようにできた村だったのだが……。

　アメリア魔術王国が世界で有数の大国となった今では、あらゆる芸術や文化の粋すいを集めた大都市としてそう呼ばれている。

「エメラルダ様ーっ！」「アメリア万ばん歳ざい!!」「我々をお導きください!!」

　真っ白い凱がい旋せん門もんを抜けると、エメラルダの馬車は街の人々の喝かつ采さいに包まれた。

「やれやれ」と、エメラルダは嘆たん息そくした。

「王族を迎える暇ひまなどあったら日々の務めに励はげめと日ひ頃ごろから命じているというのに……。まったくしようのない愚ぐ民みんどもだ」

「どうして自分を慕したってくれる兵や民たみを、愚民なんて言うんだ？」

　彼女の横顔をまじまじと見つめながら、アルはたずねた。

　いったいこいつはどういうやつなのだろう……。

「愚民だからさ。弱くて、愚おろかで、取るに足らない連中さ」

　エメラルダの侮ぶ蔑べつには嘘うそがなかった。彼女は心から弱者を見下している。

「……それゆえ我が守ってやらねばならん。それが王族の務めだと、幼い頃から親父おやじ殿どのに叩たたき込まれてきた」

　エメラルダは車窓から顔を覗のぞかせ、人々に手を振った。

　そのたびに空気が爆ばく発はつするような大だい歓かん声せいが巻き起こる。

「まったく面おも映はゆいものだ。我は弱い者の気持ちなどちっともわからんのに、どいつもこいつも強いというだけで我のことを頼たより、慕ってくる……」

　魔王の魂を宿した王女は、困ったように微笑ほほえんだ。

　……環かん境きようが魔王を変えた？

　後天的に叩き込まれた『帝てい王おう教育』が、魔王の性さがを抑おさえ込んでいるとでもいうのか？

　馭ぎよ者しやの二人が馬車を進ませながら、こちらを振り返った。

「今は全国民みんなが殿でん下かの王位継けい承しようを待ち望んでいますよ！」

「現国王はあるときからまるで人が変わったみたいになりましたからね……」

　エメラルダは顔をしかめて返事をした。

「下手へたなことを口にするな。……親父の耳に入ったら面めん倒どうなことになる」




　大だい宮きゆう殿でんの目前で馬車は停とまった。

「アル……長旅でした……。実に……長旅でした……」

　馬車から降りると、別の馬車からアリアがヨロヨロとやってくる。満まん身しん創そう痍いじゃないか。

　アルはアリアの頭をなでなでしてやった。

　アリアはむふーっと鼻を鳴らす。

「永遠に頭を撫なで続けてください……」

「それは無理だよ」

　しかしこういうときに真っ先に飛びついてきそうなミーアは、

「…………」

　物もの憂うげというか、心ここにあらずといった顔つきで馬車から降りてきていた。

　ミーアとエメラルダの関係も、そういえば気になるのだ。

「モテモテではないか、少年。我の誘さそいを断ったのはそういうことか？」

　エメラルダがむっとした顔をしてこちらを見てくる。

「まあよい。早さつ速そくになるが、到とう着ちやくの時間はあらかじめ伝えてある。親父殿はすでに待っているだろうから、すぐに謁えつ見けんの間に来てくれ」

　物見遊ゆ山さんする暇も与あたえられず、アルたちは宮殿の内部へと誘いざなわれた。




　謁見の間は圧あつ倒とうされるほどの荘そう厳ごんさだった。

　煌きらびやかなシャンデリアにはいくつもの宝石が埋うめ込まれ、虹にじ色の光を放っている。

　玉座も絨じゆう毯たんも、柱や天てん井じようも、精せい緻ちな装そう飾しよくが施ほどこされており……それらのすべては当代随ずい一いちの芸術家たちの手によるものに違ちがいない。

　壁かべにはこれまでの勇魔大戦の伝説が描えがかれた巨きよ大だい画が並んでいる。アルベルトとルシアーナと思おぼしき姿もそこにはあったが……ルシアーナ姉さんはもっと美人だ。

　それらは王の権けん威いを飾かざり立てるために、巨万の富が費ついやされたものだろう。

　まったくバカげたことだ。




　その中心で、国王エゼキエル・エムプレア・アメリアは玉座についていた。

　謁見の間の荘厳さとは裏腹に、貫かん禄ろくのない瘦やせぎすな男だった。

　身につけた深しん紅くのガウンにすっかり埋もれてしまっている印象がある。

　病やまいを患わずらっているかのように瞳ひとみが落ちくぼみ、頬ほおがこけている。

　──人類国家同盟の盟主国アメリア、その国王ともなれば……、

　この男こそ『全人類の心臓』と言っても過言ではない。

　エメラルダはその隣となりに控ひかえるように立った。

　その正体が魔王であることに、国王エゼキエルは少しも気付いていないのだろうか。




「ほ、報告は以上です……」

　学院の代表としてやってきたレストンが、震ふるえ声で国王エゼキエルに言う。

「我々としては……このアルフレッドという少年こそが本物の賢けん者じやアルベルトであり、勇者学院を継つぐべき人物だと考えております……！」

　レストンはちゃっかり王にまでそんなことを言った。

　学院長なんてするつもりないと言っているのに。

「我も学院長室や地下室などを確かく認にんしたが、証言と矛む盾じゆんするところはなかった」

　エメラルダが第三者としての目線で補足した。

「私見だが……元学院長が勇者学院を私物化していたことは事実であったと思われる。あれが偽にせ者ものであったというその少年の指し摘てきは、一いつ聴ちように値あたいするものかと」

「貴様の意見は聞いていない。控えよ」

　エメラルダに視線も向けずエゼキエルは言った。

「はっ。失礼した、親父殿」

　辛しん辣らつな反応に慣れているのか、エメラルダはさほど気にした様子もない。

　ふむ……この男がルーグを溺でき愛あいする姿などまるで想像がつかないが。

　人が変わった、と馭者が言っていたか……。

　エゼキエルはアルを見下ろし、重々しく口を開いた。

「……こんな少年が本物の賢者アルベルトだというのか？　バカバカしい。エメラルダ、貴様までもそんな妄もう言げんを真に受けたというのか。くだらぬ……」

「陛下、失礼ながら……」

　エゼキエルの傍かたわらに控えていたローブ姿の女が口を挟はさんだ。

「諜ちよう報ほう部から隣りん国ごく【ヴィルヘルミナ】に不ふ穏おんな動きが見られるとの報告があります」

　その女の意見には耳を傾かたむけ、エゼキエルは満足げに頷うなずいた。

「うむ、余もそれと関連していると考えていた。此こ度たびのことは、こんな子供がやれるようなことではない。ヴィルヘルミナかどこか……裏で他の大国が糸を引いているのだ」

　はあ？　アルは内心で呆あきれた。

　エゼキエルは冷れい徹てつな目つきをアリアに向けた。

「その魔ま女じよも父親が目め障ざわりとなって他国からの甘かん言げんに乗ったのではないか？　アメリアを裏切ろうというのか!?　イルメリア、こいつらの身辺を諜報部に調べさせろ」

「かしこまりました」

　イルメリアと呼ばれた女は口元をニィ……と歪ゆがめて、その場から退しりぞいていった。

　このイルメリアという女がエゼキエル専属の宮きゆう廷てい魔術師というやつか。

　見ていると……補ほ佐さ官や相談役といった立場のようだな。

「エーテルメギア勇者学院、か……。ふん、アルベルトの好きにさせてやっていたが、我が国ばかりが負担を強しいられる金食い虫だった。……良い機会かもしれぬな」

「親父殿……まさか？」

　エゼキエルは耳を疑うようなことを口にした。




「後こう継けい者がいないというなら……勇者学院はここで廃はい校こうということで良かろう」




「馬ば鹿かな！　勇魔大戦はまだはじまってもいないというのに!!」

　ひざまずいていたレストンが、思わず上体を起こして叫さけんだ。

　王に馬鹿とはなかなか大だい胆たんな発言だが……これはまさしく馬鹿な話だ。

　アルも正気を疑いながら、エゼキエルを見つめた。

「この三百年……アルベルトの広めた理論のおかげで人類の発展は著いちじるしい。すでに人類は魔族を圧倒できるだけの戦力を保持できているといえよう」

「て、敵の全容が明らかとなっていないのに、その判断は軽けい率そつでは……」

「魔界との国境の小こ競ぜり合いをみるに、魔界側に大した進歩などない。よいか、重要なのは戦後の立ち位置だ」

　勇魔大戦で貢こう献けんした国は、戦後に支配的な立場を得る……。

　勇者ルシアーナと賢者アルベルトを輩はい出しゆつした国であるアメリアが、今、世界で第だい一いつ等とうの国になっているように。

「他の国々もそう考えていよう。それゆえこの子供を利用して、勇者学院を乗っ取ろうなどと悪だくみをしているに違いない！　余にはそう思えてならぬ。……こんな子供が本物のアルベルトであるはずないのだからな」

　これは……困ったな。アルは呆れ顔になった。

　俺を不ふ審しんがるあまりに、話がおかしな方向に飛ひ躍やくしてしまっているじゃないか。

　エゼキエルは瞳をぎらぎらと輝かがやかせた。

「……その手には乗らぬぞ。他国が勇者学院の乗っ取りを企くわだてるなら、こちらは勇者学院を畳たたんでやる!!」

　あまりまともな思考ではないな。

「その前に……優ゆう秀しゆうな生徒たちを片っ端ぱしから我が国に勧かん誘ゆうしておくのがよかろうな。世界中の才能ある子供たちを総取りにするのだ！」

「勇者学院には責任感のある子や貴族の子し弟ていが多いです……そう簡単に祖国を捨てるとは思えませんが……」

　レストンが口を挟むが、エゼキエルは「ふん」と鼻で笑った。

「生徒どもの身み柄がらは押さえているのだ。やろうと思えば、いくらでも手段はあろう」

　監かん禁きんや脅きよう迫はく……。あるいは洗脳魔術……。確かにいくらでも手段はある。

　だが本気でそんなことを考えているのだろうか。

「エーテルメギアが……なくなる……？」

　アルの隣で、アリアが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　ようやく普ふ通つうの暮らしを手に入れた彼女は、学院生活を楽しみにしていたに違いない。

　……実に困ったことだな。

　アリアを悲しませたくないし……アルにとってもギフトの持ち主が一カ所に集まるあの学院が失われるのは大いに不都合なことだ。

「親父おやじ殿どの！　……我もそれには反対だ。すでに勇魔大戦で勝てるつもりで皮算用をするなど、全人類への裏切り行こう為いに等しいぞ！　勇者学院は人類が住まう国家のすべてが一丸となった象しよう徴ちようだ！　それを騙だまし討うちのような形で潰つぶすとは……！」

　エメラルダが横から口を挟んだ。

「黙だまれ、エメラルダ。貴様……盟約武ぶ闘とう大会で優勝してもいないのに、すでに女王気取りか？　むろん貴様が優勝したら王位を譲ゆずる。だが今のアメリア国王は──余だ」

「くっ……」

　悔くやしげにエメラルダが引き下がる。

　しかし父の暴走を止めようとしたこのエメラルダが、実は魔王なのだから、まったくよくわからん構図である。

「信用できる後継者がいるのであればまだしもな……」

　ふむ、俺が本物の賢者アルベルトだと証明できればいいのか？

　──盟約武闘大会、か。

「この話はこれで終わりだ」

　エゼキエルはそう言い放って、話を打ち切ろうとする。

「……あともう一点、親父殿に見てもらいたいものがある」

　遮さえぎるようにエメラルダが言った。

　エメラルダはミーアの傍そばに歩み寄り、その手を取って彼女を立たせた。

「親父殿、彼女の首くび飾かざりを見て欲しい」

　エゼキエルの冷れい酷こくな表情に、初めて人間らしい温かみが差し込んだ。

「その首飾りは…………おまえは、ミーティアか！」




　　　　†




　エゼキエルはミーアを見つめ、ミーアはネックレスを隠かくすように手で押さえた。

　──そのまま時間が止まったように場が凍こおり付いた。

「ミーティア、というのは……？　どうやら彼女自身もよくわかっていないことのように思われますが」

　アルが口を開いて、問いかけた。事実、ミーアも戸と惑まどっているはずなのだ。

　エゼキエルは重々しく答えた。




「ミーティア・レルム・アメリア……我が国の第五王女。それが、その娘むすめの名だ」




　世界の理ことわりを知り尽つくした大賢者が、驚おどろきに息を吞のんだ。

　そんなことがあり得うるのか……。

　……あり得ないわけではない。

　そうだ、自分は彼女のすべてを知っているわけではない。三歳年上の彼女について、自分が生まれる以前のことを自分は知らない……！

「その首飾りが証しよう拠こだ……私が六番目の妃きさきに贈おくったもの。見み間ま違ちがえようはずもない。石の形、結び目の形、すべてに意味がある……」

　エゼキエルが呻うめくような声で言う。

「平原部族サルラクシス族の古くからの風習だ」

　エメラルダが付け加えるように説明した。

「革かわ紐ひもと宝石を結びつけた首飾りを贈り、石の種類と結び目の組み合わせによってメッセージを伝え合う……。我も親父殿からその話を聞いていたから、ハッとした」

　ミーアは聞きたくないというふうに、顔を背そむけた。

「六番目の妃は余が政治的な理由抜ぬきに選んだ唯ゆい一いつの妃だった。余が愛した唯一の女だった」

　エゼキエルは悔かい恨こんの情を滲にじませて、語り始めた。

「アメリア魔術王国がサルラクシス地方を併へい吞どんするときに出会い、妃としたのだ。だが一部のサルラクシス族は反乱を起こし、彼女の宮廷での立場も危あやういものとなった」

　エゼキエルは言葉に怒いかりを滲ませた。

「汚よごれた血として命さえ狙ねらわれた！　サルラクシス地方の統治を失敗した余は発言力を失っていた。当時、お飾りの王と化していた余に彼女を守る力はなく……彼女は当時三歳だった娘を連れて出しゆつ奔ぽん……行方ゆくえをくらましてしまった」

　エゼキエルは魂たましいが抜け落ちるようなため息を吐はき出した。

「──ロヴィーサ。余が愛した妃の名だ。覚えがないか？」

　ミーアは電でん撃げきに打たれたようにハッと顔を上げた。

　その反応に、エゼキエルは父親らしい穏おだやかな笑えみを浮うかべた。

　エメラルダもミーアの手を握にぎり締しめて言った。

「やはりおまえは……我の異母妹いもうとだ！」

「余は王としての力を取り戻もどした。今の余なら、おまえを守ってやれる！　愛するロヴィーサの面おも影かげを宿す娘、ミーティアよ！　王宮に戻ってくるがいい！　家族としてやり直そうぞ、ミーティア！」




「勝手なこと言わないでよ!!」




　ミーアはエメラルダの手を振ふり払はらって怒ど鳴なった。

　その瞳ひとみに涙なみだが浮かんでいた。

「私のパパとママはシャングリ・ラにいる！　私はミーア・グリンウッド!!　あなたたちなんて知らない！」

「無礼な!!」

　周囲の近この衛え騎き士したちが色めきたつ。

　ミーアは近衛騎士たちに対して、燃えるような憎しみの目を向けた。

　エメラルダが「よい」と騎士たちを押し留とどめた。

「やり直そうぞ、ミーティア。家族として……」

「今さら好き勝手なこと言わないで!!」

　ミーアは背中を向けて、その場から駆かけ去った。

「ミーアさん！　……私、追いかけます！」

　カティが立ち上がり、ミーアの後を追う。

　エステラもそれに続いていった。

　アルも追いかけようとして──一つの考えが電撃的に去きよ来らいし、踏ふみとどまった。

「エゼキエル王、お願いがあります」

　アルは立ち上がって、言った。

「……何？」

「俺の盟約武闘大会への参加をお許しください」

「……こんなときに、何を言っている。今はそれどころではない……」

　エゼキエルの言葉を無視して、アルはさらに続けた。

「世界中の強つわ者ものが集まるその大会で、俺は本物の大だい賢けん者じやアルベルトであることを示しましょう」

「貴様の正体など、今は……」




「そして優勝の暁あかつきには……ミーティア姫ひめを俺の嫁よめにいただきたい」




「なっ!?」

　エゼキエルは顔色を変えてアルに向き直った。

「ついでに後こう継けい者を失った勇者学院は、本物の賢者アルベルトとして俺が受け継つぐこととしよう。後継者がいれば問題ないようだしな」

「貴様！　家族と再会したばかりの娘を奪うばおうというのか!!」

「奪おうとしているのはおまえらだ!!」

　アルは真っ向から怒鳴り返した。

「ミア姉は俺のものだ。誰だれにも渡わたさない。だが……あんたらにも納なつ得とくできる形に合わせてやろうと言っているんだ！　大会の優勝者には与あたえられる限りの望みを叶かなえてやるのだろう!?　もしそのルールをあんたが反ほ故ごにするなら、それはそれで構わない」

　アルは言こと霊だまに魔ま力りよくをこめた。

「──そうしたらもう勇者学院も自分の正体を証明することもどうでもいい。アメリア魔術王国すべてを敵にまわし、力ちから尽ずくで彼女を手に入れてやろう」

　エゼキエルが、エメラルダが、その場にいるすべての騎士たちが、悪お寒かんに身み震ぶるいした。

　──アルが言葉に込こめたおぞましい魔術的なイメージを感じ取って。

　たった一人で王国を敵にまわす──それをやりかねない予感が湧わき上がったのだ。

　エゼキエルは玉座から立ち上がった。

「小こ僧ぞうが……」

　呻くように言った後──エゼキエルはにたりと笑った。

　笑った、だと……？

「良いだろう、好きにするがいい。だが余は家族の絆きずなを取り戻すために、世界中から真の強者を集めるであろう。やれるものならやってみせよ……大賢者アルベルトを名乗る少年よ」

　アルはエゼキエルの魂を鑑かん定ていしようとして──できなかった。

　そうだろうと思った……。

　国王エゼキエルは、世界の理の外側の存在ということだ。普通の人間ではない。

「面おも白しろい!!」

　続いてエメラルダがアルに宣言した。

「手加減はせんぞ、少年！　いいだろう……勇者でも魔王でもない賢者を相手に本気を出すなど王女の沽こ券けんにかかわるが……貴様を倒たおし、我は妹との絆を取り戻してみせる！」

　エゼキエルと比べると、竹を割ったように真っ直すぐな宣戦布告。

　アルは彼女に笑みを返してから、背中を向けた。

「行こう、アリア、レストンさん。ミア姉たちと合流して、勇者学院に帰ろう」

　アリアは事態についてこれず目を白黒させていたが、アルが手を差し出すと、

「は、はい……」と、その手を握り返した。








三章　タッグ・パートナー






　帰り道はアルの【転移ワープ】によって一いつ瞬しゆんで勇者学院へと帰ってきた。

　そしてアルにはミーアと二人きりの時間が必要だった。

　まだレンタル期間は続いている。




　ミーアの部屋に帰ってくると、アルとミーアはソファに肩かたを並べて座った。

「うっすら覚えてたんだ……」

　首くび飾かざりを手でもてあそびながら、弱々しい声でミーアは呟つぶやいた。

「この首飾りは本当のお母さんの形見の品。シャングリ・ラのお父さんとお母さんは、本当の両親じゃない。村のみんなも、どこかよそよそしかった……」

　……そういう人間関係の機き微びには鈍にぶいアルである。

　もともと余よ所そ者を過か剰じように警けい戒かいする村だからな。

「だから俺にべったりだったんだね」

　生まれたばかりの年下の子供なら、出自など関係ない。

　何の引け目もなく接することができる一番の相手だったのだろう。

「それだけじゃないよ。アルくんはどれだけ甘えても受け入れてくれるし、教えて欲しいことはいくらでも教えてくれたから……私の方がお姉さんなのにね」

　えへへ、とミーアは表情を綻ほころばせた。

「他の大人たちからよそよそしさを感じても、アルくんのそばにいれば安心できた。アルくんから弓矢を教わったら、見張りとして村に居場所を作ることもできた……」

　今のシャングリ・ラにミーアを余所者あつかいする者などいないだろう。

　だが幼少の頃ころは、周囲のちょっとしたよそよそしさにも敏びん感かんに傷つくものだ。

「うっすら覚えてるんだ……。私が【千せん里り眼がん】に目覚めて最初に見たのは……本当のお母さんが殺される瞬間だった」

　そうか……。千里眼は、それが視みえてしまう能力だ。

「誰だれの迷めい惑わくにもならないようにわざわざ逃にげてきたのに、それでも追手が来た。お母さんはこの首飾りを私の手に握にぎらせて、あなただけ逃げなさいって言ったの。私はお母さんと離はなれ離れになるのに何な故ぜか安心しちゃって、一人で森の中に逃げて行った……一いつ緒しよにいたかったはずなのに！」

　何かしらの魔術を使ったのだろう。

　そうでなければ三歳の子供が母親から離れて逃げるなどできはしない。

「それでも時間が経たつにつれて、私はどんどん怖こわくなっていって……そうしたら急に……違う場所の風景が、頭の中のもう一つの視界に広がった」

　それがミーアがギフトを発現させた瞬間……。

　追手への恐きよう怖ふ心と母親への思し慕ぼが、それを覚かく醒せいさせたのだ。

　なんて残ざん酷こくな目覚め方なのだろう……ミーアは振り絞しぼるような声で叫さけんだ。




「お母さんが殺されたあのときのこと……覚えてるんだ!!　私は全部視ていた!!

　あの王宮の近この衛え騎き士したちのあの鎧よろい！　あの鎧のやつらが、お母さんを嬲なぶり殺してた!!

　野うさぎでも追いかけ回すように、下げ卑びた笑えみを浮うかべながら……!!

　そんなやつらが恥はずかしげもなく家族になれだなんて言っているんだ!!」




　──それがあの王宮で見せたミーアの怒いかりと憎にくしみの内訳。




「その後、千里眼で逃げながら彷徨さまよって、シャングリ・ラにたどり着いた。シャングリ・ラの人たちに助けてもらって、温かいものを食べさせてもらって……そうしたら森の中の出来事は全部夢だったんじゃないかと思えて……。でも、本当のことだった。王宮に行ってあの鎧のやつらを見て、やっぱり現実のことだったって改めて確信したんだ……」

　言葉を吐き尽つくすと、ミーアは萎しおれたように項うな垂だれてしまった。

　彼女のこんな姿を見ているのは、アルにとっても辛つらいことだった。

　ミア姉はいつでも笑っていてくれないと困る。

　アルはミーアを抱だき締しめた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ミア姉は独りじゃない。俺がずっと傍そばにいるから何も怖がる必要はない」

「アルくん……」

　慣れた匂においに安心する動物のように、ミーアはアルの頭に鼻先をぐりぐりと擦こすりつけた。




「私の家族はアルくんだけだよ……。たとえ血なんて繋つながってなくても……」




　──これまでどうしてミア姉と関係が深まることがなかったのか、アルは理解した。

　彼女は『永久不変の家族』を求めていたのだ。

　いかなるときでも無条件に自分の味方となってくれる、家族という安息地。

　それを確保できていない人間は、他人の心に踏ふみ込む勇気を持てない。

　だからミーアはアルを弟にした。家族の代だい替たい品にした。

　それを恋こい人びとという別の形に変える勇気など、彼女にはなかった。

　親の愛情に満たされなかった子供は、他人を愛する勇気を持てないのだ。

　ならばこちらから踏み込まねばならない。

　──アルにとってもミア姉は安息の場所だ。

　万が一、世界中のすべての人に嫌きらわれたとしても、彼女だけは隣となりでいつも変わらぬ笑顔を浮かべてくれていると信じられる、心の安全地帯……。

　だから、それを侵おかそうとしてくる相手を認めるわけにはいかない。

　たとえエゼキエルがミーアの実の父親だったとしても。

「ミア姉は誰にも渡さないから大丈夫だよ。ミア姉はミア姉が望む限り、シャングリ・ラのミーア・グリンウッドのままだ。俺がそれを保証する」

　アルは彼女を強く抱き締め、ミーアも強く抱き返してくる。

　二人で一つの存在になろうというように。

「アルくん……。でも、アメリアの王様を敵にまわすなんて……」

　ミーアの声が微かすかに震ふるえた。現実的に考えれば、アメリア魔ま術じゆつ王国は逆らいがたい強大な相手だろう。ミーアにとってはそうだ。

　だがアルにとっては、取るに足らない相手だ。

「何も問題ない。アメリア国王にはミア姉は俺が嫁よめにもらうって言っておいた」

　アルはさらりと言った。こちらから踏み込まねばならない。

「え……？」

　ミーアはぴしりと強こわ張ばった声をだした。




「ええええええええええええええええっ!?　嫁ぇ!?　嫁、なんで!?」




「家族にだっていろんな形があるからさ。お姉さんだけが家族じゃない」

　家族を失うのが怖くて恋人という関係に踏み出せないなら、それを一足飛びにしてより深い家族になればいいということだ。

　それがアルの頭に電でん撃げき的に閃ひらめいたアイデアであった。まさしく賢けん者じやの知ち恵えである。

「嫌いや？」

　アルは問いかける。

　ミーアの顔は真っ赤に沸ふつ騰とうしている……。

　流石さすがに嫌がられたらショックである。

「い、嫌ってわけじゃないけど！　で、でもそんなの心の準備が!?」

「ミア姉の心の準備を待ってたら永遠に何も変わらないよ。自分から『踏み込んできて』って言ってきたんじゃないか」

　そう言ったのは、少し前のことだ。

　ミーアも自分から関係を踏み出せないことを自覚していたのだ。

　嫌であろうはずがない……たぶん。

　日頃の過剰なスキンシップだって、照れてるこちらの反応を楽しみつつ、異性として意識させようという考えがなかったとはやはり思えない。

　両想おもいであることなどわかりきっていたのだ。

「ううう、こんなにぐいぐいくるのアルくんじゃない……」

　真っ直すぐな視線に耐たえかねたかのように、ミーアは俯うつむいてしまう。

「フッ……男として一皮剥むけたのさ」

「ううう、自信満々に格好つけるアルくんもかわいい……！」

　この期ごに及およんでまだかわいがられてしまった。

　よし、ならばここでとっておきの誘さそい文句を決めてやろう。

　アルは顔を間近に寄せて迫せまった。

「それじゃあミア姉さっそく一緒に……」

「こ、こんな夜中に一緒に……!?」

　ミーアはゴクリと息を吞のんだ。




「さっそく一緒に特訓しよう!!」




「……わ、わわ私アルくんが望むなら……え？　特訓……？」

　ミーアはぽかーんとしてから、馬ば鹿かでかいため息をついた。

「な、なんだ～、特訓か～。でもどうして急に特訓……？」

「ミア姉をあの王様から奪うばうための条件が『盟約武ぶ闘とう大会』で優勝することだからだよ。あれの優勝者は、王様から何でも望みを叶かなえてもらえるからね」

「あ、なるほど……」

　ようやくミーアは、アルが現実的な手順を踏んで自分を助けようとしていることを理解した。気休めではないし、理想論を語っていたわけでもないのだ。

「確かにアルくんなら優勝できるかもしれないけど、特訓ってことは……」

「もちろんタッグ・パートナーはミア姉だ」

「そ、そんなの無理だよ！　世界中の強つわ者ものが集まるような大会らしいのに！」

「そんなことはない。ミア姉は俺の一番弟で子しなんだから」

　基き礎そ的なレベル上げは肉体の成長に合わせるために後回しにしていたが、アルが教え込んだ弓きゆう術や剣けん術といったスキル面ではこの時代の全人類を凌りよう駕がしている。

　そろそろ体もできてきたと思っていたところだ。思う存分に鍛きたえてやる。

「……私がアルくんのパートナーでいいの？」

「十年来の仲で今いま更さらそれを疑問に思う理由がわからないんだけど」

「アリ……」

　ミーアが何かを言いかけて、口をつぐんだ。

「そ、そうだよね！　アルくんの相方っていったらまず私だよね！」

　……今、『アリアさんじゃなくていいの？』って言いかけたのだろうか。

　アルはミーアのほっぺたを両手で引っ張った。

「ミア姉以外の相手だと、遠えん慮りよしちゃって思いっきりしごけないからな」

「うにゃ～」

「よし、目指すは盟約武闘大会だ！」

　アルはソファから立ち上がり、ミーアに手を差し出す。

「……アルくんはずっと私の傍にいてくれるんだね」

「ミア姉が嫌がらない限りね」

「……嫌じゃないよ！　アルくん、大好き！」

　ミーアは「えへへ」と笑ってアルの手を取り、立ち上がった。

「でもどういう特訓をするの？　もう消灯まであまり時間ないと思うけど」

　ミーアの問いかけに、アルは「ふふふ」と不気味に笑ってみせる。

「試ためしてみたいと思っていたことがあるんだ」




　そして。

「死～～～ん～～～だ～～～っ!!」

　アルの特別な訓練を終えて部屋に戻もどると、ミーアは飛び込むようにソファに寝ね転ころがった。

　そのままぐっすりしかねない。

「ほら、ミア姉。寝るならお風ふ呂ろ入って着き替がえてからベッドじゃないとダメだよ」

「うにゃ～～、全部アルくんやって。脱ぬがせて、体洗って、ベッドに運んで……」

　疲ひ労ろうが恥じらいを上回ったか……。

「そういうわけにはいかないでしょ。ほら、起きて」

　ミーアのほっぺたをぐにょぐにょとこねくり回す。

　ミーアは「うにょわ～～～～～っ！」と悲鳴をあげた。

「地じ獄ごくだよ……、アルくん、あの特訓はあまりにも地獄だったよ……」

「地獄なんかじゃないさ、もっと別のアレだよ」

　回復魔ま術じゆつならいくらでもかけてやれるんだけどな。

　アルはちらりと時計に目を向ける。時間はほとんど経過していない。

　我ながら素す晴ばらしく効率的な特訓じゃないか。

「今夜はお風呂もご飯もいらないから……アルくんをぎゅーってしながら寝ゆ……」

　魂たましいが削けずられすぎて、人としてダメになってしまっているな。

　しかし余計な頭のもやもやも少しは晴れたに違ちがいない。




　　　　†




　翌日になっても回復しきれず、ミーアは教室の自分の席でぐったりと突つっ伏ぷしていた。

「ミーア、ずいぶんとぐったりしているな。どうしたのだ？」

　エステラがミーアをつっつきながらアルにたずねる。

「疲つかれ切ってるんだ。今のミーアなら好き放題に弄いじって遊んでも何も反応しないぞ」

「アルくん、馬鹿にしないでもらおう！　私は一いち途ずな聖騎き士しだ！　年下の男の子以外に手出しなどしない!!」

「性犯罪に一途な性騎士……」

　会話を聞いていたアリアがのそのそとミーアに歩み寄った。

　そして両手で思いっきりおっぱいを揉もみしだく。

「ん、んにゃ～～～ん♡」とミーアが妙みような声をあげた。

「……何してるの、アリア」

「ミーアのおっぱい……大きくって好きです……」

　瞳ひとみを輝かがやかせ、むふーっと鼻を鳴らしながら答える。

　そ、そうか……。別にアリアの胸が小さいというわけではないのだが。

「アルくん……おっぱいを触さわらせてくれないか？」

　エステラがキリッとした顔で言う。

「無む駄だにイケメン顔で言われても嫌だよ……」

「毎朝きみのためにミソスープを作るから、おっぱいを触らせて欲しい……！」

「無駄にプロポーズみたいな重みを込めてくだらないことを迫らないでよ！」

「そうですよ！」

　状じよう況きようを傍ぼう観かんしていたカティが割って入ってきた。

「エステラ、あまりアルくんさんに甘えてはいけません。アルくんさんは……まだまだ甘えさせてあげないといけない年とし頃ごろなんですから」

　カティがふんわりとアルを胸に抱だき留める。

　くっ……！　子供あつかいされたくないのだが……この包容力を前にすると……十二歳の心がぴょんぴょんしてしまう！

　アルはカティの胸にすりすりと甘えてしまった。

　一方でミーアは胸を揉まれ続けて「んにゃ～～～ん♡」と声をあげている。

「…………何なのだ、この状況は」

　一人ぽつんと、エステラが急に他人ひと事ごとのように言った。

「おまえが言うな！」

　アルは冷静さを取り戻してカティの胸から跳はね起きた。

　まったく教室のど真ん中で何をやっているというのだ、恥はずかしい。

「アルくんさん、ミーアさんはどうしてこんなに疲れているのですか？」

　カティがすんなりと話題を戻した。

「これほど疲労が溜たまるほどエキサイティングな夜を、アルくんと過ごしたというのか!?　しかもアルくんの方はピンピンしているとは……絶ぜつ倫りんショタ責め!?」

　エステラは果てなき欲望に想像を巡めぐらせていた。

「違うよ。ちょっと特別な訓練をしたんだ」

「特別な訓練ですかっ!?　私もしたいです!!」

　カティが目を輝かせて身を乗り出す。

　まあこのド根こん性じようお姫ひめさまなら食いつくだろうと思っていた。

「じゃあまだ朝礼まで時間があるし、みんなも体験してみる？」

「はいぜひっ！」

「いや、アルくん。言うほど時間はないと思うぞ。もう数分でウィルグレム先生がくると思うが……」

「数分で十分なのさ。みんな俺の手を取って……転移ワープ」

　エステラたちがアルの手を握にぎり、アルがぐったりしているミーアの手を取って転移の術式を発動させた。

　行き先は──時間が凍こおり付いて流れない場所だ。




「こ、ここは……？」

　一同が戸と惑まどいの表情で周囲を見回す。

　辺り一面、真っ白な空間……。

「時の牢ろう獄ごくという場所さ。俺はかつてここに閉じ込められ、四十六億年ほど修しゆ行ぎようを続けてようやく転生に成功し、脱だつ出しゆつした」

「ここで四十六億年……四十六億年!?」

　エステラがひっくり返ったような声をあげて、

「よ、よく頭がおかしくならなかったな……」

　そんな率そつ直ちよくな感想を口にした。

「ついこの前、アリアを助けるためにこの空間を支配していた時の神を倒たおした。それでこの空間は持ち主不在の空き地になったから、俺が有効活用させてもらうことにしたんだ」

「ちょっと全体的に話についていけないのだが……え？　神様を倒したのか？　倒しちゃっていいのか、それ？」

「あの、それじゃあやっぱり、アルくんさんが賢けん者じやアルベルトというのは……」

「何度も言うようだけど、本当だよ」

「……本当ですよ」

　証人であるアリアがこくこくと頷うなずく。

「…………この空間を見せられちゃうと信じるしかなくなっちゃうよねえ」

　すでに昨晩ここにやってきたミーアが呟つぶやく。

　その呟きには不思議な感かん慨がいがこもっていた。認めたくなかったというような。




「するとアルくんは……四十六億歳のショタジジイなのか!?」




　エステラがくわっと目を見開いて叫さけんだ。

「いや、ジジイってほど老成しているつもりはないが……。脳みそは十二歳だから。赤ちゃんの頃はやっぱり赤ちゃんだったし……肉体に引きずられる感じがすごくある」

「すると感覚的には『やたらと強くて物知りな少年』という感じなのか」

「まあ、あっさり言えば、そうだね」

「なんだ、今までと大して変わらんではないか。強くて賢かしこくてかわいいなんてお得だな。ミソスープを作るからおっぱい触らせてくれ」

「相手が賢者だと知っても何もブレないのはすごいな……」

「アルくんさんっ！」

「うわっ!?」

　カティがアルを抱き締しめた。

「苦労なさってきたんですね……。大好きなお姉さんを失って四十六億年……そして十二歳になってからお父さんお母さんと離はなれ離れに……可哀かわい想そうです！」

「カ、カティもブレないね……」

　まあ、今さら恭うやうやしくあつかわれても困るが。

「……それで昨晩はミーアをここに連れてきて、ひたすら特訓を積ませたってわけ」

　ミーアは地獄と言ったが、正しくは『牢獄』だ。

「ここにいれば無限に修行が出来るんですか!?」

「そんなこと出来るのか？　……何だかここにいるだけで、妙にげっそりするのだが」

　カティが瞳を輝かせ、エステラが疑い深げな顔をする。

　その感覚は正解だ。

「どうも本来の主あるじである時の神が死んだせいで、この空間は歪ゆがんでしまったみたいだ。あまりここに長くいると、それだけで魂が消しよう耗もうする」

　──真っ白い空間は、荒こう廃はいしてしまった。

　真っ白い地平の遥はるか向こうに、巨きよ大だいな裂さけ目が見える。アルが時の神を両断したとき、一いつ緒しよにぶった切られた裂け目である。

　空間が維い持じされているのが奇き跡せきのようなものだ。

　それ以外は見た目に何も変わらないように見えるが……次元が常にグニャグニャと不気味に歪んでいる。

　それは目や耳といった感覚器官では感じ取れないが、魂は常に感じ取って負担を強しいられてしまうのである。

　無意識に心を削り取るノイズが充じゆう満まんしている……といったところか。

　ゆえに定期的に本来の時の流れに身を戻もどし、回復期間をおく必要が出てくる。

　つまり残念ながら、無限の修行場は失われたということだ。

　時の牢獄を利用しても、アルと同じ力を手に入れることはもうできない。

　だが利用価値がないというわけではない。

「ミア姉は昨晩３００時間ほどここで修行してレベルが90から１５０になった」

「「３００時間!?」」

　カティとエステラが声を合わせて驚おどろく。

「だ、大賢者と３００時間の修行……羨うらやましすぎですっ!!」

「カティとは約束したからな。いつかパーティーとして一緒に戦えるようにするって」

　この空間を活用できれば……それはあり得ない未来ではないかもしれない。

「はいっ！　私をアルくんさんの二番弟で子しにしてください！」

「うむ、もちろん私もだっ!!」

　無限に修行できなくなったとはいえ、アルのようにゼロから研究するわけではない。

　彼女たちをどれぐらいのレベルに引き上げることができるか……賢者の教育力が問われるところだ。

「ミア姉は今日はいったん戻る？」

　みんなと一緒に連れてきてしまったミーアに問いかける。

「……私もまだやるっ！　アルくんのパートナーは私なんだからっ!!」

　無理はさせないようにしないといけないな。




　──１００時間後。

「アルくんさん！　まだまだやれます!!　ぜえ、ぜえ……」

「無理しすぎだよ、カティ。休んだ方がいい。もう全身が筋肉痛でしょ？」

　肉体というものは疲ひ労ろうし消耗することで、成長が促うながされる。

　それゆえ筋肉痛を回復魔ま術じゆつで癒いやしてしまったら、意味がないのだ。

「それなら魔術の鍛たん錬れんに切り替かえますっ！」

　カティは瞳をめらめらと燃やして言う。

　……無理させないようにしないといけないな。

「霊体付与・アストラル・リ亡魂操奏・アニメイト」

　アルは紫むらさき色いろの術式を浮うかび上がらせ、自らの眷けん属ぞくとなっている魂たましいに肉体を与あたえる大魔術を発動させた。紫色の光と共に、一人の死者が実体化する。

「ジャジャジャジャーン！　輝かがやきの魔女ミオ、ベリキューッに参っ上!!」

　現れたのは……死者とは思えぬ明るい声をあげる金きん髪ぱつツインテールである。

「え、あの、アルくんさん、この方は……？」

「カティ、こいつは見た目はアホだが実戦経験豊富な世界最高クラスの魔術師だ。ありがたい話を一いつ杯ぱいしてくれるから、しっかり耳を傾かたむけてみてくれ」

「はいっ！　この長い耳を傾けてしかと聞きます!!」

　カティは耳に手を当てて真しん剣けんな顔で身構えた。

「ミオ、この子はカティ。好きなように喋しやべっていいぞ」

「えっ、女の子じゃんやったーっ!!　若い女の子と話すの超ちようひさしぶり！　ねね、カティちゃん現代の話してっ！　今ってどんなファッションが流行はやってるの!?」

「え、ファッション？　あの、魔術の話は……？」

「いいから座って座って！　あのねー、千二百年前はねー、ヤマンバギャルってのが流行っててねー、みんな顔を真っ黒に染めてウホウホ言いながら腰こしミノつけて儀式デイスコ台の上でゴーゴーダンスしながら原始的アニミズムな儀ぎ式しき魔術を使ってたの！　でも私それがクッソダサいと思ったから～、逆にキラキラの金髪で顔を美白メイクして可愛かわいい杖つえもって魔術を使う白ギャルスタイルを編み出したんだーっ！」

「魔ま杖じようを補助具にして戦うスタイルはあなたが編み出したのですか!?」

「そうそう～、だからカティちゃんもアルも立派な白ギャルなんだよ!!」

「わ、私も白ギャル!!　アルくんさんも!?」

　わけのわからない話をしているが、カティも話に引き込まれて休めているから良いとしよう。




「アルくん！　もっと激しくシゴいてくれ！　はぁはぁ……」

「あまり無理しちゃダメだよ、エステラ。呼吸がかなり荒あらいじゃないか」

「これは疲労ではなく年下の男の子にメチャシゴされている興奮のせいだ！」

　……ドＭだからといってオーバーワークさせて大だい丈じよう夫ぶという理り屈くつにはならないな。

「霊体付与・アストラル・リ亡魂操奏・アニメイト」

　アルは紫色の術式を浮かび上がらせ、自らの眷属となっている魂に肉体を与える大魔術を発動させた。紫色の光と共に、一人の死者が実体化する。

「フフフ、竜りゆう殺ごろしのレーゼドラマ、闘とう争そうの誘さそいに応じてきたぞ！」

　そんな誘いをしたつもりはないが……。

　現れたのは巨きよ槍そうを携たずさえて獰どう猛もうな笑えみを浮かべる女戦士である。

「レーゼドラマ、このドＭをメチャシゴしてやってくれ」

「メチャシゴ……よくわからんが闘やればいいのだな？」

　レーゼドラマが戦せん闘とう狂きようの目を向ける。

　エステラはしょぼーんと萎しおれた。

「…………アルくんがシゴいてくれないなら、大人しく休む……」

「そうしてくれ」




「アル……新しい魔術、上手うまくできました……」

「よし、それじゃあしばらく休きゆう憩けいにしよう」

　嬉うれしそうに寄ってくるアリアの頭をなでなでする。

　アリアは身を休めながらうっとりと目を細めた。

「永遠に撫なで続けてください……」

「時の牢ろう獄ごくがまともな状態ならそれもできたんだけどね」




　そのままアルたちは３００時間ほどを不安定な時の牢獄で修しゆ行ぎように費ついやした。




　　　　†




　教室に戻るが、時間は少しも流れていない。

　他の生徒たちは転移ワープする前と何も変わった様子はない。

　ミーアとエステラはそれぞれ自分の席でぐったりと突つっ伏ぷした。

　カティはそれでも行儀の悪い姿を見せまいと背筋を伸のばしているが……正面から見ると、白目を剥むいていた。

　みんなまともに授業が頭に入る状態とは思えない。

　まあ、学院の授業なんて大した内容ではないから問題ないだろう。

「…………アル、廊ろう下かに来てください……」

　アリアがアルの袖そでをちょいちょいと引っ張った。

「アリア？　アリアはあまり疲つかれてないね」

「魂がげっそりした状態に……慣れてますから……」

　漆しつ黒こくのアルベルトに無茶な融ゆう合ごうや時間跳ちよう躍やくを繰くり返させられた賜たま物ものか。

　それはそれでどうかと思わなくもないが……。

　アリアはアルを廊下へと連れ出した。

　生徒たちはみな教室で朝礼を待っており、廊下はしーんとひと気がない。

「……アル……、んっ……」

　アリアは覆おおい被かぶさるようにアルを抱だき締しめ、キスをした。

「ん…………ちゅっ…………」

　今までにないぐらい自分から激しく舌を絡からめようとしてくる。

　アルは彼女の気持ちを察して、それに応じた。

「……ここのところ一人だったから、寂さびしかったの？」

　きっと二人きりになれそうなタイミングを見計らっていたのだろう。

　アリアはこくこくと頷うなずいてから、すぐまた唇くちびるを寄せてくる。

「アル……大好きです……」

　もどかしそうに身をよじり、キスを繰り返す。

　すぐにキスの隙すき間まの吐と息いきがふーっふーっと荒くなってくる。

　愛の言葉とキスを繰り返すだけでは発散しきれない熱に、彼女は浮かされている。

　……少しずつというつもりだったけれど。

　ちょっとだけ踏ふみ込んでみるか……。

　アルはキスを続けながら、アリアの胸に手を這はわせた。

「んんっ……!?」

　制服越ごしに手を這わせただけなのに、熱を帯びた体が敏びん感かんに震ふるえた。

　ミーアと比べると十五歳らしい発展途と上じようの膨ふくらみを、優やさしく揉もんでいく……。

　慌あわてたようにちゅぱっと唾だ液えきの糸を引かせて、アリアは唇を離はなした。

「嫌いやだった？」

　アリアはふるふると首を振ふった。

「アルに体を触さわってもらえるの……嬉しいです……」

　あまり恥はじらうということがないアリアが、顔を真っ赤に紅潮させている。

　アルも余よ裕ゆうというわけではない。十二歳の心臓は激しく高鳴っていた。

「私の体……もっと触ってください……」

　キスとは異なるコミュニケーション。

　アリアはそれをもっとして欲しいと、ブレザーの前ボタンを外して胸を差し出した。

　ブラウスと簡素な下着越しに、アリアの胸の先端が膨らんでいくのが手の平で感じ取れる。胸でもっとも敏感な部位だ。アルは指先でそこを擦こすった。

「んんっ!?」

　アリアは驚いたように背筋をびくりとさせる。

　興奮して膨らんだ女の子のそれを、すりすり、すりすりと刺し激げきし続ける……。

　直接触っているわけでもないのに、アリアは敏感に震えてしまう。

「……アル、それ……気持ちいい……、気持ちいい……」

　身をよじり、息を荒げて、甘え声でアリアが囁ささやく。

「…………直接、触って欲しいです……」

「ダメだよ。そろそろ先生が来るからね」

　パッとアルは身を離した。アリアは「あう……っ」と悲しげな声を漏もらす。

　──朝礼前の廊下なのを忘れてはいけない。

「……おい、アルとアリア。何をやっている。教室に入れ」

　廊下の向こうからウィルグレムがやってくる。むろんアルはその気配を感じ取っていたから身を離したのだ。そして驚おどろくことに、一人ではない。

「……ククク、一日ぶりだな。少年」

　ウィルグレムの傍かたわらには、つい昨日別れたばかりのエメラルダの姿があった。




「転校生を紹しよう介かいする。……第一王女エメラルダ・エムプレア・アメリア殿でん下かだ」

　緊きん張ちようと困こん惑わくの沈ちん黙もくで、教室は凍こおり付いていた。

　アルも驚いた。彼女はルーグよりも年上のはずなのに、まさか同級生になろうとは。

　ウィルグレムもどことなく釈しやく然ぜんとしないような顔つきで続けた。

「といっても期間限定で……盟約武ぶ闘とう大会に向けた特訓や調整をこの学院でしたいとの仰おおせだ。トラブル続きのこの学院の視察もかねてらっしゃる」

　なるほど、理屈は通っているが……、いかにも表向きという感じで釈然としない話だ。

「それでは殿下、あちらの席に……」

「敬語など使わなくてよい。いち生徒として平等にあつかってくれ」

　ウィルグレムは眉み間けんに手をあててため息をついた。

「…………だったら教師である私に敬語を使ってもらおうか」

「む、それもそうだな。しかし……我は他人を敬うのは苦手だ。許せ」

　魔ま王おうだから、それも当然なのだろう。

「制服は着ないつもりか？」

「うむ、短期間であるし、我は我の好きな格好をする」

　エメラルダはドレスをひらひらとひらめかせて教室を横切り、空いている席に腰を下ろした。




　──放課後。

「話がある。少年、ちょっと来い」

　エメラルダは放課後になると、アルをカフェに連れ込んだ。

「いったいどういうつもりなんだ？」

　アルの方から問いを投げかけた。

「あなたがここで授業を受けても、得るものなんてなにもないだろう」

「うむ。『魔術王の術式』など、我はとっくに使っていないからな」

「この前の街かい道どうではオリジナルの術式を使っていたね」

「当然だ。此こ度たびの武闘大会に集まるような強つわ者ものたちはみなそうであろう。魔術王が死んだからようやく大っぴらに使えると、みんなウズウズしているだろうな」

　勝手に研究しているやつは研究していた、ということか。

　いかに魔術王でも、世界の歩みを完全に止めることなど不可能だったということだ。

「それじゃああなたがこの学院にやってきた目的は……？」

　あのエゼキエルという男の差し金だとしたら、その狙ねらいは……。




「──仲良くなりたいやつがいる」




「……へ？」

　アルは思わず問い返してしまったが、エメラルダはふいと目を逸そらした。

「……しかしだな、こういうのは不慣れだからどうすればいいのかわからんのだ」

「仲良くなりたいって、誰だれと？」

「そんなもの、その、き、貴様と妹とに決まっているだろう！」

　エメラルダは目を逸らしたまま、顔をカーッと赤くした。

　そうか、そういう考え方もあるか。

　いやむしろ普ふ通つうに考えたらそうか。つい妙みような企たくらみを邪じや推すいしそうになるが……。

　……しかし魔王が面と向かって顔を赤くしながら仲良くなりたい、とは。

「何を笑っている、貴様っ！」

　思わず笑えみをこぼしたアルに、エメラルダは子供のように声を荒あらげる。

「俺は大だい歓かん迎げいだよ。というか馬車の時点でもう友達だと思っていたしね」

　こちらにも彼女と仲良くしなければならない理由があるしな。

「そ、そうか!?　ふむ、何がどうなったら友達と言えるのか、定義や線引きがないから難しいものだな……」

　エメラルダは表情をパーッと明るくしてから、もじもじとした。

「友達らしいことをたくさんしてみたら、実感が湧わくんじゃないかな」

「友達、友達らしいことか……！　うむ、面おも白しろそうだ！」

　エメラルダは腕うでを組んで考え込んだ。

「……我は弱いやつを侮ぶ蔑べつしている。だから他人に共感を抱いだくのが、難しい。しかし孤こ独どくを好んでいるわけでもない。初めて友達というものを作ってみてもいいと思えたのが、貴様とあの妹なのだ」

「ミア姉も？」

「強いのだろう？　身のこなしを見ていればわかる」

「彼女の強さはレベルじゃ理解できないだろうからね。でも俺と仲良くなるのはともかく……ミア姉はどうだろうな」

「やはり……過去のことを気にしているのか？」

　エメラルダはしゅんと俯うつむいてしまった。

「実は教室で何度も何度もやつのことを見つめているのだが、ずっと机に突っ伏して我と目も合わせてくれぬ……！」

　それは疲れ果てていただけだと思うぞ。とはいえ、しかし……。

「あなたは生き別れた妹と再会できた喜びや、家族は仲良くするべきという表面的な正しさに目が眩くらんで、相手の気持ちを考えてあげられてないよ」

「何？　どういうことだ？」

　エメラルダは素す直なおに指し摘てきを受け入れ、問い返す。

「もしもあなたがミーアに近づこうというなら……まずそのドレスは脱ぬいでもらいたい」

「何な故ぜだ？　我のお気に入りだぞ、やだ」

　制服も着ずに己おのれを貫つらぬき通しているぐらいだから、そうなのだろうな。

「ミア姉はお母さんが殺された場面をその目で見て、記き憶おくしている。あのとき王宮にもいた、あの近この衛え兵の鎧よろいをつけてた連中にやられたんだ」

「…………！」

　エメラルダはハッとした顔をする。エメラルダが身につけているアメリア王家のドレスにも、近衛兵が身につけていた鎧とデザイン的に共通した部分があった。

　そんなドレスを着ている限り、ミーアにとってエメラルダは憎にくきアメリア王宮の象徴シンボルだ。

「あまり無神経に彼女に近づいて彼女がどう思うのか、考えてもらいたい」

「我も……ロヴィーサ様を殺した連中と同じ側に属するということか……」

　しかもミーアが言うには凄惨なやり方で嬲り殺した、とのことだが……そこまではエメラルダも知るまい。

「もちろん理り屈くつの上ではエゼキエルの立場や考えも当時とは違ちがうし、過去の出来事にあなたの意思はまったく介かい在ざいしていない」

「そ、そうだ！　なのに我まで悪者あつかいするのは理り不ふ尽じんではないか！」

　思ったことを子供みたいにポンポン口にするな、魔王……。

「それでも母親を殺した者たちを連想させるあなたがミア姉に近づけば、三歳の頃ころに心に焼き付けられた最悪な記憶がよみがえってしまう。そういうのは理屈じゃないんだ」

　アルは時の牢ろう獄ごくで人間の心の仕組みについても研究した。

　制せい御ぎよできないほどの強い感情は、心に焼き付いてトラウマとなる。

　それはちょっとしたキッカケで頭の中でフラッシ自動ュバック再生する。

　それは本人の意思では制御不能で、どうすることもできない。

「…………」

　エメラルダはしょぼーんと肩かたを落として萎しおれてしまった。

　……とはいえ胡う散さん臭くささ丸出しのエゼキエルはともかく。

　エメラルダとミーアが家族として絆きずなを取り戻もどすことに、アルは反対ではない。

　アルにも彼女と仲良くしなければならない理由がある。

「だからドレスを脱いで、いかにも王女みたいな威い圧あつ的な態度をなくして……普通のかわいい女の子になれるなら、ミア姉と仲良くすることを許可しよう」

「わ、我に普通のかわいい女の子になれだと!?」

「無礼かな？」

「ぶ、無礼とは言わぬ……が、自信ない。王女っぽくない服などもってないぞ、我」

「じゃあ一いつ緒しよに買いに行こう。今から」

　もう放課後だ。アルは立ち上がった。女の子の服装なんてアドバイスできるほど詳くわしくないが……店員に聞けば何とかなるだろう。

　みんな時の牢獄での疲ひ労ろうでぐったりしていて暇ひまだったところでもある。

「今から!?」

「今日買って、明日三人で遊びに行こう。それでみんな仲良しだ」

「そして明日!?　ま、待て、普通の女の子っぽい態度だって我にはわからぬ……」

「我っていうのやめればいいんじゃないか？」

　威い厳げんを主張しすぎだろ、その一いち人にん称しよう。

　取り乱すエメラルダを見て、アルは逆に余よ裕ゆうをもった。

「これから俺と一緒に普通の女の子らしい服を買いに出かけて、普通の言葉遣づかいに慣れる。そして明日、ミーアも連れて三人で遊びに行く。完かん璧ぺきに友達っぽいじゃないか」

　アルは強ごう引いんに彼女の手を取り、カフェの椅い子すから立ち上がらせた。

「くっ……我をこんなに強引に振ふり回す者がいるとは！」

「フッ……それができるから大だい賢けん者じやなんだよ」

「だいたい我なぞかわいい女の子になれるはずないぞ！」

「何を言ってるんだ？　ミーアの姉だけあって美人じゃないか」

「なんとっ!?　美人だと!?」

　ミーアみたいな愛あい嬌きようはないが、代わりに凜り々りしさがある。

　どちらを好むかは……趣しゆ味みの問題だろう。

　アルはエメラルダをずるずると引きずってカフェを後にした。




「お、おいアルフレッドのやつ、エメラルダ様と手を繋つないでるぞ！」

「永遠のアリアを手て懐なずけたと思ったら今度は王女だっていうのか……!?」

　生徒たちがざわついていたが、まあどうでもいいことだろう。

　アリアもエメラルダも、アルからすれば普通の女の子だ。




　　　　†




「アルくん、今日はどうしてたの？」

　夕方、アルが部屋に帰ってくると、ミーアはぐったり状態からいくらか回復していた。

「アリアさんたちとも一緒じゃなかったみたいだし」

「みんなぐったりしてたから、街をブラついてきた」

「わ、私もう元気だよ!?」

　ソファに寝ね転ころんでいたミーアは慌あわてて跳はね起き、その場でぴょんぴょこ跳ねた。

　ついエメラルダと長くいすぎてしまったか。

「ごめんね、ミア姉。レンタル期間なのに一緒にいなくて」

　飛び跳ねるミーアをアルはぎゅっと抱だき留める。

「えへへ、大だい丈じよう夫ぶだよ。今夜はずっと一緒だもん。ご飯食べて、お風ふ呂ろ入って……」

　アルの正体を時の牢獄で理解しても、ミーアは何も変わらなかった。

　体感時間でいえばそうとう長い時間を修しゆ行ぎようしていただけあって、王宮での出来事のショックも、だいぶ収まったように見える。

「明日は気分転てん換かんに一緒に街に出かけようよ。俺たちもまだこの街のことを全部理解できていないし」

「え!?　デート!?」

　デート？

　待ち合わせデートか、確かにそう呼べる概がい念ねんと言えるな。

　エメラルダと広場で待ち合わせて、三人で遊びに行くのだから。

「うん、一緒にデートに行こう」

　アルは余裕たっぷりの声で囁ささやいた。

「うにゃあ……。最近のアルくんはやけに余裕たっぷりだよ。私がお姉さんなのにリードされっぱなしになっちゃう……」

　ミーアは何故かモジモジと身を震ふるわせた。

　遊びに行くだけなのに、大おお袈げ裟さだな。








四章　トライアングル・デート






「ひさしぶりだな、妹よ！」

　ガチガチに緊きん張ちようしたエメラルダがそう言って、手を繋いで待ち合わせ場所にやってきたアルとミーアを出で迎むかえた。

「エ、エメラルダさん!?」

　ミーアは繋いだアルの手を、ぎゅっと強く握にぎり締しめた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ミア姉。彼女は悪い人じゃないよ」

　アルがそう囁ささやいて手を握り返す。

「俺はずっとミア姉の家族でいるけど……新しい家族とも仲良くするのは悪いことじゃないと思う」

　ミーアはこくりと頷うなずいた。

　どうやら衝しよう動どう的な恐きよう怖ふを抑おさえ込み、落ち着くことができたらしい。

　それはエメラルダの今の外見のおかげも大きいだろう。

「ど、どうだ妹よ！　生まれ変わった我の姿は！」

　──エメラルダは別人のように変身していた。

　昨日、アルはエメラルダを街の服飾店ブテイツクに連れて行き、彼女を好き放題に着せ替かえ人形にしたのだった。

　好き放題したくせに、最終的にファッションなど良くわからなかったので店員さんに彼女をブン投げてお任せした。

『あれだけやっておいて何なのだ、おまえは！』

　と、エメラルダにはたいそう怒おこられた。

　そして今や彼女は市井しせいの平民そのものの出いで立ちをしている。

　店員さんいわく……昨今のトレンドを反映してシルクとコットンのミックスにより上質な艶つやと毎日使えるイージーケアな機能性を両立、トラディショナルでありながらも都会的なストリート性を兼かね備そなえた今の空気感とストーリーを真に体現するタイムレスなモダンコーディネートである、という。

　なるほど、と賢者は思った。まったくわからん。

『要するにどっちつかずで何も特とく徴ちようがないということでは』とアルが店員に問うと、

『それがノームコアなのです』と自信たっぷりに返されて余計にわけがわからなくなった。

　服飾フアツシヨンも三百年経たてばずいぶん変わるものだ。

　世界の理ことわりを知り尽つくしても、まだまだよくわからぬことが多いのは面おも白しろいことだ。

「ど、どうって言われても……」と、ミーアは困こん惑わくを露あらわにした。

　同性にそんなこと聞かれても、それはそうだろう。

「綺き麗れいだと思う……」

　エメラルダはぱーっと表情を輝かがやかせた。

「聞いたか、アル！　我、妹に綺麗って褒ほめられた！　成功だぞ!!　ククク!!」

　アルはエメラルダの手をつねった。

「我、じゃないだろ。威圧的な言葉遣いや笑い方はやめろって言ったじゃないか」

「わ……私！　私、妹に綺麗って言われちゃった！　ふふふ!!」

　エメラルダは慌てて言いつくろった。

　その様子に、ミーアは小さく噴ふき出し、表情を緩ゆるめた。

　アルとエメラルダの意図を察したのだろう。

　ミーアの怖こわい記き憶おくを刺し激げきさせないために、エメラルダは自分を曲げて変身したのだ。

　そしてエメラルダの素顔は、どこにでもいる無む邪じや気きな少女だった。

　ミーアはちらりとアルを横目に見る。

「アルくん……、デートってもしかして、待ち合わせって意味でデート？」

　アルはきょとんとした。「それ以外に何か語意があるのか？」

　ミーアはバカでかいため息をついた。

「アルくんや……言葉の表層的な意味に囚とらわれているだけでは真の賢けん者じやとは言えぬぞよ」

「な、何ぃ!?」

　ミーアにカッコよさげな説教をされただと!?

「妹よ……。私と時間を共にしてくれないか？」

　エメラルダが緊張気味にミーアに手を差し出す。

「……妹と呼ばないでください」

「ミーティ……」

　エメラルダは『ミーティア』と呼びかけて、その言葉を飲み込んだ。




「ミーア。改めて頼たのむ。私と時間を共にしてくれ」




　ミーアは──田舎いなかの平へい凡ぼんな狩人かりゆうどの娘むすめは、アメリア王家へのわだかまりを一部だけ捨てて、

　差し出されたエメラルダの手を取った。

　……最初のハードルは無事越こえられたようだ。

　賢者にも人の心は思い通りにはできない。

　仲がこじれた姉妹しまいを仲良くさせるのも、なかなか大変なものだ。




　　　　†




「今日は彼女にこの街の案内を頼もうと思ってね」

　世界最大の国家の王女に案内を頼むという蛮ばん行こうだったが……。

「うむ、私に任せておけ。ふふふ、ミーアに楽しんでもらえるよう色々考えてきたのだ」

　平民の格好をしたエメラルダは、ミーアの右手を握って言う。

「それじゃあ行こう」

　アルは逆側からミーアの左手を握った。

「りょ、両手に花!?」と、ミーアは目を丸くする。

　三人は仲良く並んで街の喧けん騒そうの中に飲み込まれていった。




　ミーアを楽しませるためのプランは、昨日のうちに話し合っていた。

　ミーアは食べるのが好きだ。放課後になると、大たい抵ていお腹なかを空すかせている。

　とりあえず何か美味うまいものでも食べさせておけば機き嫌げんがとれるだろう。
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　だが問題は、ミーアは無自覚に舌が肥えているという点だ。

　世界の理を極きわめた大賢者は、世界最高の料理人でもある……。

　その究極の美味を極めたアルの手料理を、子供の頃ころからずっと食べてきたせいである。

　しかしエメラルダはにやりと不敵に笑った。

『単に美味おいしいものを食べ慣れているというだけなら、考えがある』

　ふむ、面白い。どうするつもりなのか……お手並み拝見といこう。




　エメラルダが連れてきたのは、一いつ軒けんのスイーツ・カフェだった。

　店の名は『アルフォンソス』。

　かねてから宮きゆう廷てい菓か子し職人になるよう王宮から声をかけられているが、頑がんとして街のお菓子屋さんであり続けているという凄すご腕うでの職人の店であるという。

　王女であっても事前に予約しなければ行列に並ばせるのだそうだ。

　エメラルダが確保していた予約席へと、案内をされていく。

「ご来店いただき光栄です、殿でん下か。……本日のスペシャリテです」

　白衣に身を包んだ男が恭うやうやしく一礼し、次々とスイーツを運んできた。

「見よ、ミーアとアルよ。これがアメリアが誇ほこる世界最高のスイーツだ！」

「こ、これは……！」アルは思わず声を漏もらした。

　息を吞のむほど繊せん細さい極まりない飴あめ細工、無数の花びらを閉じ込めた鮮あざやかなゼリー、緻ち密みつにカットされたフルーツで芸術品のごとく飾かざり付けられたケーキ……。

　なるほど……圧倒的に見た目の美しい料理。

　それは合理的に味を追求してきたアルには考えたことのない発想だった。

　だがこんな『虚きよ飾しよく』は……美味しさとは関係ないのではないか？

　口に入れば同じだろ。

「す……すっご────っい!!」

　ミーアは感激の声をあげた。

「すごいかわいいよ、エメラルダさん！　こんなの初めて見たっ！　すごいすごい!!」

　ミーアはエメラルダへのわだかまりの一いつ切さいを忘れたかのようにはしゃいだ。

　エメラルダは「そうだろうそうだろう」と、妹がはしゃぐのに嬉うれしそうにする。

　計画は成功なのだが。むむむ。

「……口に入れれば同じじゃないか」

　アルはぼそっと呟つぶやいた。

「もー！　アルくん何言ってるの？　あ、もしかしてアルくんヤキモチ焼いてる!?　いつもアルくんの手料理を食べてる私が喜んでるから、ヤキモチ焼いてるんだ!?」

　図星を突つかれてアルは赤面した。

「や、焼き餅もちなんて焼いてない！　これはスイーツだ!!」

「口に入れるものだって綺麗でかわいい方がいいに決まってるよ！　目で楽しめて食べる前にワクワクするし！　アルくんの料理は美味しいけど……これと比べると『おじいちゃんみたいなセンス』かも」

「お、おじいちゃんだって!?」

「ふっふふー♪　ダメだよアルくん、もっと『映ばえ』というものを意識しなきゃ！　でもアルくんのセンスって三百年前だからしょうがないよね！」

　ミーアのからかうような言葉が次々に突き刺ささり、アルは言葉を失った。

「ふっ。なんとなくアルはそういう部分が疎うとい気がした」

　エメラルダが勝ち誇るように言う。

　……確かに料理の見映えという観点を、自分が軽かろんじていたのは事実だ。

　一人で研究し、腕うでを磨みがいていても、それだけでは永遠に気づけないものもある。

　世界は理論や法則だけがすべてではないのだ。

　面白い。服飾といい料理といい、世の中まだまだ勉強だな。

　ならばそれを踏ふまえた上で、ミア姉をもっと喜ばせるお菓子を作るとしたら……？

　アルはフォークを手に取り、順番にスイーツを口にしていった。

　ふむ、レシピはだいたい見当がつくな。改善点もわかる。

「あ、食べてみたらアルくんケーキやアルくんまんじゅうの方が美味しいかも」

　ミーアがぽろっと感想を漏らした。

「ちょっぴり見かけ倒だおしだね」

「──それは聞き捨てなりませんな、お嬢じようさん」

「わわっ!?」

　突とつ然ぜんそばに白衣の男が立っていて、ミーアは驚おどろきの声をあげた。

　男はシェフ帽ぼうを脱ぬいで、一礼した。

「失礼いたしました。私は当店の主、アンドリュー・アルフォンソと申します。当店のお菓子が見かけ倒しであろうはずがない。見た目に美しいことが私のモットーではありますが、味に妥だ協きようをしているつもりもありません」

「す、すみません！　美味しかったです！」

　ミーアがあわあわと言いつくろう。

「……でも、味だけならもっと美味しいお菓子を食べたことがあったから」

「なるほど。……その『アルくんケーキ』と『アルくんまんじゅう』とやら、気になりますな。少しお話を聞かせていただけますか？」

　いかにも頑固職人といったアンドリューが、目つきも鋭するどくミーアに問いただす。

「それは俺が作ったお菓子のことさ」

「む、あなたのような子供が……？」

「料理に年ねん齢れいが関係あるかい？」

　アルはすべてを食べ終えて口元をハンカチで拭ぬぐうと、立ち上がった。

「……厨ちゆう房ぼうを貸してもらえるかな？　あなたのお菓子から教わったことを試ためしてみたい」




「……参りました」

「顔を上げてください、アンドリューさん。あなたは優すぐれたパティシエだ」

　アンドリューは厨房の床ゆかにひざまずき、アルに頭こうべを垂れていた。

　お互たがいに学び合ったのだから、頭を下げる必要などあるまい。だいいち不潔だ。

　調理台の上には『アルくんケーキ改』が鎮ちん座ざしている。

　世界の理を解き明かしたアルが理論的にもっとも適切な作り方をし、アルフォンソの芸術的な手て業わざを魔ま術じゆつ的に模も倣ほうした一品だ。

　そこにはフルーツと飴細工で作ったミーアの似に姿すがたがあしらわれている。

「アルくん……私のことが食べちゃいたいぐらい好きだなんて……もーっ！」

　ミーアがモジモジとした。

「いや、ミア姉に食べてもらうつもりで作ったんだけど」

「私が私を食べるの!?　それはちょっとズレてない!?」

「綺き麗れいなものを作ろうと思ったら、咄とつ嗟さにこれが思い浮うかんだから……」

「うにゃっ!?」

　ミーアが尻尾しつぽを踏まれたにゃんこのようにびくんと身を震ふるわせる。

　ついさらりと恥はずかしいことを言ってしまった気がする。

「そ、そういうことなら……いただきます」

　ミーアはモジモジしながら、自分の似姿を頭から丸かじりした。

　なるほど、なかなか猟りよう奇き的な絵え面づらだ。

　賢者は学習した──女の子へのプレゼントにこれはないな。




　　　　†




「これが今、都で流行はやっているタピオカミルクティーだ」

「わあ～、面おも白しろい味！　都会の流行り物って、それだけで何だかワクワクするね！」

「別にただのデンプンの粒つぶじゃないか。カロリーの塊かたまりだぞ」

　アルが小声で呟くと、エメラルダはククク……と不敵に笑った。

「大賢者の生まれ変わりといえど男だな。女子の心理をまったく理解していない」

「何!?」

「王たる者の務めとして、私は民たみ草くさの心情についてしっかり理解しているぞ」

　服のことは全然わかっていなかったくせに、エメラルダはえっへんと胸を張った。

「タピオカミルクティーを構成する要素には、確かに目新しいものは何もない。ゆえに男やおっさんは馬ば鹿かにして寄りつかない。ゆえにタピオカミルクティー売り場はティーン女子だけの溜たまり場となる！」

　アルはハッとして辺りを見回した。

　周囲に男は誰だれもいない。アルが存在を許されているのは、十二歳の少年だからだ。

「女子だけで流行を消費する一体感！　それだけで愉ゆ悦えつ！　そしてそもそも女子はカロリーの塊が大好きなのだ！　このお洒落しやれな雰ふん囲い気きが、罪悪感を帳消しにする！」

　アルは愕がく然ぜんとしつつ、理解した。

　タピオカミルクティーを楽しむ女子たちのキラキラとした空気感……。

　それはまさしく、味覚を楽しんでいるだけではなく一体感を共有しているのだ。

　そのキラキラした雰囲気の裏側で、彼女たちは甘いカロリーという本音の欲望をお互いに肯こう定ていしあっている！　女子だけの楽園、共感と欲望の坩堝るつぼ……!!

　そこにミーアは違い和わ感なく混じり込んでいた……。




　次にエメラルダがミーアを誘さそったのは、『動物サーカス』であった。

　アメリアが誇る劇団が、盟約武ぶ闘とう大会の時期に合わせてエーテルブルグにやってきて公演を行っているらしい。

「わー、可愛い！　すごーい!!」

「す、すごいな……」

　ミーアは夢中になってはしゃぎ、アルも少しだけ興奮した。

「当然だ、我が国が誇る最高の動物サーカス団だからな」

　──もしも人間だけのサーカスだったら、アルもミーアも感動しなかっただろう。

　魔力を使っての曲芸なら、アルの方がよほどすごいことができるからだ。

　しかし動物を使ったサーカスとなると話は別だ。それはアルにも到とう底てい真ま似ねできない。

　──魔術を用いれば、動物たちとある程度の感情を交わらせることができる。

　種族が違ちがうもの同士の不完全な共感覚。

　それゆえ両者が絆きずなを重ねての芸は、感動的なものとなる。

　もしも動物たちが人に憎ぞう悪おを抱いだきながら芸をしていたら、観客はそれを魔術的に感じ取ってしまうだろう。誤ご魔ま化かしはまったく利きかないのである。

　ステージ上の芸は、人も動物もまさしく一丸となったものだった。

「かーわーいーいーっ!!」

　ミーアはそれに完全に夢中になっていた。

　大したものだ、とアルは密ひそかに思う。

　アルとミーアが感動できるものなど、世の中にそんなに多くないはずなのに。

　エメラルダがミーアを喜ばせるために考えた今日のデートプラン……。

　そこにはこれまでアルがミーアに与あたえてやれなかったものが満ちていた。

　それが悔くやしくもあり、それをアル自身が楽しんでもいる。

　……いや、一応、俺のことも楽しませようとしてくれた結果かもしれないな。




　　　　†




　エーテルブルグの広場が、真っ赤な夕日に暮れなずんでいく──。

　アルたちはクレープを食べながら、ミーアを真ん中にしてベンチに腰こしを下ろしていた。

「今日はありがとう……すごく楽しかった！」

　一日中、アルとエメラルダに挟はさまれていたミーアがそう言って笑う。

「ミーア……また姉妹らしいことに誘ってもいいか？」

　エメラルダが緊きん張ちよう気味の顔つきで問いかける。

　──姉妹しまいと呼びかけることには、かなりの勇気を費ついやしたに違いない。

「……うん、いいよ……」

　ミーアのその答えに、アルも安あん堵どに胸むねを撫なで下ろした。

　もともとミーアは人ひと懐なつっこい性格だ。

　これからは二人きりで会っても、ぎこちなさや緊張を感じることはなくなるだろう。

　……不意に街の入り口の方角が騒さわがしくなった。

「どうやら『盟約便』が到とう着ちやくしたようだな」

　喧けん騒そうに首を向けて、エメラルダが言った。

「盟約便？」

「盟約武闘大会の参加者が乗ってくる馬車のことさ。明日から大会の参加受付がはじまる。毎年の恒こう例れい行事だから、参加者はみんな同じ便のこの馬車で集まってくるようになった。街の人々は彼らの到とう来らいを見て楽しむ。ちょっとした前夜祭みたいなものかな」

　酒さか瓶びんを手にした人々が、わいわいと広場に集まってくる。

　なるほど、ここで有力選手の顔を拝みながら一いつ杯ぱいやるという趣しゆ向こうのようだな。

　ひんやりとした夜の風を浴びながら、春の宵の宴うたげといった風ふ情ぜいであった。




「見ろ！　あれは……『百魔ま剣けん』ラインハルトと『百魔ま杖じよう』ウェズゴアだぜ!!」

「優勝争い確実のコンビだ!!」

　最初に広場に姿を現したのは、青年剣士と少女魔術師の爽さわやかなカップルだった。

　異様なのは──二人とも体中にゴテゴテと数十本の剣と杖つえを携たずさえていることだ。

　ラインハルトは爽やかに観衆に手を振ふり、ウェズゴアはツンとそっぽを向いている。

「あれは……謎なぞに満ちた古代拳けん法ぽうを身につけているという『神秘の二重影えい』、ヤン・チュンリンとヤン・チュンユンだーっ！」

　拳法着を身につけた、愛あい嬌きようのある双ふた子ごの姉妹が「ハオハオ～」と妙みような言語で挨あい拶さつをしながら現れる。

　ほほう……見た目はかわいらしいが、あれはなかなか強いぞ。

「あれは……『骨こつ砕さい棒ぼう』のガリガリン・ガリクソン!!」

　巨きよ大だいな角棒を担かついだモヒカン頭の大男が「ウヒ、ウヒヒ……」と危ない笑えみを漏もらしながらふらふら酔よっ払ぱらったような足つきで歩いてくる。

「あいつは強いけど……タッグ・パートナーがまだ決まってないらしい」

　まあ……誰もあれとはタッグを組みたくないだろうな。

「あれは『白黒百合ゆり魔術師』、白魔術師フレイアと死し霊りよう魔術師ネレイア！」

　それぞれ白と黒のローブを身につけた、少女二人のコンビがやってくる。

「今回こそ私わたくしの手で、白魔術こそが正統なる魔術であることを世に示しますわ！」

「……私はフレイアが死霊魔術を認めてくれれば、周りなんてどうでもいいけど……」

「ふんっ！　死霊魔術なんて認めませんわ！　ところで……宿しゆく泊はくするホテル、どっちだったかしら」

「……あっち。今年も相部屋にしたから、いっぱい遊ぼうね」

「なんで相部屋にするのよ、もう……（赤面）」

　二人は密着してお互いの肩かたをぶつけ合いながら、周囲にはまったく目もくれず黄昏たそがれの街角へと姿を消していった。

「あの二人……どちらももっと接近戦が得意なパートナーと組んだ方が上位を狙ねらえるのに、毎年あのタッグで参戦しているらしい」

　なるほど……それは尊いな。

「オーガスタ王国の『魔導戦士』シャルル男だん爵しやくとその息子むすこアポロだ！　魔術で操あやつるカラクリ鎧よろいで全身を覆おおった強化人間の親子……まさしく人類の革新らしいぞ！」

　全身鎧で身を覆った二人組が、ガシャンガシャンと歩いてくる。

「ふっ、これでは道どう化けだよ……」

　人々の注目を浴びながら、深しん紅くの鎧を身にまとった男が囁ささやいた。やたらと美声である。

「彼らに見せてやろう、アポロ。我々のガンガルスーツの性能というものを」

「負けないぞ、父さんには……。僕が一番このガンガルスーツを上手うまく使えるんだ」

　真っ白い鎧を身にまとった方が、それに応こたえる。こちらは少年の声だ。

　顔は見えないが、どうやら赤い方がシャルルで白い方が息子のアポロらしい。

「お次は『英えい雄ゆう家族』のギャレット夫ふう婦ふだ！　四つ子が学院に通ってるらしいぜ!!」

　おお……あのとき戦った三年生チームの両親か。

「イズルビ皇こう国こくの『無敗剣けん豪ごう』セキシュウサイと『繚りよう乱らんのクノイチ』カスミだ！　あのクノイチ……めっちゃエッチらしいぜ！　なんせ感度が三千倍らしい」

　それは……エッチだな。




「ふふっ……なかなか面おも白しろい余興だ」

　喧騒を見守りながら、アルは思わず笑みを漏らした。

　どこの誰が考えているのだ？　あの馬鹿な二つ名は。

「ククク、どいつもこいつもどうってことないと思っているのだろう？」

　エメラルダが挑ちよう発はつ的に笑った。

「まあね。そっちこそそう思っているだろう？」

「むろん我もそう思っている。ククク……ふはーはははっ!!」

　さっきまで普ふ通つうの少女をしていたエメラルダは、傲ごう慢まんなる覇は王おうに切り替かわった。

「うう～、私、あの人たちとちゃんと戦えるかな……」

　ミーアが縮こまる。

「ククク。我の妹たるもの、あれぐらいは蹴け散ちらしてくれねばな」

　エメラルダがぐいぐいとミーアに肩を押しつけた。

「俺のパートナーなんだから、あれぐらい楽勝じゃないと困るよ」

　アルもぐいぐいとミーアに肩を押しつける。

「うにゃ～～～っ!?」

　両側から挟まれ、プレッシャーをかけられてミーアは鳴き声をあげた。

　……なかなか楽しい一日だ。悪くない。




「……殿でん下か。このようなところにおいでになられていましたか」

　そう言って、歩み寄ってくる影かげがあった。

　影のごとき姿の女──エゼキエル専属の宮きゆう廷てい魔術師イルメリアだった。

　びくっとミーアが身を震ふるわせる。

　それに気付いて、エメラルダが露ろ骨こつに不快そうな顔をした。

　エメラルダは釈しやく明めいするように、アルに説明した。

「……親父おやじ殿どのの命令でな。けっきょく我に見合うパートナーが見つからなかったから、こいつをパートナーにして出ることになった」

「なるほど。ということは、彼女もよほどの凄すご腕うでなんだろうね」

「……まあな」エメラルダは嫌いやそうな顔で頷うなずく。

「殿下。この地に滞たい留りゆうしている目的は大会に向けた調整だったはずです。無む駄だな時間はお過ごしにならず、鍛たん錬れんにお戻もどりになってください」

　エメラルダはいっそう眉み間けんのしわを深くした。

「無駄ではなかった。決してな。……我に指図するな、魔術師風ふ情ぜいが」

「私は国王の代理人、私の言葉はエゼキエル様の言葉と同然であることをお忘れなく」

　エメラルダは舌打ちをしながら、ベンチから立ち上がった。

「……国王はあなた様の勝利を期待しています。あなた様が圧倒的な力に目覚め、それを民衆に示しながら、華はな々ばなしく王位を継けい承しようすることを」

　目覚め……。

　イルメリアを無視してエメラルダはアルとミーアに向き直った。

「水を差すような終わり方ですまないな。今日はここまでだが──」

　そのときエメラルダは切実な表情をした。

「──またいつか友達らしいことや姉妹らしいことに、付き合ってくれ」

「もちろんだ」

「も……もちろんだよっ!!」

「くふっ……」イルメリアは聞こえよがしに鼻で笑った。

　エメラルダは彼女を睨にらみ付けた。

「……我が王の座についたら最初にするのは、貴様を王宮から追放することだ。覚かく悟ごしておくのだな。貴様が来てから、親父殿は変わってしまった」

「ふふふ……国王様は、あなた様を一人前に育て上げようとされているだけですよ……」

　エメラルダはアルたちに背中を向けて、すっかり暗くなった街へと去って行く。

　黒いローブをたなびかせ、しずしずとイルメリアもその背中に続いていった……。

　アルはその背中を見つめながら、思案を巡めぐらせた。

　……さて、どうしたものか。

　エゼキエルたちがどんな行動をとるつもりか、見守るつもりでいたが……。




　イルメリアの正体は魔族だ。

　高度な変身魔術を使っているが、魂たましいを見通せばアルには一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　彼女の目的は明白である。

　エメラルダを魔王として覚かく醒せいさせる。世界人類同盟の盟主であるアメリアの王女が魔王となり、人類すべてが大混乱に陥おちいる……そんなシナリオだろう。




　どういうわけか、今のエメラルダはバランスが取れている。

　周囲の人間を過か剰じように見下し、侮ぶ蔑べつする精神性は、魔王核かくの影えい響きようによるものだ。

　だが人間社会に生まれ落ちた彼女は、『強者は弱者を守ってやらねばならない』という倫りん理り観を獲かく得とくしている。

　その唯ゆい一いつ無二の倫理観が、彼女を人間として留とどめさせている。

　──魔王なのに『何か普通に良いやつ』という感じにしている。

　それは危あやういバランスで成り立っているといえる。人類への侮蔑心がその倫理観を上回れば……そのとき彼女は周りのすべてに暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくす魔王となるだろう。




　……今この場でイルメリアを殺してしまうのもアルには容易たやすかった。

　だがそうすればエゼキエルは盟約武ぶ闘とう大会を中止にしてしまう可能性がある。

　アルの目的や学院の存続のことを考えれば、このまま盟約武闘大会を開かい催さいさせた方がいろいろと都合がいい。

　アルの正体、学院の存続、ミーアの処しよ遇ぐう──それらをすべて『優勝の褒ほう美び』で解決するというのは、まさにおあつらえ向きのシナリオなのだ。

　しかしエゼキエルにはアルが盟約武闘大会に参加するように仕向けた節もある。

　仮にそうだとしたら何な故ぜだ？

　エメラルダを盟約武闘大会で優勝させたいなら、どうしてそんなことをする？

　少しチグハグだな。

　あるいは何らかの理由で、行動方針を変へん更こうしたのかもしれない。

　やはりもう少しイルメリアを泳がせて様子見するというのは、間ま違ちがってはいないだろう。

　それは胸にかすかな痛みを伴ともなう判断だった。




　自分の事情を度外視すれば──今この場でイルメリアを殺してしまうのが、エメラルダにとって一番いいことに違いなかったからだ。




　それが出来る能力値ステータスが、自分にはある。

　しかしすべてを力ずくで解決しようとすれば、勇者学院エーテルメギアという都合のいい場所を失うことになる。アリアも悲しむ……。

「アルくん……？」

　──気がつくと、ミーアが気き遣づかわしげにアルの顔を覗のぞき込んでいた。

『アルくんがそこまで責任を負うことはないよ。神様じゃないんだから』

　……かつて言われた言葉を、再び告げられたような気がした。

「帰ろうか」アルは微笑ほほえみを取り戻して、ミーアに呼び掛かけた。

　ミーアは「うんっ！」と頷いた。

　──もう少しこのままシナリオに身を任せることにしよう。




　　　　†




「広場を眺ながめていて、いかがでしたか？　殿下……」

　後ろをついてくるイルメリアが、エメラルダに問いかける。

　エメラルダは集まった参加者を思い浮うかべ、侮蔑心を露あらわにした。

「……誰だれにものを言っている。あのような木こっ端ぱども、我の敵ではない」

　しかし……妹のミーア──もともと優すぐれた素養の持ち主だと感じていた。

　今日、行動を共にしていたら、以前よりもますます強くなっているように感じた。

　まさかひと晩で劇的に強くなることなどあろうはずがないが……。

　そして──アルフレッド・マグナス。

　肩かたを並べられる友……最初はそう思ったが、それどころではないかもしれない。

　戦ったら負けるかもしれない……生まれて初めてそんな予感が湧わいた。

　昨日と今日は、楽しかった。掛け値ね無しに。これまでの人生で一番というぐらい。

　しかし同時に……アルと目を合わせるたび、背筋が凍こおり付くような戦せん慄りつも感じていた。




『自分は強きよう者しやである』──そのアイデンティティを失ったら、我はどうなる？




「国王は『敗北は許さぬ』……との仰おおせです」

　イルメリアが背後から囁ささやきかけた。

「強きよう者しやであることを示し、アメリアの象しよう徴ちようとなれぬのなら……あなた様に価値はない、と」

　不安……。これが不安という感情か。

　こんなものは決して強きよう者しやが感じてはならないものだ。

　エメラルダは歩きながらいつの間にか視線が足元に落ちていることに気がついたが、それを力強く持ち上げた

「当たり前だ。勇者でも魔王でもない賢けん者じやなどの後こう塵じんを、我は拝するつもりはない！」








五章　盟約武ぶ闘とう大会Ⅰ　戦う理由






「アルくんさん、私とエステラも武闘大会に参加することにしました！」

　時の牢ろう獄ごくでの鍛たん錬れんの休きゆう憩けい中に、カティが打ち明けた。

「へえ、学生の参加は珍めずらしいって聞いたけど」

「ウィルグレム先生に相談したら、今の私のレベルなら良い経験になるだろうからと言ってくださいました」

　ウィルグレム先生もさぞかし驚おどろいたことだろう。

　この時の牢獄で、カティとエステラも飛ひ躍やく的に成長した。

　世界最さい高こう峰ほうの参加者たちが相手でも決して引けは取るまい。

「目標があると鍛錬に張り合いがでていいね」

　アルにも反対する理由はない。

「私は目標などなくとも、アルくんの愛のムチならいつでも喜んで受けるぞ♡」

　エステラのドＭ顔が会話に割ってはいってくる。

　アルがその頬ほおを平手でぺちん！と叩たたくと、「オウフっ♡」と嬉うれしげな声をあげた。

　さらにぺちんぺちんと連打する。

「オォン♡　おかわりいただきました♡　もっと♡」とくねくね身み悶もだえした。

　みんなとの距きよ離り感も縮まり、だいぶ遠えん慮りよがなくなっていた。もはや出会って一ひと月つきという関係ではない。

　──真っ白い空間にみんなで円座しての休憩中である。

　周囲にはアルの魔ま力りよくが満ち、鍛錬で疲ひ弊へいしたみんなの精神力を暖かく癒いやしている。

「すごいなあ、カティさんは……エルフの地位向上のために、いつも頑がん張ばってて」

　何を思ったか、ミーアがそうつぶやいた。

「アリアさんは大会に参加しないの？」

「パートナーがいませんから……ミーアがアルを譲ゆずってくれるなら出ますけど……」

　ミーアは一いつ瞬しゆんはっと息を吞のむような顔をして、ブルブルと首を振ふった。

「……だめっ！　アルくんのパートナーは今回は私っ!!」

　今の顔は、いったい何を思い巡めぐらせたものだろう。

「大会には出ませんが……私もしっかりみんなと鍛錬して……強くなります」

　アリアはふんすと鼻を鳴らして気合をいれる。

「……アリアさんはどうして強くなろうとしてるの？」
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　ミーアはたずねた。

　父の支配から脱だつ却きやくして自由を獲かく得とくした少女は、少しだけ考え込んでから答えた。

「自分の運命を他人に委ゆだねないためには……強さが必要だからです……」

　これから先の自分の人生を、自分の望むものにするための努力をしているのだ。

　最近のアリアはアルにベタベタだが、かといってアルに依い存そんしているわけでもない。

「……なるほど……」

　ミーアは感心したような顔で頷うなずいた。




「みんな色々だなあ……私なんてアルくんとずっと一いつ緒しよにいることしか考えてなかった」




「別にそれでもいいのではないか？」

　ミーアのつぶやきに、エステラがフォローするように言う。

　しかしミーアはスッキリしない顔で「むー……」と唸うなってしまっていた。
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　時の牢獄では季節の移ろいなど感じるべくもないが──世の中は春の余よ韻いんが過ぎ去り、木々の緑が色いろ濃こくなって、初夏の気配が漂ただよい始めてゆく。

　盟約武闘大会は、もう翌日に迫せまっていた。

　この日は大会の準備のため、学院は休校となっている。

　明日に備えて時の牢獄での鍛錬は１００時間程度に控ひかえておいたのだが……。

　どうもミーアの様子がおかしい。

「ミア姉、どうかしたの？」

　ソファでぐんでりしているミーアに膝ひざ枕まくらをしてやり、寝ね起おきの髪かみをブラッシングしてやりながら問いかける。

「んん～、何でもない……」

　ミーアはふにゃふにゃとした声を漏もらす。

「ってことはないんだけど……自分でも何にもやもやしてるのかわかんない……」

　ふむ、それでは賢者にもどうにもできないな。

「ミア姉、洗せん濯たく物たまってたでしょ。洗濯は自分でやるって自分で決めたんだから」

「んにゃ～～、アルくんやって～～」

　ブラッシングを終えて肩をぐいぐい揺ゆさぶるが、ミア姉は「んにゃあ」とか「んん～」とか鳴いたり唸ったりするだけでちっとも起きてくれない。

　やれやれ、アルは枕にさせていた膝を引き抜ぬいて立ち上がった。

「……本当に俺が洗濯しちゃってもいいの？」

　ミーアはちゃんと考えているのか知れない表情で、「いいよ～」と返事する。

　──ミーアは家事の大半をアルに任せている。

　押しつけられているわけではない。料理にしろ掃そう除じにしろ……アルが魔術を用いてやった方が圧あつ倒とう的に効率良く上手にこなせることを彼女はよく理解しているからだ。

　唯ゆい一いつの例外が洗濯で、そこには深い理由が存在していたのだが……。

　こうも容易たやすく、そのタブーを超こえさせるとはな……。

　アルは緊きん張ちようの面おも持もちで、脱だつ衣い場の彼女の洗濯籠かごに向き合った。




　そこにあるのは……彼女が着用した肌はだ着ぎや下着であった。




　水流魔術によってまとめて洗うことは容易いが、下着のような繊せん細さいな衣類は劣れつ化かや型かた崩くずれの不安がある。ゆえに『魔術的な手洗い』が推すい奨しようされる。

　あまり女の子の脱ぬいだ衣服に特別な感情を抱いだくような性せい癖へきはないつもりだが……。

『魔術的な手洗い』……ミア姉の体から分ぶん泌ぴつされたあれやこれやを魔術的に感じ取り、浮き上がらせて除去するということだ。

　やれやれ……気は進まないがやるしかないな。アルはパンツに手を伸のばした。




「ちょ、ちょっと待ったーいっ!!」




　指でつまみ上げる寸前で、ドタバタと足音が追いかけてきた。

「待って待って、冷静に頭が回ってきたらやっぱりそれは待って!!」

　顔を真っ赤にしたミーアが、アルの手とパンツの間に身を割り込ませてくる。

　アルはにっこり微笑ほほえんだ。

「良かった、ミア姉が元気になってくれて……」

「そういう元気づけ方はやめてよ～～！」




　──そういう元気が長続きするはずもなく。

　アルとミーアはその日は低調なテンションで一日を過ごした。

　まあ、本当はどういうことを気にしているのか……、

　時の牢獄での会話を振り返れば、思い当たるものがあるのだが。

　そして一日の終わりには、二人で風ふ呂ろに入った。

「アルくん、こっち見ないでね」

　アルを後ろから抱だくような体勢で浴よく槽そうに浸つかりながら、相変わらずそんなことを言う。

「だったら一緒に入らなきゃいいのに」

「だって……一緒に入らないで、片方が出るのを一人で待ってるなんて変だもん」

「変じゃないよ、男と女なんだから」

　ミーアがぎゅっとアルを抱き締しめた。後頭部がミーアの胸に埋うもれ、柔やわらかさに包み込まれるかのようだった。

　ミーアはぽつりとつぶやいた。




「私、あそこで鍛錬を続けてたら、いつかちゃんとアルくんの目的の役に立てるお姉さんになれるかなあ……」




　──彼女たちが鍛錬に費ついやせる時間は、かつてのアルと違ちがって有限だ。

　どこまでの強さにたどり着けるかは教え役のアルにかかっている。

「なれるよ。でも別にそれを抜きにしても、ミア姉はかけがえのない存在だよ」

　ミーアはアルの力になっている。アルはミーアの笑顔がない場所に向かう気になれない。

　ミーアはアルにとっての安息地なのだ。

「でも、だって、ちゃんとアルくんと一緒に戦いたいんだもん」

　ミア姉と一緒に戦う、か……。

　正直アルはそんなことは求めていなかった。神とは一人で戦うつもりだった。

　言い換かえるとそれは、みんなはギフトさえ与あたえてくれる存在であればいいという考えだ。

　だけど彼女たちはアルのパワーアップ・アイテムなどではない。人間だ。

　一緒に戦いたい、そう思ってくれるのも自然なことだ。

　思ってもみなかったことだけど、彼女たちの生み出す可能性は……。

　アルはミーアやアリアと肩を並べて、神々と戦うことを想像した。

　心細くない。悪くはない。だが違った恐きよう怖ふもある。かつてアルベルトとして魔王と戦ったときに、ルミアやゲラルトを守り切れず失ったときのことが思い出される。

　それだけは、決して受け入れることはできない。

　ミア姉やアリア、カティも、もちろんエステラも、俺が絶対に守らないと……。

　その緊張感は、すでに最強を極きわめたはずの自分をさらに強くしてくれるだろうか？

「とりあえず明日は現代の世界最強クラスとされている連中を相手に力ちから試だめしだね」

「うにゃ～～っ！　緊張するよ～っ!!」

　ミア姉は狭せまい浴槽の中でバチャバチャと暴れた。こんなに密着した状態でそんなことをされると、アルの後頭部ででかいおっぱいが暴れ回ってしまうのだが。乳の暴力である。

　神との戦いならともかく……盟約武ぶ闘とう大会の初戦などで緊張することはあるまい。

　シャングリ・ラで育った世間知らずなミア姉が自分の実力を理解するのには、ちょうどいい機会だろう。
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　晴れ渡わたった空に、花火魔術の祝しゆく砲ほうが響ひびき渡った。

　盟約武闘大会がついに幕を開けたのだ。

　開会式として、学院の広場にはすべての参加者と全学生が参列していた。

「──今日この催もよおしにおいては、世界中の未来ある学生である諸君らに世界最高レベルの戦いと絆きずなを見てもらい、この上ない糧かてとしてもらいたい。以上だ」

　国王エゼキエルが壇だん上じように立って、始まりの言葉を述べる。

　相変わらず幽ゆう鬼きのような顔をしていた。

　エゼキエルが退しりぞくと、次は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男が壇上に上がる。

　鬼おにのような顔つき。鎧よろいは身につけず、鍛きたえ抜かれた肉体を誇こ示じするかのような平服。

　そこに剣けん、槍やり、戟ほこ、斧おの、弓──あらゆる武器という武器を全身に携たずさえている。

「続きまして前回優勝者──アレクサンダー・ガーランド氏による選手宣せん誓せいです」

　あたりの学生、参加者がどよめいた。

「『武神』、アレクサンダー・ガーランド!!」

「この大会で三年連続で優勝している……人類最強の男……!!」

「そのギフト【百器羅刹ウエポンマスタリー】は、あらゆる武器を使いこなせる武芸の祝福を得られるという……」

「百の魔剣を操あやつる男ラインハルトとの戦いがこの大会のハイライトという前評判だな！」

　アルの十二歳の心が疼うずいた──何その対戦、面おも白しろそう。

　アレクサンダーが壇上から視線を巡めぐらせると、ざわめきは自然と収まっていった。

「……私は最強などではない」

　アレクサンダーは重々しく口を開いた。

「勇者ではないからだ。そしてここには、勇者に目覚めるかもしれない若き才能が集まっている。我々選手一同は、学生諸君の未来のために戦うことをここに誓ちかおう!!　すべては勇魔大戦の勝利のために!!」

　万ばん雷らいの拍はく手しゆと大だい歓かん声せいがあがった。

「あの言葉は嘘うそじゃないぜ。これまで優勝して得た褒ほう美びはすべて『勇魔大戦基金』や世界中の孤こ児じ院いんに寄付しているらしい」

「今さら金に困る立場でもないんだろうけど、なんて立派な人だ……！」

　鳴り止やまぬ拍手と歓声に負けぬ大声で、アレクサンダーは続ける。

「そしてこの世界に勇者が目覚めしとき！　我ら選手一同はことごとく忠実な僕しもべとなって傘さん下かに加わり、英えい雄ゆうとして力を尽つくすことを誓おう!!」

　大地が揺らいだかのようだった。エゼキエルの開会の言葉では音一つたてなかった生徒や参加者が、一いつ斉せいに拍手と歓声を送ったのである。

　なんて立派な人だろう。アルも胸をじぃんと震ふるえさせた。

　勇者ルシアーナの下もとにも彼のような無私の英雄たちが仲間として集つどったものだ。当時のことが自然と思い起こされる。

　──そして勇魔大戦がはじまれば、このアレクサンダーも何を疑うこともなく命を惜おしまず戦い、死ぬか、生き残ったとしても死ぬより悲ひ惨さんな目に遭あわされる。

　今はもう時の牢ろう獄ごくはなくなったとはいえ、別の手段で。

　悪あく趣しゆ味みな神々によって。

　彼を第二のアルベルトにはさせない。……そのためにも、自分は神と戦うのだ。

　まあ、トーナメントで当たったら手加減はできないけれど。




　その後、トーナメント表が発表された。

　厳選なくじ引きの結果……と言ってはいるが、細工が施ほどこされていないとは到とう底てい思えない。

　広場の掲けい示じ板ばんにトーナメント表が貼はり出され、選手たちがそこに集まる。

「……俺たちがＡブロック第一回戦一試合目か」

「うにゃ～！　なんで～!?」

　無む駄だに緊張しているミーアが悲鳴をあげる。

「とっとと戦った方が緊張がほぐれると思うよ。大だい丈じよう夫ぶ、負けないし」

　ミーアを励はげましつつ視線を巡らせる。

　……Ｂブロックの最終試合が、エメラルダ組だ。

　お互たがい勝ち進んだとして、当たるのは決勝戦ということになる。

「アルくんさんたちとは決勝まで勝ちのぼらないと当たれないですね……」

　そうつぶやいたカティたちの組もＢブロック側だった。

「アルくんに観客の面前でガチンコ実戦プレイをしてもらうには決勝まで上がらなければいけないのか……!?　楽しみにしていたのに……!!」

　エステラがドＭ顔で擦すり寄ってきたので、アルは阿あ吽うんの呼こ吸きゆうでその頬ほおをぺちん！と引っぱたいた。「シャヒンっ♡」とエステラが身み悶もだえする。

「ううう、緊張するけど頑がん張ばろうね、アルくん！」

「俺はしないってば。でもまあ、頑張ろう、ミア姉」

　──アルとミーアがそう言い合っていると、その会話を聞きとめて、こちらに歩み寄ってくる足音がした。




「……あなたたちが私たちの対戦相手？　私たちの名前に恐おそれをなしてどんな汚きたない手を使ってくるか知れないと思って見に来たけど……学生どころか子供じゃない」




　やってきたのは──冷たい美び貌ぼうの女魔ま術じゆつ師しだった。

　全身に無数の杖つえを携えている。

　彼女は確か……『百魔ま杖じよう』のウェズゴアだったな。

　その後ろには全身に剣を携えた優やさ男おとこが一歩遅おくれてついてきている。

　こちらは『百魔剣』のラインハルトか。どちらも広場で見た顔だ。

　真逆のブロックのエメラルダ組に気を取られていたが……。

　アルたちの初戦の相手は、優勝候補アレクサンダーの対たい抗こう馬ばと名高い彼ら二人だった。

「よしなよウェズ、子供といっても出場資格を得ているんだ。彼らに失礼だよ」

「こんなやつらを私たちの対戦相手に選ぶなんて、そっちの方が失礼よ」

　ウェズゴアはそんなことを言いながら──アルとミーアに魔力の糸を飛ばした。

　隠いん蔽ぺい術式で隠かくしているが、アルには通用しない。

　……『精神探査マインドスイーパー』か。

　口ではこちらを馬ば鹿かにしつつも、抜ぬけ目なく探さぐりをいれているつもりか。

　しかしその糸はアルはもちろんミーアにも弾はじき返され、霧む散さんした。

「あれ？　今、何かされた？」

　ミーアは何をされたのかまではわからず、キョロキョロとした。

　ウェズゴアの顔色が変わる。

「……どうやらバカにできない子たちみたいね」

「そりゃそうさ。彼は噂うわさに名高いあの『神童』だろう。謎なぞに満ちた神童の正体をこの手で明かせるなんて……初戦であたって幸運だと思うべきだ」

「俺の正体が気になるのかい？　ふふふ……」

　アルは無む垢くな少年の顔で答えた。「大だい賢けん者じやアルベルト・ルグランだよ」

　ふっ、彼らほどの実力者なら何かを感じ取れるかもしれないな。

「……………………は？」

「……………………ぷっ」

　ウェズゴアとラインハルトはしばらく神しん妙みような顔をしていたが、やがて片方は呆あきれかえり、もう片方は噴ふき出した。

「あっははははははっ！　ウェズがからかうような真ま似ねをするから、からかわれてしまったじゃないか！　神童の正体が大賢者だとは!!　これは傑けつ作さくだ!!」

「何が傑作よ。何も上手うまいこと言えてないし、０点よ、０点。ギャグっていうのは前フリだとか諧かい謔ぎやくだとかが必要なの。突とつ拍ぴよう子しもないことを言えばいいわけじゃないわ」

　片方には笑い飛ばされ、片方には冗じよう談だんとして辛しん辣らつに評価されてしまった……。

　くそ、やはりこんなやつら大したことないな！

「行こう、ウェズ。彼らはきっと汚い手は使わないよ。揺ゆるぎない目をしている」

「ギャグセンスはないみたいだけどね」

「いや、僕はわりとツボだった。……それでは、試合では正々堂々と戦おう！」

　ラインハルトが爽さわやかにそう言って、その場から立ち去っていった。

　アルも同じことを考えていた──揺るぎのない目をした二人だった。

　彼らがエゼキエルやイルメリアの企くわだてにかかわっているとは思えない……。

「うにゃ～……、アルくん、強そうな二人だったね～！」

　ミーアがぎゅっとアルに抱だきついてくる。

　その手がやや冷たく震えていることに、アルは驚おどろく。

　少し過か剰じように臆おく病びようになっているな……。

　彼女はもともと戦いに気き後おくれするような性格ではないのに。

「わ、私勝てるかな～、アルくん……」

「大丈夫だよ、ミア姉。自信をもって」




　アルは広場から離はなれて、物もの陰かげへと歩いて行った。

　そこで──遠くへと解き放っていた魔力と魂たましいを、自らのすぐ傍そばに引き寄せる。

　アルの足元の影かげが膨ふくらみ、一人の少女の姿を象かたどっていく。

　瞬またたく間に、それはひざまずく黒衣の少女となった。

「カナエ、調査の進展はどうだ？　あと別にひざまずかなくていい。そういうの嬉うれしくないから」

　時の牢獄でその魂をアルに捧ささげ、眷けん属ぞくとなった過去の英雄。

　東方イズルビ皇こう国こくの剣聖カナエ・リンザキはすっくと立ち上がって問いに答えた。

「……エゼキエルとイルメリアの近辺に怪あやしい動きは何もない。私に感じ取れないギフトのような超ちよう越えつ的な力がかかわっていれば話は別だが……」

「そこは気にしなくていい。ニンジャの国の英雄が言うことだ、信じるよ」

　カナエはじろりとアルを睨にらんだ。

「西方の国々は忍にん者じやを伝説視しすぎだ……普ふ通つうの諜ちよう報ほう員だぞ。そも私は剣術家であって、忍者ではない。イズルビ出身というだけですぐに忍者と結びつけるのはやめろ」

「だって……ニンジャって響ひびきに十二歳の心がワクワクしてしまうから……」

　アルベルトだった頃から、ニンジャには憧あこがれていたのである。

　アルはさらに別の魂を己おのれの元に、次々と引き寄せた。

　時の牢獄の英雄たちがアルの周りにその姿を現していく。

　アルは眷属として自分の魂と同化させていた彼らの魂を切り離し、魔力で一時的に肉体を与あたえ、独立行動させることができる。

　彼らを密みつ偵ていとして、大会にかかわる人物を探らせていたのだ。

「アレクサンダー組に怪しい動きはみられなかった」

「イルメリアにも怪しい動向なし」

「ラインハルト組も同じく……」

　次々と異常なしという報告が届く。

　アルは思案した。これは普通に大会が行われると思っていいものか？

　──『ギフトのような超越的な力がかかわっていれば話は別だが……』。
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　第一試合はその日のうちに行われた。

　会場は学院内の闘とう技ぎ場だが、入学試験での模も擬ぎ試合と違ちがうのは、観客の数と熱量だ。

　勇者候補の学生に最さい高こう峰ほうの戦いを見せるという趣しゆ旨しの大会だったが……、

　観客は生徒だけではない。世界中から物好きな貴族たちが集まっているようだ。

「やれー、ラインハルト！　あんなガキ、秒でぶっ倒たおせ!!」

「わかってないな、情報弱者め！　あのガキは神童だぜ！」

「大穴狙ねらいだ！　やっちまえアルフレッド！」

　しかも賭と博ばくまで行われているらしく、実に柄がらの悪い歓かん声せいが響いている。

　とはいえ……その収益金は勇魔大戦に向けた世界中の軍事費に還かん元げんされるとのことなので、あまりとやかく言うものではなさそうだが。

　品が良いとはいえない雰ふん囲い気きの中で、アルたちとラインハルトたちが対たい峙じした。

「正々堂々戦おう、神童！」

　そう爽やかな笑えみを浮うかべる好青年、ラインハルトのレベルは３６５。

　所有するギフトは【百ひやつ剣けん観音】。

　紛まぎれもなくアルが転生してから出会った人間の中で、最上位の力量の持ち主だ。

「よろしく。……どうせすぐ終わるでしょうけどね」

　高こう慢まんな態度で言い放つ少女魔術師、ウェズゴアのレベルは３６４。

　所有するギフトは【百列思考】。

「よ、よろしくお願いします！」

　それに対してぎこちないお辞じ儀ぎを返すミーアのレベルは、時の牢ろう獄ごくで鍛たん錬れんするごとに上がっていき、弓や剣のスキルを極きわめた上で３００にまで至っていた。




「ミア姉が前衛で、俺が後衛でいこう」

　いったん相手と距きよ離りを置きながら、アルはミーアに耳打ちする。

　おのずとミーアはラインハルトと、アルはウェズゴアと対することになるはずだ。

「わ、わかった！　お姉さんがアルくんを守るね！」

「もう緊張は大だい丈じよう夫ぶ？」

　いざ勝負という段になって動きが鈍にぶるような性格ではないと思うが……。

「大丈夫……」

　ミーアはぐっと拳こぶしを握にぎって頷うなずいた。

「大丈夫、アルくん……ちゃんと戦って、私は存在価値を示してみせるから」

　……存在価値、だって？

「それでは両者……試合開始！」

　アルのかすかな疑念を遮さえぎるように、試合が始まった。




　前衛として、ミーアは短刀を手に真っ向から駆かけた。

　弓だけが彼女の武器ではない。

　迎むかえ撃うつラインハルトから、ギフトが使われる気配がする──。

「志半ばに斃たおれし達人芸たちよ……我が身に宿れ──【百剣観音】」

　ラインハルトは剣を抜いた。

　両手で腰こしの二本を──それと同時に視みえない無数の手が、ラインハルトの全身に携たずさえている剣を引き抜いた。

　百の魔ま剣けん──は言い過ぎにしても、その全身から花が満開に咲さき乱れるかのように、二十本以上の剣が抜ばつ刀とうされた。

　その剣のいずれもが魔力を帯びた魔剣。刀身が炎ほのおを帯びているものがあれば、冷気を帯びているもの、電流を帯びているもの……すべてが一様ではない。

「で、出た！　ラインハルトのギフト！　一試合目から本気モードだ！」

「手の内がバレても、誰だれにも見切られないという自信があるんだ！」

「事実！　あれを避よけられたやつはいないと聞くぜ！」

　観客たちが大歓声をあげた。

　なるほど、これが百剣観音。ラインハルトから放射状に刃やいばが広がっていくその姿は、東方の千手観音像と良く似ていた。

　ミーアは思わずたたらを踏ふんで立ち止まる。

「僕は手加減も油断も出し惜おしみもしない……ひとえに切り刻む！」

　ラインハルトが一いつ喝かつした。

　微び動どうだにせぬラインハルトの身から、花びらが散り乱れるかのように──無数の魔剣がおのずと動き出してミーアの周囲に展開されていった。

　まさしく上下左右、縦じゆう横おう無む尽じん。

　見えない手に操あやつられた魔剣が、一いつ斉せいにミーアに襲おそいかかる。

　確かにそれは、余人に見切ることなど困難極まりないに違いない。

　──だがミア姉なら、これぐらい大丈夫だろう。アルはそう予測する。

　ミーアの翡ひ翠すい色の瞳ひとみが、無数の魔剣を捉とらえて輝かがやいた。




「……大賢者アルベルトの生まれ変わりだなんて、ふざけたことを言ってくれるじゃない。私はアルベルト様に憧れて魔術師になったのよ。許せない戯たわ言ごとだわ」

　一方、ラインハルトの後方で、魔術師ウェズゴアもギフトを発動させていた。

「思考の奔ほん流りゆうよ、千ち々ぢに分かたれて光の大河となれ──【百列思考】」

　ウェズゴアの全身に身につけた杖つえが一斉に輝き、それぞれが術式を浮かび上がらせる。

　一つや二つではない……七つもの魔術が同時に編み上げられていく！

「ウェズゴアもやるつもりだ！　ギフトを使っての……同時多重詠えい唱しよう！」

「七色の術式が絢けん爛らんに輝く彼女のオリジナル技わざ、レインボースペル！」

「あの輝きに魅み入いられたら最後……逃のがれることも耐たえることもできない!!」

　観客たちがノリノリだった。

　思考を限りなく分ぶん岐きさせ、無限に並行思考できるというギフトか。

　彼女のスペックでは七種の魔術を同時に扱あつかうのが限界のようだが……それでも大したものだ。

　複数の魔術を同時に発動させると魔力や集中力が分散されてしまい、かえってトータルの破は壊かい力が激減してしまうものだが……。

　ギフトのおかげで威い力りよくの低減がほとんど生じていない。

「大だい賢けん者じやはあらゆる魔術を使いこなせたという……私はあらゆる魔術を、同時に使いこなせる『超賢者』になる！　見なさい、これがその第一歩……レインボースペル!!」

　赤、青、紫むらさき、黄色、緑……さまざまな色しき彩さいの光が乱らん舞ぶする。




　──七つの魔術は微び妙みような時間差をもって発動した。

「上級重力場ハイ・グラビトン！」

　まず強力な重力場を発生させ、敵を大地に釘くぎ付づけにする。

「超級エクス・水流波アクアスクリーム!!」

　次いで重力場に水流を放ち、逃れることのできない大おお渦うずの中に敵を閉じ込める。

「上級旋風陣ハイ・トルネード！」

　水流を竜たつ巻まきが囲い込み、その勢いを増ぞう幅ふくさせてゆく。

「上級ハイ・フ氷結刃リージングエツジ！」

　冷気を帯びた水流の内部で氷の刃が発生し、敵を切り刻む。

「上級ハイ・岩石弾アースバレツト！」

　大渦の中に岩石の弾だん丸がんを撃ち込む。それは激しい濁だく流りゆうの中で敵をズタズタに打ちのめす。

「超級エクス・雷鳴弾ライトニングボルト!!」

　強力な稲いな妻ずまを濁流の中に撃ち込み、伝導体たる水の中の敵を感電・焼しよう尽じんさせる。

「とどめよ……超級エクス・爆裂魔術エクスプロージヨン!!」

　電流を帯びた水流の中心からカッと閃せん光こうとともに大だい爆ばく発はつが生じ、水も敵もすべてが蒸発していく──。




　これは……凄すさまじい魔術だ。

　アルは感動を覚えた。これは自分のコピーではない。ウェズゴアの完全なる独創オリジナルだ。

「どう!?　……やった!?」

　ウェズゴアはぜえぜえと息を切らしながら、土つち煙けむりと水蒸気の向こう側に目を凝こらす。

　その背後から、アルはささやきかけた。

「息切れしているじゃないか。大技を繰くり出すときは、かわされたらどうするか考えておかなきゃダメだよ」

　ウェズゴアはぞくりと身を震ふるわせて背後を振ふり向いた。

　アルは、そこにいた。

「重力場で捕とらえたのにどうして……ひっ!?」

　ウェズゴアは恐きよう怖ふの悲鳴をあげた──背後にアルは、三人いたのだ。

　しかも寸すん分ぶん違たがわず同じ姿をした三人のアルが、同時に口を開く。

「センスも才能もあるけど、あなたには自分と同等以上の強敵との経験が足りない」

「どうしてって、重力を振り切って普ふ通つうに来たけど、見えなかった？」

「面おも白しろいものを見せてくれてありがとう。これがあなたへの感謝と評価だ」

　三人のアルが、同時に三色の術式を浮かび上がらせる。

　虹にじ色には四色も足りないけれど。

「極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマ」

「極大グラン・氷結地獄コキユートス」

「極大雷鳴地獄グラン・トラロツク」

　いわば三属性トリニテイ・極大破壊グランデイザスター──漆しつ黒こくのアルベルトを葬ほうむったときの複合魔術の弱体版だ。

「ハ、上級ハイ・魔力結界マジツクシールド……!!」

　ウェズゴアはかろうじて防ぼう御ぎよ魔術を編み上げて発動させ、そこに魔力を注ぎ込む。

　しかし極大格グランクラスの氷結魔術は結界もろともウェズゴアを氷に閉とざし、それを極大格グランクラスの稲妻が打ち砕くだき、巻き起こる極大格グランクラスの爆ばく炎えんがすべてを包み込んでいく──。

　彼女なら、これぐらいまで耐えられるだろう。

「きゃあああああああああああっ!!」

　悲鳴。その魔術規模に──強つわ者ものの戦いを見慣れた観客たちがどよめいた。

「ウ、ウェズゴアが一いち撃げきで!?」

「何だ今のは……極大格グランクラスを三連発だと!?」

「そもそもあいつはなんで分ぶん裂れつしてるんだ!?」

　極大格グランクラスの魔術の嵐あらしに巻き込まれて悲鳴をあげたウェズゴアだったが……、

　防御に注げる限りの魔力を注ぎ込み、肉体的には無傷だった。

　……まあ、極大格グランクラスなどと大おお仰ぎような魔術を使ったが、魔力は本気で注いではいない。

　しかしウェズゴアは魔力の欠けつ乏ぼうを起こし、その場に頽くずおれた。

　ぜえぜえと息を荒あらくしながら、意識を混こん濁だくさせている。完全に戦せん闘とう不能である。

「そ、その分身、どうして……」ウェズゴアが喘あえぐように問いかける。

「魔力で生み出した自律行動可能な分身だよ。こいつを動かせば、あなたのギフトがなくとも多重同時詠唱ができる」

　アルは二体の分身をかき消した。ウェズゴアは表情に絶望を浮うかべた。

「そ、そんな……私のレインボースペルを真ま似ねするなんて……」

「でも力技で分身なんて生み出すのは、魔力の消しよう耗もうが激しすぎて割が合わない。ちょっと真似をしてみせたけど……レインボースペルはあなただけのものだよ」

　ウェズゴアの朦もう朧ろうとした顔に、安あん堵どの色が差した。彼女の誇ほこりを傷つけたかったわけではない。

「あなたが極大格グランクラスまで使いこなせるようになれば、もっとすごいことができるさ」

「……あなたはまさか……本物の賢者アルベルトなの……？」

　最後にうわ言のように問うて、ウェズゴアは意識を失った。

　だからそうだって言ってんだろ。




「何な故ぜだ！　何故……僕の魔ま剣けんが当たらない!!」

　無数の魔剣を繰り出しながら、ラインハルトが叫んだ。

　上下左右、あらゆる角度から魔剣がミーアに襲いかかっている。

　ミーアはその軌き道どうのすべてを見切り、無数の剣線のわずかな間かん隙げきをくぐり抜ぬけ、踊おどるように回かい避ひしていた。

　回避する隙すき間まが見つからないときは、短刀を振るう。オリハルコン製の刃はミーアの技量の鋭するどさも相まって、魔剣をことごとく真っ二つに両断した。

　もはや空を飛ぶ魔剣より、息絶えたように地に転がる魔剣の方が多いほどだ。




　──【千せん里り眼がん】。

　ミーアの持つそのギフトは、ただ遠くの敵を狙そ撃げきするためだけのものではない。

　背後から、空中から、地中から……どこから敵が来ようと、彼女は敵を見失わない。

　ゆえに接近戦において、ミーアという少女に死角は存在しない。

　千里眼とはすなわち『空間を支配する力』であった。




　そのとき観客席から歓かん声せいが上がり、ラインハルトは倒たおされるウェズゴアを横目にした。

　バカな、あんな少年にウェズが！

　ラインハルトは焦あせりの表情を浮かべた。相手が魔剣に翻ほん弄ろうされ、隙を見せたところをラインハルト自身が一刀両断するのが彼の必殺の戦術であった。

　だがこのまま手をこまねいていても、魔剣が減っていくばかりだ。

　しかもウェズゴアがやられたということは、これから二対一となる……。

　魔剣から身をかわすミーアが背中を向けた瞬しゆん間かん──ラインハルトは即そく座ざに決断した。

「ハアッ!!」

　一呼吸で馳はせよって気合一いつ閃せん、手にした魔剣を振るった。

　むろん、彼自身の剣撃の速さと鋭さは、ギフトの見えざる手によるものとは比べるべくもない。

　だがミーアは背中に目がついているかのように身をかがめてそれを回避。

　そのまま腰こしを捻ひねらせ、一いち瞥べつもしないまま正確無比な回し蹴げりを放った。

　それがミーアの初めての反撃だった。

「なにっ!?」と、ラインハルトが驚きよう愕がくの声をあげる。

　ミーアは放てる限りのすべての魔力を蹴りに集中させていた。

　防御のことを一いつ切さい考えない魔力の一点集中。それは相手の攻こう撃げきが自分に当たることはないと、完全に見切ってのことだ。

　逆にラインハルトがその反撃をまったく予期できなかったのは、ミーアのギフトがどういう理り屈くつのものか、最後まで見切ることができていなかったためだ。

　それが決定的な差となった。

　ズドン!!と、人間の肉体同士がぶつかり合ったとは到とう底てい思えぬ音が響ひびき渡わたった。

「うげぇあああああああああああああああっ!!」

　腹を真っ直すぐ蹴り上げられたラインハルトは、濁にごった悲鳴をあげながら闘とう技ぎ場の端はしまで吹ふっ飛んでいく。地面に叩たたきつけられ、ラインハルトは血ち反へ吐どまみれになってもがいた。

「勝った！　……やりすぎた？」ミーアが呟つぶやいた。

「ラ、ラインハルトが立てねえ！　勝負あったのか!?」

「あれ……内ない臓ぞう破は裂れつとかしてないか？」

　アルと違ちがってミーアは手加減ができないことが、ラインハルトにとっての不幸となった。




　　　　†




「やったーっ！　アルくん勝ったよっ！」

「まあ、当然の勝利だよ……うぷっ」

　余よ裕ゆう顔のアルを大喜びのミーアがぎゅっと抱だき締しめ、おっぱいに顔が埋うもれてしまう。

　リング上では治ち療りよう班の魔術師が慌あわててラインハルトに駆かけ寄り、傷の治療を始めている。

「……でも戦う相手が逆だったら、どうなってたかわからなかったかも……」

　ミーアがぽつりと呟く。

　確かにアルはラインハルトの魂たましいを鑑かん定ていした上でミーアと戦わせるようにした。

　もしもミーアとウェズゴアが戦ったら、もっと泥どろ試合になっていたかもしれない。

「……えへへっ！　かわいい師し匠しようのアルくんが優ゆう秀しゆうなおかげだね！」

　いっそう力を込こめてアルを抱き締め、おっぱいで呼吸困難にさせてくる。

「かわいくて頼たのもしいアルくん世界一かわいいよ～っ!!」

　とはいえ、元気になってくれたならそれに勝まさることはない。

　いつも通りのテンションになってくれて、アルは安堵の息をついた。

「アル、ミーア……おめでとうございます……」

　アリアも観客席から降りてきて、アルたちを祝福してくれた。




　第一回戦は試合数が多いため、学院内の四つの闘技場で四試合が同時に行われている。

　そのためアルたちの試合が終わっても、学院内はあっちこっちで歓声が起こっている。

「カティとエステラの試合を観みに行こうよ」

　ミーアとアリアと手を繋つなぎながら、アルは言った。

「私たちの次の対戦相手もまだ試合してそうだけど、観なくていいの？」

　ミーアがちょっと不安げに言う。

「相手の強さなんて見ればわかるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「流石さすがアルです……。アルが言うことなら間違いありません……」

「わ、私だってアルくんのこと信じてないわけじゃないもんっ！」

　これはいわゆる両手に花……いや『両手にお姉さん』とでもいうべき状態か。

　なかなか心がときめくものがある。

　目当ての闘技場に近づくと、地響きのような大歓声が聞こえてきた。

　なかなか盛り上がっているようだ。

「せやぁあああああああああああああああっ!!」

　気合のこもった女の声がする。

「ぬ、ぬわぁあああああああああああああん!?」

　ドＭの声がする。

　そして激しい干かん戈かを交える音──。




　果か敢かんに攻せめているのはウィルグレム・ウェザーフッド──アルたちの担任教師だ。

　レベル２５８、ギフトは持たないが豊富な実戦経験をもつ魔剣士。

　攻撃魔術を詠えい唱しようしながら、稲いな妻ずまを宿した魔法剣を振るって猛もう攻こうを見せている。




　それを必死ながらも活いき活きとしたツラで受け止めているのはエステラだ。

　主あるじ（と少年）を守るためなら、苦痛は彼女にとって快感となる。

　時の牢ろう獄ごくでそのレベルは２５５まで上がっている。何よりも単純なレベル上げより、アルのシゴキによって守備技術を飛ひ躍やく的に上じよう昇しようさせていた。

　盾たてで受ける、剣で弾はじく、守護結界を張る──無む駄だのない動きで的確に相手の攻撃をシャットしている。学生とは思えぬその奮ふん闘とう振ぶりに、観客は沸わいていた。




「豪力招来ウオークライ！」

　ウィルグレムの相方──ピルグリム・ウェザーフッドという名の男が魔術を発動させる。

　レベル２４３。補助魔術を得意としているようで、ウィルグレムの戦闘力を底上げさせ続けている。

　だが今の補助魔術はミスだ。エステラの盾はオリハルコンで出来ている。攻撃力を高めたところで打ち壊こわすのは困難、速度を上昇させる補助魔術の方が良かっただろう。




「超級エクス・爆裂魔術エクスプロージヨン！」

　カティは相方のエステラに守ってもらいながら、アルから教わった術式で素す早ばやく攻撃魔術を連発させている。そのレベルは２７０。ウィルグレムが少しでも隙を見せれば、万ばん能のうアタッカーの面めん目もく躍やく如じよとばかりに両手槍やりで蜂はちのように突ついてくる。

　ピルグリムの補助魔術で能力値ステータスを上昇させているウィルグレムだが……攻撃はすべて弾かれ、カティの攻撃がチクチクと体力を消耗させていく。その表情には焦しよう燥そうの色が濃こい。




　やがてターニング・ポイントが訪おとずれた。

　ガキィイイイイイイイイン！

　戛かつ然ぜんたる音を響かせて、ウィルグレムの剣が折れた。

「あ～～～～～～っ！」

　ウィルグレム先生が涙なみだ目めになって叫さけぶ。

　……そういえばオリハルコンの作り方をウィルグレム先生に教えるという約束をまだ果たしていなかったな。それが勝負を分けてしまったか。

　その瞬間、カティだけでなくエステラまでもが攻撃に転じた。

　剣を失ったウィルグレムならば恐おそるるに足らないという判断。

　そしてピルグリムは戦闘の大半をウィルグレムに依い存そんしたサポート役だ。

　ウィルグレムはボッコボコにされ、その後にゆっくりとピルグリムもボッコボコにされた──。

「決して優勝候補ではないが……大会常連のウェザーフッド兄妹きようだいが負けた！」

「しかも相手は学生……勇者学院の一年だぞ!?」

「じゃあ魔剣士ウィルグレムは……教え子に負けたのか!?」




「う、うぇええええええええええええええええんっ!!」




　カッと閃せん光こうが迸ほとばしって変へん化げの魔術が解け、ウィルグレムは幼女の姿となった。

　二十五歳らしからぬ幼い外見をしている彼女は、普ふ段だんは変化の魔術によってかっこいい大人の女性に化けているのだ。

「なんだありゃ!?　かわいい！」

「歴戦の魔剣士ウィルグレムが幼女になった!?　かわいい！」

「かわいいぞ！　激カワだ!!」

　その真の姿に観客席が騒そう然ぜんとなった。

「うぇええええええええええええええええんっ!!　生徒に恥はじかかされた～～っ!!」

　戸と惑まどいと驚おどろきに満ちる闘技場を尻しり目めに、ウィルグレムは泣きながら駆け去っていく。




「びえええええええええええええええええええええええええええええっ!!」

　泣きながら闘技場を飛び出していくウィルグレムを、先回りしたアルが立ち塞ふさがって抱き留めた。

「お疲つかれ様です、先生」

　ポンポンと肩かたを叩いて労ねぎらってやる。

「あ、あるふれっど～～っ！」

　ウィルグレム先生はポロポロと涙をこぼした。

「わ、わたし弱くないもん～！　わたしが弱いわけじゃないもん～～！」

「大丈夫ですよ、みんなわかってますよ。先生は強いって」

「ど、どうしてわたしばっかこんな恥かかされるの～～っ!!」

「いつかいいことありますよ」

　だいたいアルのせいだったが、アルは素知らぬ顔で慰なぐさめ続けた。

「ウィル、ダメじゃないか、対戦相手との挨あい拶さつも終えずに……おや？」

　ウィルグレムのパートナーのピルグリムが追いかけるように闘とう技ぎ場から駆けだしてきた。

「にいや！」と、ウィルグレムが跳はねるように振り返った。

　そしてピルグリムの方に駆けて行き、小さな体で鮮あざやかにドロップキックを決める。

「ぐえっ！」

「にいやがーっ！　にいやの呪じゆ文もん詠えい唱しようがおそいから負けたんだーっ！」

　ポカポカとピルグリムを殴なぐりながら言う。

　ウィルグレム先生は甘え妹属性の持ち主でもあったらしい。

「しょうがないじゃないか。だって相手、なんか見たことのない術式使ってたぞ」

　ウィルグレムはギロリとこっちを睨にらんだ。

「やっぱりおまえが悪いんじゃないかーっ！　いつもいつもーっ！」

　いかん、バレた。

　アルはその場から逃にげ出した。




　　　　†




「さて、あと観ておきたいのは一回戦の最終試合だな」

「……姉さんの試合？」

　姉と呼ぶのに一いつ瞬しゆん躊躇ためらいながらも、ミーアがそうたずねてくる。

　アルたちはその試合が行われている闘技場へと向かった。

　──周囲の人の流れが、みんな同じ方に向かっている。

　それもそうだろう、これからそこで行われるのは大会を三連れん覇ぱ中の優勝候補と、この国で絶大な人気を誇ほこる王女の試合だ。




　アレクサンダー・ガーランド。レベル４２５。

　所有するギフトは百器羅刹ウエポンマスタリー。あらゆる武具を極限レベルに使いこなすことができる。

　極限──武芸の力量だけで言えばアルと同等ということだ。

　パートナーはルルノア・ピッケンバーグ。レベル３５８。

　純白のローブに身を包む、静やかな金きん髪ぱつの女性だ。

　あの結界魔術の名門ピッケンバーグ家の生まれだが、漆しつ黒こくのアルベルトが定めた術式を否定して独自の術理を追求し続けたことで破門されたという異い端たんの才さい媛えんだという。

　無類の近接戦闘力を誇るアレクサンダーが、人類最高レベルの守護結界を得て究極の重戦車と化して敵を粉ふん砕さいする──。




　対するはエメラルダ・エムプレア・アメリア。レベル５８７６。

　誰たれぞ知らん、絶望的なまでのレベルと能力値ステータスを秘ひめている。

　その正体は魔ま王おうである。

　所有するギフトは暗黒領域ダークマター。異次元のエネルギーと重力を自在に操作する。

　パートナーはイルメリア・サブナック。レベル６６６。

　こいつもまあ、強い。その正体は──そうとう上位の魔族だろう。




「恐れながら殿でん下か……ここは貴女あなたのような方がおいでになる場所ではありません。面おも白しろ半分に足を踏ふみ込めば……怪け我がをなさることになる」

　相手の正体を解さぬアレクサンダーが、諫いさめるように告げた。

　エメラルダはにやりと笑った。

「心配無用。王たるもの、何者にも負けぬつもりで鍛たん錬れんしてきた。我が万が一にも敗北を許せる相手は勇者と魔王のみ。……ようやく、自分の実力を確かめる機会を得られた」

「名君に武など不要ぞ、殿下」

「……貴様はそれほどの力を持ちながら、血筋が貴いだけの王族に傅かしずくことに不満を感じていないのか？　そんなことはあるまい。強きよう者しやが頂点に君臨する……これほどシンプルで納なつ得とくできる摂せつ理りはあるまい」

「……貴女には大器がある。しかし傲ごう慢まんだ」

　アレクサンダーは腰こしから剣けんを抜ぬき、ぶんと振るった。

「それでは始めましょう、殿下。今ここで我が武が貴女の傲慢をへし折らねば、貴女は弱者を踏みにじることを厭いとわぬ暴君となる。そんな予感がいたす……！」

「面白い……どちらがへし折れるか試ためしてみよう!!」




「第一回戦最終試合……はじめ！」




　大だい歓かん声せいに包まれながら、試合開始が宣言される。

「ククク、ふはーっはははーっ!!」

　いつに変わらず無む邪じや気きな子供のように笑いながら、エメラルダは大地を蹴けった。

　──その瞬間、彼女の体は重力から解き放たれ、予想だにできないスピードで疾しつ駆くする。

「ぬぅ!?」

　半ば不ふ意い討うちのような加速にアレクサンダーが対応できたのは、流石さすがは前回優勝者というべきだろう。

「悉ことごとく打ぶち壊こわれよ……ブレイクブレイド！」

　闘技場の地面が割れてゆき、地じ盤ばんが砕くだかれ、岩石や砂じや利りがエメラルダの大剣に密集してゆく。

　エメラルダは足を踏みしめ、その巨きよ大だい剣を振り下ろす。

　踏み込んだ足、振り下ろした瞬間の巨大剣は、ギフトの力によって重力を何十倍にも増ぞう幅ふくさせている──それによって獲かく得とくされる、身の毛もよだつほどの速さと威い力りよく。

　武を極きわめしアレクサンダーは、手にした剣でその一いち撃げきを受け止めた。

　否いな、受け止める刹せつ那な──剣先を精せい緻ちに捻ひねった！

「……柔じゆうよく剛ごうを制す!!」

　アレクサンダーはエメラルダの剛力を真っ向から受け止めず、受け流すことを選せん択たく。

　それは見事な達人芸となるはずだった。

　エメラルダは笑った。「逃のがさぬ！　受け止めよ！」

「何っ!?」

　そのとき、アレクサンダーの剣の操作が乱れた──エメラルダのギフトの力、重力操作によって。

　繊せん細さい極まりない達人芸は、重力の横よこ槍やりによって破は壊かいされた！

　アレクサンダーは、エメラルダの異能が重力操作であることを見み抜ぬけなかったのだ！

　ずしり、とアレクサンダーの剣にエメラルダの大剣が振り下ろされる。その衝しよう撃げきは流されることなく──、

「光晶障壁ルミナス・シールド!!」

　ルルノアが詠唱を間に合わせ、光の障しよう壁へきを割り込ませる。しかし──、

「ぐあああああああああああああああああああっ!!」

　──エメラルダの一撃はアレクサンダーの剣をへし折り、障壁を打ち砕き、アレクサンダーの肩から胴どう体たいを打ち砕いていた。

　ぐしゃり、とアレクサンダーは頽くずおれる。その姿は、すでに敗北者だった。




　あまりの呆あつ気けなさに、観客が戦せん慄りつする。

「貴様も……その護まもりの力を我の傍そばでとくと見せてみよ！」

　エメラルダがルルノアに向けてくいっと手招きする。

　するとルルノアの体が見えざる重力によってエメラルダへと引き寄せられた。

「ひっ……ル、光晶障壁ルミナス・シールド……！」

「脆もろい!!」

　ズガン！と轟ごう音おんを発し、エメラルダの剣は障壁ごとルルノアを斬きり伏ふせた。彼女も血を噴ふいてその場に倒たおれる。もはや立つことはできまい。

「これが……前回優勝者か」

　返り血を重力操作で弾はじき返しつつ、エメラルダは物足りなそうに呟つぶやく。

「ま……まだ、だ……」

　アレクサンダーは血ち塗まみれになりながら折れた剣を捨てて槍やりを取り、立ち上がった。

「苦しむ時間が長引くだけだ。負けを認めて治ち療りようを受けろ」

　エメラルダは慈じ悲ひさえ感じる口ぶりで告げる。だが、

「ふふふ……危ないですよ、殿下！　極大グラン・轟炎弾パイロバレツト！」

　イルメリアが深しん紅くの術式を浮うかび上がらせる。

「っ!?　やめろイルメリア！　もう勝負はついている」

　咄とつ嗟さにエメラルダが制止の声をあげるが……術式から轟ごう炎えんの弾だん丸がんがいくつも撃うち出され、アレクサンダーの全身を焼き抉えぐった。

「あっがあああああああああああああああああああああっ!!」

　アレクサンダーの体中に風穴が開き、全身が炎ほのおに包まれていく。

「あら？　頭と心臓を狙ねらったのに……ちょっとだけズレたかしら」

　イルメリアが小さくつぶやいた。

「し……試合終しゆう了りよう!!」

　慌あわてて宣告がなされ、治療魔術師たちがアレクサンダーに駆かけ寄っていく。

「貴様っ!!」

　エメラルダがイルメリアの胸むなぐらを掴つかみ上げた。

　しかしイルメリアは「ふふふ……」と笑うばかりである。




　──弾丸が外れたのは制せい御ぎよのズレではなく、客席からのアルの妨ぼう害がいによるものだった。

　現代の医療魔術では、頭部と心臓の欠損は治療できない。

　イルメリアはアレクサンダーを殺すつもりで術式を編んでいたのだ。

　それを読み取ったアルは、すかさず隠いん蔽ぺいした魔力でイルメリアの術式を書き換かえた。

　何者かの妨害を受けたのではなく制御ミスだと思うように、わずかに。

　その結果、弾丸は急所から逸それていった。

「……」

　アルは嘆たん息そくした。

　エメラルダは正々堂々と戦っていたが、後味の悪い試合となってしまった。




　　　　†




　二回戦は午後からだ。いったん昼休みを挟はさむこととなっている。

　アルたちは学院の緑豊かな中庭で、お弁当を広げ始めた。

「おおっ……ついに私もアルくんの手料理を食べるときが……！」

　エステラが感激の声をあげる。

　そういえば、カティとエステラにはまだ手料理を振ふる舞まったことがなかったのだ。

「アルくんの、小っちゃな少年の手でぺたぺた触さわって作った料理……そんなのもう、アルくんを食べてるようなものではないか！　蒸むれる……♡」

　食欲とは違ちがう欲で、エステラがよだれを垂らさんばかりの顔をする。

　そんな間接カニバリズムで喜ばれるより、味で喜んでもらいたいものだ……。

「アルくんさんに全員分を用意してもらうなんてもうしわけないです……」

　事前に言ってあったことなのに、カティがしゅんとしてしまう。

「みんなは時の牢ろう獄ごくで思いっきり鍛錬して、しっかり休む必要があったからね」

　すでに修しゆ行ぎようを終えたアルは現世でヒマ人なのだ。

　見み映ばえや女子ウケという新たな観点も身につけたことだしな。

　この手料理で……お姉さんたちのハートをがっちりキャッチしてみせる！

「う、美味うまい！」「美味おいしいです！」

　一口食べるなり、エステラとカティは声を合わせる。うむ、良かった。

「ど、どうしてこんなに美味しいのですか……？」

「アルくんの果か汁じゆうでも入ってるのか？　いたいけな少年の果実から……ゴクリ！」

　そんないかがわしいもの入ってねえよ。

「料理も錬れん金きん術じゆつみたいなものだよ。物質の小さな単位の性質を理解し、どう働きかけるか……そこで味が決まる」

「アルの料理に慣れてしまうと……また一人暮らしになったときギャップに苦しむことになります……。真ま似ねしてるつもりでもなかなか上手うまくいきません……」

　アリアがしゅんと肩かたを落とした。

「いろいろ試行錯さく誤ごしてみるといいよ。アリアは錬金術が得意なんだから。太古の昔、料理と錬金術は同じものだった」

「アルくんさんはやはり大だい賢けん者じやなのですね。こんなにお小さくてらっしゃるのに……」

　カティが尊敬の視線を向ける。丁てい寧ねいすぎて奇き妙みような言葉づかいになってるぞ。

　ふと、アルはミーアが会話に加わらず「んむ～」という顔をしているのに気がついた。

「ミア姉？　考えごと？」

　アルはミーアのほっぺたをつっついた。「ふにゃっ!?」とミーアが声をあげる。

「う、ううん……何でもないよ！　午後も頑がん張ばろうね、アルくん！」

　ミーアは誤ご魔ま化かすように笑った。




　アルとミーアは第二試合の相手と向かい合った。

　白魔術師フレイア・サンデイ──レベル２８５。

　くるくるとロールさせた髪かみ型がたが印象的な、ツンとした目つきの少女。

　所有ギフトは【魂の共振リゾネイト・魔力増・オーラ】。

　絆きずなを結びあった対象と魔力を増幅させあうというもの。

　そして死し霊りよう魔術師ネレイア・マンデイ──レベル２７９。

　紫むらさき色いろの髪で片目を隠かくした、陰いん気きな雰ふん囲い気きの少女だ。

　所有ギフトは【魂の共振リゾネイト・詠唱加速・チヤツト】。

　絆を結びあった対象と詠えい唱しよう速度を加速させあうというもの。

　──たまたま同系統のギフトの所持者同士という、天文学的な確率のコンビであった。

　本来の能力値ステータスではあり得ない威力の魔術をあり得ない速度で連発してくる、魔術超ちよう特化コンビといえよう。

　弱点もはっきりしている──二人とも純じゆん粋すい魔術師で、接近されたら為なす術すべがないことだ。

　しかしアルは二人が使える魔術のレパートリーまでも、魂たましいを鑑かん定ていすることで見通した。

　ふむ、とアルは思案した。そうは簡単にいかないようだ。




「二回戦第一試合、はじめ！」

　審しん判ぱんが試合開始を宣告する。

「……接近さえできれば余よ裕ゆうだなんて思ってるんでしょうけど、そうはいきませんわ！」

　すぐさまフレイアが叫さけんだ。

「神霊セイクリツド守護兵・サーバント！」

　真っ白い光とともに、フレイアの目前に魔力で形成された騎き士しが十体並んだ。

　同時にネレイアも魔術を発動させた。

「……亡魂操奏リ・アニメイト、屍鬼創造ゾンビ・クリエイト……」

　あの年ねん齢れいであの魔術を使いこなすとは大したものだ。

　ネレイアは自我と記き憶おくを失った亡ぼう魂こんに仮かり初そめの肉体を与あたえ、使し役えきした。

　こちらも計十体がネレイアを守るように並んだ。

「ふふふ……私わたくしに接近戦を得意とするパートナーなんて必要ないってことを証明してさしあげますわ！　そのために修得した魔術ですのよ！」

　フレイアが誇ほこらしげに高笑いする。

「フレイアちゃん、私とコンビを続けるために新しい魔術を修得してくれたんだね……」

　ネレイアが嬉うれしそうにぎゅっとフレイアに抱だきつく。

「嬉しい……私も同じだよ……私たち最高のコンビだね……」

　フレイアは顔を真っ赤にし、失言に気付いたかのように口元を手で押さえた。

「し、しがみつくんじゃありませんわ！　汚けがらわしい死霊魔術師のくせに！　もうっ！」

「えへへ……好き好き、大好き……」

　ネレイアがフレイアにすりすりと頬ほお擦ずりをする。

　……このまま戦わずにずっと眺ながめていたいような気持ちに駆られるが、そうはいくまい。

「ミア姉は白い方をお願い。俺は黒い方をやるよ」

「わ、わかった！」

　……ミア姉にはもっと自信を持ってもらいたい。

　ならばここでも擬ぎ似じ的な一対一の状じよう況きようを作るべきだろう。

　アルがネレイアへ、ミーアがフレイアへ、回り込むように二手に分かれていく。

　思おも惑わく通り、彼女たちは手分けをして迎むかえ撃った。




　短刀を手に接近しようとするミーアを、魔力で生み出された守護兵たちが取り囲む。

　乱戦──しかし千里眼によって前後左右のすべてを同時に察知できるミーアにとって、それはもっとも得意とするところだった。

　魔力で生み出された兵隊の単調な攻こう撃げきを、回かい避ひしては返しの一撃で確実に葬ほうむっていく。

「神霊セイクリツド守護兵・サーバント！」

　しかしギフトの力で詠唱を加速させているフレイアも、次々に新たな兵隊を送り込んでいく。

　そうしてもみくちゃになっている間に、強力な魔術を放つ──。

「極大グラン・聖光波ホーリーライト!!」

　地上の邪じや悪あくのすべてを蒸発させるような光が、天上から降り注ぐ……！

　しかし遅おそい、とミーアは感じていた。兵隊たちの相手をしながらも千里眼でフレイアの呪じゆ文もん詠唱を察知し、その閃せん光こうから身をかわす。

　彼女は幼少の頃ころからアルを相手に修行してきたのだ。

　その反射神経、動体視力は人類のギリギリのレベルまで鍛きたえられている。

　普ふ通つうの人の戦い方は、こんなにゆっくりなのか……。

「くっ……だったら消しよう耗もう戦ですわ！　おかわりはまだまだありましてよ！　神霊セイクリツド守護兵・サーバント、押し潰つぶしてさしあげなさい!!」

　フレイアはさらに守護兵を追加させていく。

　──そのとき守護兵たちの軍勢のわずかな隙すき間まを、一本の矢がすり抜ぬけていった。

「うぐっ!?」

　それはあっさりと、フレイアの胸に突つき刺ささった。

　ひゅん、ひゅん……。

　さらに兵たちのわずかな隙間を二本目、三本目の矢がすり抜けていく。

　歓かん声せいは響ひびかなかった──それは観客たちが息を吞のむような神かみ業わざだった。

　しかしミーアにとっては難しくもない射しや撃げきだった。

　闘とう技ぎ場の半分を埋うめつくさんばかりだった守護兵たちが、一いつ斉せいに消しよう滅めつしていく。

　案か山か子しのごとく全身を射られたフレイアが、意識を失って倒たおれ伏ふしたためだ。




「……行って」

　ネレイアはアルへと屍鬼ゾンビの群れを差し向けた。

　その間に自身は強力な攻撃魔術を詠唱するという戦術なのだろう。だが──、

「霊体付与アストラル・リ・亡魂操奏・アニメイト」と、アルも死し霊りよう魔術を発動させる。

　自らの眷けん属ぞくとなっている時の牢獄の魂たちに、仮初めの肉体を与えて使役したのだ。

　カナエ、ミオ、レーゼドラマといったお馴な染じみの面々がずらりと並ぶ。

「行け」

　アルに命じられた英えい雄ゆうたちは、名もなき屍鬼たちを鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに蹴け散ちらしていった。

　モブな屍鬼では時間稼かせぎにもならない。

「えっ？」ネレイアは顔色を変えて凍こおり付いた。

「あ、あの……ちょっといいですか……？」

　優すぐれた死霊魔術師である彼女は、相手の魂の素す性じように勘かんづいたのだろう。

　戦せん闘とう中だというのに、遠えん慮りよがちに手を上げて質問してくる。

「それ……、本物の英雄の魂のような気がするんだけど……」

「本物だよ。時の牢獄って場所で彷徨さまよってたから、眷属にした」

「竜りゆう殺ごろしのレーゼドラマだ」

「輝かがやきの魔女ミオ、登っ場!!」

「カナエ・リンザキ、推参つかまつる」

　アルの眷属たちが次々と名乗りをあげる。

　全員が全員、歴史の教科書に名前が載のっているレベルの英雄たちである。

　ネレイアは涙なみだ目めになってぷるぷる震ふるえた。

「……ずるくない？」

「ずるくないよ、眷属だもん」

「ずるいよぉ～～……」

　彼女は両手を高く掲かかげて、降参の意を示した。




「またアルフレッド・ミーア組が圧勝だ！　これまでまだ一発も食くらってないぞ！」

「あいつら学院の一年生なんだろ!?　何者なんだ!?」

「大番狂くるわせだ！　決勝戦はこいつらとエメラルダ殿でん下かになるんじゃないか!?」

　賭と博ばくの投票券が、紙かみ吹雪ふぶきとなって散り舞まっていく。

「く、悔くやしいですわあ～～っ！」

　治ち療りようを終えたフレイアが跳はね起きて、泣き声をあげた。

「しょうがないよ、フレイアちゃん。ほら、二人きりで反省会しよ……？」

「あっ……ちょっと、手引っ張らないでよ……（赤面）」

　最後までイチャつきながら、二人の少女魔術師が去って行った。

「ミア姉、自信になった？」

　立ち竦すくんでいるミーアの手を取ってたずねる。

「……う、うん。思ったより……強くなかった」

　ミーアはどこか自分自身の手て応ごたえを疑うような顔つきだった。

「強かったよ、フレイアもラインハルトも。今のミア姉なら世界のどこででも生きていける、世界のどこにでも居場所を作れる。それぐらいの強さを持っている。だからもっと自信を持つべきだよ」

　アルはミーアの手を引いて、闘技場を後にしていく。

「…………でも私は、どこにでも居場所を作れるような強さが欲ほしいわけじゃないもん」

　ミーアは小声で呟つぶやいた。アルにかろうじて届かない小さな声で。




　──別会場ではカティ・エステラ組も三回戦進出を決めていた。

　そしてやはりエメラルダ・イルメリア組も。
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　明日も頑がん張ばれるようにミーアの好物だらけの夕食を作り、

　二人で一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入り、

　布ふ団とんの中で大人しくミーアの抱き枕まくらになってやり──、

　ここまでしてもミーアの元気が戻もどらない。

　困ってしまう……これ以上自分に何をしてやれるだろう。

「……ね、アルくん……」

　灯あかりを消した寝しん室しつで、不意に静かな声でミーアが問いかけた。




「アルくんには……私なんてパートナー、必要ないよね……」




　アルはハッとした。ミーアが求めている自信というのは、そういうものだったのだ。

　大会で活かつ躍やくしたからといって、周囲の人間と比ひ較かくして強いからといって、得られるものではない……相対的ではなく絶対的な基準。

　アルと対等に並び立つことができるかどうか……。

「どうしてそんなに焦あせるの？」

　そんなことは無理だとわかっているはずだ。少なくとも、すぐには。

「私、アルくんの役に立てるお姉さんになりたいよ……」

　布団の中で、アルはミーアをぎゅっと抱き返した。

　どうしてそんな風に思うのだろう。

　役に立つとかそんなことなど関係なく、ミーアを大事に、愛いとおしく思っているのに。

「俺はミア姉にもっと絶対的な安心を与えられる存在になりたいよ」

「絶対的な安心……？」

「だってミア姉は何かを不安がって、怖こわがってる」

　ずっと傍そばにいると、伝えたはずなのに。

　どうしてそんなふうに思うのか、アルにはわからない。

　世界の理ことわりを知り尽つくした大だい賢けん者じやにも、人の心のすべてはわからない。

　ミア姉には、自分の知らない一面が──心の闇やみがある。

　役に立てないと、傍にいる資格がないとでも言うのだろうか？

　──そんなことが、愛情の条件であるはずがないじゃないか。

　対等な人間同士でしか愛し合えないというなら、自分は永遠に孤こ独どくということになる。




　アルはそのとき理解した。

　──ミア姉を攻こう略りやくするというのは、そういう愛の形を手に入れるということなのだ。








六章　盟約武ぶ闘とう大会Ⅱ　闇より来きたるもの






　──準決勝第一試合。Ａブロック側の最後の試合だ。

　対する相手は【神秘の二重影えい】ことヤン・チュンリンとヤン・チュンユン。

　東方の謎なぞめいた拳けん法ぽうを操あやつる双ふた子ごの少女である。

　ヤン・チュンリン──レベル３７５。

　所有するギフトは【浸しん透とう発はつ勁けい】。打撃によって相手の魔ま術じゆつ・魔力による防ぼう御ぎよを無視し、肉体に直接ダメージを貫つらぬき通すというもの。

　ヤン・チュンユン──レベル３７５。

　所有するギフトは【陽かげ炎ろう演えん舞ぶ】。無数の分身を生み出し自在に操るというもの。

　これまでの試合をすべて同じパターンで終わらせてきたという──チュンユンが生み出す分身で相手を幻げん惑わくしチュンリンが魔力防御無視の一撃を叩たたき込む。

　二人とも東方の暗殺拳を身につけており、その打撃は肉体の内側に響ひびき渡わたって内臓を破は壊かいしてしまうという。

「ハオハオ～」なんて言って愛あい嬌きようを振ふりまいているが、えげつない恐おそるべき相手である。




　必倒の一撃を放つべく忍しのび寄るチュンリンの胸に──ミーアの放った矢が突つき刺ささった。

「ど……どうして……!?」

　ミーアの千せん里り眼がんは戦場のすべてを見通し、分身のすべてを俯ふ瞰かんしていた。

　シャングリ・ラの野山で狩人かりゆうどとして生きてきた彼女は、その中で一人だけ殺意を隠かくし切れていない者を見つけ出したのである。必勝の策は打ち破られた。

　ドスドスドス！と、チュンリンの胸に矢が次々に突き刺さる。

「ア、アイヤーっ!?」

　正体を見み抜ぬかれたチュンリンは、瞬またたく間にミーアに倒された。




「チュンリン!?」

　そう声をあげながら「……うぐっ!?」と、不意にチュンユンは呻うめいた。

　──気がつくと周囲に緑色の霧きりが立ちこめていた。

　これは……。戸と惑まどうチュンユンの背後に忍び寄り、アルは囁ささやいた。

「極大グラン・瘟㾮陣ポイゾナスミスト。術式を隠いん蔽ぺいしていたから、あなたはこの魔術が発動したことに気付けなかった」

　ギョッとしてチュンユンが振り向く。

　毒による体内への攻こう撃げき──接近戦を得意とする彼女は体の外を守ることには慣れていても、内側を保護することには慣れていない。

　それ故ゆえにダメージを受けて、呻き声をあげた──本物のチュンユンは。

　分身たちは毒に包まれてもぴくりともしていない。

「し、しまっ……」チュンユンは慌あわてて口を塞ふさぐ。

　周囲の分身たちも取り繕つくろうようにもがき苦しみ出すが、今さらもう遅おそい。

「演舞はそこまでだ」

　アルがぺしっとチョップすると、チュンユンは「アイヤーっ！」と悲鳴をあげて地面に叩きつけられ、動かなくなった。




「また一発も食らわず一撃で圧勝だ！」

「見たことない魔術だぞ!?　あの神童……何種類の極大格グランクラスを使えるんだ!?」

「でも底が知れないのは、あの二人だけじゃないぜ……！」




　そして準決勝第二試合──Ｂブロック側の総決算。

　カティ・エステラ組と、エメラルダ・イルメリア組の戦いがはじまろうとしていた。
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「わーはっはっはっ!!　硬かたいな、貴様!!」

「ぬわあああああああああああっ!!」

　エメラルダがいつに変わらず無む邪じや気きに笑いながら暴力的な剣けんを振るい、

　エステラが乙女おとめの尊厳が危あやういような声をあげて必死に剣や盾たてで受け止める。

　今のエステラにはいつものように苦痛を面おも白しろがる余よ裕ゆうはない。

　その表情に浮うかぶのは、主あるじを守り切れないのではないかという不安と焦しよう燥そうであった。

　エメラルダはただ力でゴリ押ししているだけではない。その剛ごう剣けんは重力の影えい響きようで不可解な緩かん急きゆうや軌き道どうを自在に描えがく。受け止めることすら簡単ではない。

「超級エクス・爆裂魔術エクスプロージヨン！」

　カティがアル直伝の完成された術式で強力な攻撃魔術を放つ。

　しかしそれすら歯し牙がにもかけず、

「わ────はっはっはっ!!」

「ぬわああああーっ！」「きゃああああああっ!!」

　ひときわ気合を込こめて剣を振るうと、エステラとカティがまとめて吹ふっ飛ばされた。

　そうたやすく太た刀ち打ちできる相手であろうはずがない──相手は魔王なのだ。

　それもアルベルトが戦った魔王エルケバルドよりも、明らかに強くなっている。

　まだ覚かく醒せいしきっていないはずなのに、その力は……間ま違ちがいなく歴代最強の魔王である。

「ふふふ……」

　イルメリアは戦いに加わらず、嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべて眺ながめている。

　彼女は事故を装よそおって相手に危害を加える機会を窺うかがっているのだ。

「面白いな……貴様らは本来の実力以上の力を発揮している」

　エメラルダは戯たわむれに声を発した。

「カティは王族としての誇ほこりと責務のために強い力を発揮している。これは我にもわかる。だがそこのエステラとかいうやつ。貴様は……魂たましいそのものが何かを守るということに特化した形をしている。それによって実力以上の守護力を発揮している」

　──強固な人生観や信念は、その戦闘スタイルをより強力なものとする。

　老ろう齢れいの熟練兵がようやくたどり着くようなその境地に、すでにエステラは至っているのだ。

「それは幼い頃ころから迷いなく、自分は何かを守るために存在していると自己定義し続けてきてようやく至れるような魂の在り方だ。何な故ぜ……そのような生き方を心に決めた？」

　エステラが──マゾだからか。

「あなたが何を不思議がっているのか、私にはわからん」

　エステラはおかしそうに笑った。

「大切な人や故郷を守る、守護者の力！　それに憧あこがれないやつの方がどうかしている！　私は父も母も聖騎き士しだった！　そのかっこいい背中に憧れた！　目の前にかっこいい生き方の見本があって……迷いなどもつ方がどうかしている!!」

　マゾだからではなかった……。アルは少しだけ自分の発想を恥はじた。

　彼女はおかしな言動のお姉さんだが、一本筋の通った人物でもあるのだ。

　エステラはにやりと挑ちよう発はつ的な笑みを返した。

「私も戦いながら、感じたことがある。あなたの力は自らの強さを誇こ示じし、屈くつ服ぷくさせるような力だ。他人に対しマウントをとり、高笑いしながら戦っている。そんな自分の姿を、失礼ながら、あなたは本当にかっこいいと思えるか？」

　エメラルダの顔が、色を失ったように無表情となった。

　エステラは続けた。

「あなたはきっと……大切だと思える誰だれかと出会ったことがない孤独な可哀かわい想そうなやつなのだ。だから私のような生き方を、不思議がる……」

　人間社会にどういうわけか紛まぎれ込んだ魔王の魂の持ち主──。

　彼女は周囲の人間に、真の意味で共感を抱いだいたことはあるまい。

　常に自分が異物だという違い和わ感を抱かかえて生きてきたはずだ。

　そんな彼女を支えてきたのは、自分は強きよう者しやとして周囲を守る義務があるという帝てい王おう教育だったはずだ。

　それでもいずれは人間社会のすべてを拒きよ絶ぜつする瞬しゆん間かんがやってくるかもしれない。

　──そのとき彼女は魔王に覚醒するはずだ。

「我は国民に力を示し、国民は我が強さを慕したっている。我は孤独でも可哀想でもない。戯ざれ言を口にするな」

「たとえ国民から愛されていたとしても、あなた自身は国民を本当の意味で愛してはいない。そんな一方通行が続いたら……いずれ破は綻たんすると私は思うぞ」

「我が誰かを愛するだと……？　ふん……」

　エメラルダの視線が、ちらりと観客席のアルとミーアへと向いた。

　エメラルダが初めて誰かと仲良くなりたいと感じた相手。

「戯れ言はそこまでといたしましょう、殿でん下か。お耳を傾かたむけてはなりません」

　イルメリアが口を挟はさむ。

「ふん……貴様の指図など受けんが……ここまでとしようか」

　エメラルダが全身に魔ま力りよくを漲みなぎらせる。

「カティ。私が倒たおれたらリタイアしてくれ。悔くやしいが、この実力差では事故があり得る」

　イルメリアの意図を知ってか知らずか、エステラがそんなことを言う。

「だったら今あなたも一いつ緒しよにリタイアした方がいいでしょう」

「いいや……まだ私が倒れると決まったわけではない。主は勝利より生き残ることを優先するべきだが、騎士は主の勝利のためにすべてを尽つくすのが身上だ！　ここで退ひくことを体に覚えさせてしまったら、今後の聖騎士人生に後を引く！」

　カティは仕方ないとため息をついて、退いた。

「……安心しろ、手加減はしてやるつもりだ!!」

　エメラルダが大剣を振りかぶり、地を蹴けった。その身は重力から解き放たれた弾だん丸がんとなって向かっていき、逆にエステラは重力でその場に縛しばり付けられる。

　エステラは地面にヒビが入るほどに踏ふんばりながら、魔力を注いで盾を掲かかげた。

「打ぶち壊こわれよ……ブレイクブレイドっ!!」

　ズドン！と、闘とう技ぎ場全体が震ふるえた。

「ぬおおおおっ!!」

　この時代においてはオーバースペックな強度のオリハルコンの盾が、打ち砕かれた。

　エステラは鮮せん血けつとともに吹っ飛んでいく。

　──そのとき、それまで微び動どうだにしなかったイルメリアから魔力が膨ふくれあがった。

「ふふふ……度たび重なる殿下への暴言！　多少、力を入れすぎたとしても……仕方のないことですねえっ!!」

　舌した舐なめずりしながら、鮮血のごとく真っ赤な術式を浮かび上がらせる。

　エメラルダが振り返り、叫さけんだ。

「イルメリア、貴様、また!?」

「極大グラン・轟炎弾パイロバレツト!!」

　今のエステラの頭や心臓を撃うち貫つらぬかれれば、治ち療りよう魔術での蘇そ生せいは叶かなわない──炎ほのおの弾丸が次から次へと撃ち放たれる。

　しかしそれが届くことはなかった。

　最大限に警けい戒かいしていたからだ。




「──絶対守護領域アイギス」




　転移ワープしたアルがエステラの前に立ち塞がり、真っ白い結界を展開させていた。

　その結界はイルメリアの極大格グランクラスの魔術を受け止め、微かすかな揺ゆらぎすら立てていない。

　エメラルダもイルメリアも息を吞のんだ。

　自分たちが何をどうしても……この結界を越こえてエステラに危害を加えることが不可能であることを悟さとったのだ。

　そう、仲間エステラに対してその一線を越えることを、アルはけっして許さない。

「極大グラン・治癒魔術ルミナスヒーリング」

　一瞬で術式を編んでエステラの傷を癒いやしてやりながら、アルは審しん判ぱんを振ふり仰あおいだ。

「……決着はついたんじゃないか？」

　審判はハッとした顔で、宣告した。

「……準決勝第二試合、勝者！　エメラルダ殿下・イルメリア組!!」




　　　　†




　戦いが終わり、しばしの休息の時が訪おとずれた。

「それではみなさん……、今日もお疲つかれ様でした……！」

　いきなりクラッカーをパァン！と鳴らして、アリアがそう言った。

　それはまったくのサプライズだった。

　準決勝が終わった後、アリアがアルたちを学生寮りようの一室に連れ込んだのである。

　そこは普ふ段だんは使われていない空き部屋のようだったが、灯あかりを点ともすと、手作り感あふれるパーティー会場と化していた。

　テーブルの上には様々なご馳ち走そう、壁かべや天てん井じようには色紙で作った輪っかの飾かざりが張り巡めぐらされ、色とりどりのドライフラワーが部屋中に咲さき乱れている。

　……そういえばアリアは植物採集が趣しゆ味みなのだ。

　そして『残念会＆激げき励れい会』と、でかでかと書かれた垂れ幕が下がっていた。

　クラッカーの音に驚おどろかされて振り向くと──アリアは三角帽ぼう子しにつけヒゲをしていた。

「い、いったいどうしたの……？」

　賢けん者じやにも予想だにしない状じよう況きように、アルはたじたじになって問う。

「……パーティーというのは、こういう格好をして盛り上げるものでは？」

　アリアは無表情に首をかしげて言う。

「私は地味に退たい屈くつしていましたので……少しでも皆みなさんを元気づけられればと思い、パーティーを企き画かくしました！」

　むふーっと鼻を鳴らしてヒゲアリアが言う。

「かーわーいーいーっ！」

　ミーアが瞳ひとみを輝かがやかせて、むぎゅっとアリアに抱だきついた。

「普段もの静かなアリアさんがヒゲを生やして張り切ってる姿かーわいーいっ!!」

「いえ、かわいいとかじゃなくて……ウケを取ろうとしているのですが……」

「うん、たしかにとぼけた感じでかわいい」

　アルがそう言って頷うなずくと、アリアはミーアを振りほどいて瞳を輝かせた。

「……アルがかわいいと言うなら、これからはずっとこのスタイルで生きていきます」

「そういうことじゃないんだよ」

　ともあれ、こういう催もよおしは意味のあることだろう。

　勇者ルシアーナのパーティーが魔界に突とつ入にゆうする前日にも、盛せい大だいな宴うたげが開かれたものだ。

「負けて悔しい気持ちを切り替かえるのにも、ちょうどいいしね」

　アルはしょぼーんと肩かたを落としたままのエステラに視線を向けて言う。

「……カティを守れなかった……。それにアルくんがかばってくれるのが間に合わなかったら、私は死んでいたかもしれない」

　エステラはイルメリアから、殺気や悪意を感じ取っていたらしい。

　だったら無茶せず自分もリタイアしろと言いたいが……。

　そういう勘かんはボディガードにとって重要な素養だ。やれやれ……。

「死んだとしても時間を逆行させて助けるよ。そう簡単に死ねると思うな」

「えっ……、大賢者すごい。なんかすごいこと言ってる……」

「命の瀬せ戸と際ぎわで自分を貫き通すという貴重な経験ができて良かったじゃないか」

　彼女はこれから先、主あるじの危機を前にして臆おく病びよう風に吹ふかれるということはないだろう。

「……確かにそうだな！　これで私もいっぱしの聖騎士ということかっ！」

「ほら、今日は美味おいしいものをいっぱい食べて元気を出そう」

「うむ！　いっぱい食べて元気になる!!」

　単純なやつだ。こういうところはちょっとかわいいな。

「これはアリアさんが作ったのですか？」

　驚きを含ふくんだ声でカティが問いかける。

　テーブルの上には巨きよ大だいなオムライスをはじめとして、ハンバーグ、ビーフシチュー、グラタン、魚のパイ包み焼き……華はなやかな料理が所ところ狭せましと並んでいる。

　どことなく子供っぽいラインナップで、野菜が少ないのがいかにもアリアである。

「はい……。もともと私は料理が不得手でしたが……、一緒に住んでいたアルに料理を作ってもらいながら、その手て際ぎわをつぶさに観察して勉強していました……」

　彼女のギフト【万物アンリミテ融合ツド・ワン】には、物事の性質を直観的に理解する付ふ随ずい効果がある。

　その力を活用して、アルの調理法の骨子をつかんだのだろう。

　もともと錬れん金きん術と料理には近しいものがあるしな。

「まだアルの料理そっくりというわけにはいかないですから……、アルからしたら自分で作った方が美味しいと感じるかもしれませんが……」

「そんなこと思うわけないよ。嬉うれしいに決まってる」

　女の子が自分を喜ばせたいと思って作ってくれた好意丸出しの手料理を、男子が美味しくないと思うはずがない。

　美味しいとかそういう次元を超こえて、尊い。

「……アルならそう言ってくれると思ってました……」

　ヒゲアリアは嬉しそうにはにかんだ。

「しかし全体的に茶色いというか、野菜が少ないな」

「アルが子供舌なので……アルの好みに合わせて作りました……」

　エステラの言葉に、アリアはそんな返事をする。

　ちょっと待て。それは自分の好みだろう。エステラはぷっと噴ふき出した。

「大賢者アルくんは子供舌なのか！　それは面おも白しろかわいいな！　わははははっ！」

「私はお姉さんなので……、野菜ぐらい食べられます……」

　アリアはむふーっと鼻を鳴らして胸を張る。

　……まあ、俺は精神的にはお兄さんなのでとやかく言うまい。

　かわいらしい見み栄えを張るアリアをアルは見過ごしてやった。




「一番、アリア・ダカーポ……。よさこいアメリア音おん頭ど、踊おどります……！」

　アリアはパーティーを盛り上げようとして、不思議な踊りをはじめた。

　それは手放しに笑えるほどの芸ではなかったが、一いつ生しよう懸けん命めいに踊るアリアの姿はほのぼのとした空気を生み出した。

　……今日のアリアはずいぶんなはしゃぎっぷりだな。




　宴えんもたけなわという頃ころ──カティとエステラがうつらうつらとしはじめた。

　二人とも激闘を終えて──とくにエステラは重傷を負い、治癒魔術を使ってはいるが、魂たましいへの負担は重い。

「俺はエステラを部屋に連れ帰るよ。ミア姉はカティをお願い」

　アルがうとうとしているエステラを抱き起こす。

「む……アルくんに介かい抱ほうしてもらっている……!?　年下の少年のお世話……!?」

「妙みようなところに興奮してないで、ベッドでゆっくり休みなよ」

　そこでパーティーは解散となった。

　エステラを部屋に連れ帰ると、アルの後ろにアリアがついてきていた。

「アリアも今日はもう部屋に戻もどろう」

　こくりとアリアが頷き、アルは今度は彼女を部屋へ連れ帰る。

「それじゃあ、おやすみ。……わっ!?」

　アリアとの別れ際ぎわに──アリアはアルを部屋へと引き込んだ。

　どういうつもりかを問いただす間もなく……アリアは扉とびらを閉め、アルに唇くちびるを押しつけてくる。それはすぐさま舌を絡からめ合うような濃のう厚こうなものに変わった。

　キスの勢いも、しがみついてくる力も、今までにないほど強い。

　……そうか。こうしてパーティーを開いてくれたのは、アルたちを励はげましたいというだけではなかったのだ。

　寂さびしかったのだ。一生懸命、アルの視線を自分に向けようとしていたのだろう。

　そうと気付くと、アルも力強くアリアを抱き返し、キスに応じた。

　──二人で溶とけ合うような感覚を十分に味わってから、二人は唇を離はなす。

「アル……」

　アリアはそれでもまだ物足りなそうに、とろけた目を向けてきた。

「寂しい思いをさせてたね。ごめんね、アリア」

　アリアに寂しい思いはさせないと決めていたのに、武ぶ闘とう大会の問題に気を取られすぎてしまっていた。

　一方でアルはアリアに夢中になりすぎてもいけないと戒いましめていたのだが──。

「アル……この間の続き、してください……」

　おねだりするような甘い声と目つき。アリアは自分からブラウスの前ボタンを外していく。その下に、下着は身につけていなかった。

「早く触さわってもらいたかったから……」

　足あし跡あとひとつない雪原のように真っ白い肌はだが、はらりと露あらわとなった。

　女の子だけの丸い膨ふくらみを見せつけるように胸を張る。

　はー、はー、と興奮しきった呼吸に合わせて、先せん端たんの桜色のつぼみが上下に揺ゆれていた。

　それはアルの目線のちょうど目の前にある。

　暗い玄げん関かんの壁に寄りかかり、アリアは自らの体をさらけ出してアルを誘ゆう惑わくしていた。

　自らが溜ため込んでいる熱の正体も知らないまま。

　夢中になりすぎてはいけないのだが……。

　アルの十二歳の心臓が激しく高鳴り、その血流が下半身に流れ落ちて行こうとする。

　アルは魔ま力りよくでそれを抑よく制せいし、かろうじて理性を保っていた。

　アリアを寂しがらせたのは自分の落ち度だから、彼女を満足させねばならない……。

　アルは目の前の真っ白い胸に手を伸のばした。慈いつくしむように、膨らみを撫なで擦さする。

　それだけでアリアはぶるるっと身を震ふるわせた。

　──世界の理ことわりを極きわめたアルだが、女の子の体には知識がない。

　アリアの反応を見定めながら、慎しん重ちように愛あい撫ぶするしかない。

　付け根からおっぱいの全体をもちあげてみる。そのままたぷたぷと揺らすと、十二歳の少年の心に満足感と達成感が湧わいてくる。

「アル……私のおっぱい、好きですか……？」

「……そんなの大好きに決まってる」

　たぷたぷとおっぱいを弄もてあそびながら、アルは先端のつぼみにキスをした。

「ぁんっ!?」アリアは身震いしながら声をあげた。

「さきっぽ……気持ちいいです……」

　小さく慎つつましいそこは、興奮によって隆りゆう起きし、コリコリになっていた。造り物のように白い肌の中で、鮮あざやかなピンク色が目を惹ひきつける。

　アルはその反応に気をよくし、舐なめたり、唇で挟はさんだり、吸い付いたりする。

　唇を寄せていない左側も、左手でつまみ、シコシコと刺し激げきしていく。

　アルが夢中になってそこを弄いじれば弄るほど、アリアは熱を溜め込んでいく。

「あっ……あんっ……んぅ……」

　くすぐったがるのとは違ちがう、聞いたことのないような甘い声をあげる──。




「あぁんっ……!!」




　アリアは引き絞しぼるような声をあげて、背筋と太ももをガクガクと痙けい攣れんさせた。

　膝ひざから力が抜ぬけ、その場に頽くずおれそうになるのをアルが慌あわてて支える。

　アルの腕うでに抱かれて、アリアは酸欠のような激しい呼吸で夢ゆめ現うつつの顔をしていた。

「アル……私、お漏もらししちゃったかもしれません……」

　アリアのスカートの下から汗あせとは異なる雫しずくがつーっと垂れ落ちていた。

「おしっこじゃないよ、大だい丈じよう夫ぶ」

「……大丈夫なんですか？　私、頭がふわっとなって……気持ちよかったです……」

　初めての胸への愛撫だけで……。

　それは性的なことへの忌き避ひ感や恥はじらいをもたない素す直なおなアリアが、大好きな人の手で愛されることに激しく昂たかぶったからこそに違いない。

　今も目を朦もう朧ろうとさせ、びくびくと震え続けているアリアをアルは愛いとおしいと思った。

　だが今日はここまでだ。

　アルはアリアを抱かかえ上げ、ベッドに寝ねかせて胸むな元もとを整えると、おやすみと耳元に囁ささやいた。




　──彼女はそれを視みていた。

　千せん里り眼がん、というギフトで。




　　　　†




　ミーアは真っ暗な部屋でため息をついた。

　──アルがいつまで経たっても帰ってこない部屋で。

　こんな風景が視えてしまう自分が、嫌いやで仕方がなかった。

　千里眼とは敵の姿を察知するギフトだ。それはつまり……自分はアリアを敵視しているということに他ほかならない。

　嫉しつ妬と、ということになるのだろう。

　こんな風景は、視たくて視ているわけではない……。

　いや、心の奥底では視たい、視ておかなければならない、と思っているのかもしれない。

　ずっと視ていた。あの二人が同居初日から一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っていたのも……。

　私はなんて嫌な女なのだろう……。

　アリアがアルに愛されている姿を視ながら、ミーアはいつの間にか指先に血が通わなくなるぐらい拳こぶしを強く握にぎり締しめていることに気がついた。

　アリアを恨うらむ筋合いなどないことはわかっている。

　アリアよりもずっとアルに近しい立場に、十年以上も前からいたのだから。

　自分から距きよ離りを縮めることがどうしてもできなかったのは、自分が臆おく病びようだからだ。

　私が臆病なのが悪い──そう受け入れようとした瞬しゆん間かん、ミーアの脳のう裏りに過去の記き憶おくが去来した。それも千里眼で視てしまった、幼少時代の景色トラウマであった。

　ミーアを引き取った養父と養母の囁き合うような会話だった。




『……どうしてうちが得体の知れない子供なんて受け入れなきゃならないんだ』

『……しょうがないじゃない、村の決定なんだから』

『働き手にもならない子供なんて受け入れてもしょうがないだろう。七年前にも凶きよう作さくに見み舞まわれて『口減らし』をしていた頃のことを、みんなもう忘れてしまったのか』

『うちには子供ができなかったんだから、ちょうどよかったと思いましょうよ』

『これからできるかもしれないぞ。そうしたら、あの子は邪じや魔まだろう……。せめて力仕事の役に立ってくれりゃあ意味があるんだが、女だからな……』




　いつも笑え顔がおで接してくれていた養父と養母は、裏ではこんな話をしていた。

　それを感じ取ってしまったのは、その言葉に悪意がこもっていたからだ。ミーアの卑いやしいギフトはその悪意を敵と認にん識しきした。

　シャングリ・ラは貧しい村だったから仕方のないことだ……。

　自分は余よ所そ者だから、笑顔で愛あい嬌きようを振ふりまいて……。

　それでも役に立てなければ愛される資格が無い。

　役立たずでも許してもらえるのは、本物の家族だけだ。

　それはミーアの人生観として、心の深いところに刻み付けられた。




　だから……自分が臆病であることを受け入れられない。納なつ得とくできない。

　アリアさんはどうしてあんな簡単に家族以上の関係に踏ふみ込めてしまえるのだろう？

　アルくんがどれだけ努力しても追いつけないような高みにいる人だと知っても、それでも何も気にせず、無邪気に……。

　アルくんの正体が大だい賢けん者じやアルベルトだなんて、信じたくなかった……。

　自分は強くなった。村でも受け入れてもらえるようになったし、どこの国に行っても居場所を作れるぐらいの実力がある。武闘大会で改めてそれがわかった。




　それでも……アルくんの役に立てる力がない自分を、受け入れることができない。




　アルくんと離れたくなくて、その小さな体をずっと抱だき締め続けてきた。

　アルくんが成長して自分の体にドキドキするようになり始めると、それが自分の存在価値になるかもしれないと思って余計にくっつくようにさえした。

　そんな醜みにくく、臆病なことばかり続けてきて──今のこの状じよう況きようがある。

　ふと、そばに人の気配を感じて、ミーアは俯うつむかせていた顔を上げた。

　いつの間にかアルが帰ってきた……のではない。




　不気味な笑みを浮うかべたエゼキエルが、真っ暗な部屋に立っていた。




　実の父親と思うより先に、人ならぬ気配を感じて背筋がぞくりと震えた。

「……おまえはあのとき、死んでいるべき運命さだめだった」

　エゼキエルがしわがれた声で言った。

「運命……？」

「運命。それが守られてこその『秩ちつ序じよ』。おまえはあのとき死んでいるべきだった」

　何を言っているのだろう……。

　そう思ったが、その言葉は催さい眠みん術のように心に染しみこんでいく。

「真っ暗な森で一人で……。神にも予測できぬギフトの力などに目覚めることなく……」

　そうあるべきだったのかもしれない。

　自分は誰だれかに愛されている確信をもったことがないのだから。

　それは存在するべきでなかったということではないか。

　ぞっとするほど冷たい手で、エゼキエルがミーアの頬ほおに触ふれた。

「自己を否定しろ……それは正しい……」

　ミーアは頭の中がうっすら真っ白になっていくのを感じた。

　頭の中が、心臓の鼓こ動どうが、肉体に通う血が──すべてが薄うすまっていくように感じる。

　ミーアは自分の手を見下ろすと、その手がうっすらと半はん透とう明めいに見えた。

「えっ？」

　思わず目を瞬しばたたかせる──幻げん覚かくだった。自分の手は、確かに実体をもってそこにある。

　だけど……なんだか存在感が薄れているように感じる。

　手だけではない、自分自身のすべての存在感が、希き薄はくになっている

　このまま……この世界から消えていってもおかしくないかのように。

「否定しろ……自己を」

　再び言葉が繰くり返される。

　その声に顔を上げると──部屋には誰もいなくなっていた。

「……あれ？」

　……今、自分は、誰の声を聞いていたのだろう？

　一瞬前の記憶が、何な故ぜか曖あい昧まいだ。

　真っ暗な部屋に残されたのは、消え入りそうな自分自身のみだった。

　アルくんはまだ帰ってこない……。




　　　　†




　エメラルダは広場のベンチに腰こしかけて、夜空を見上げていた。

　数日前に、アルとミーアと一緒に過ごしたベンチだ。

　思い返すとつい笑みが浮かぶほど、楽しかった思い出だ。

　そして明日に思いを巡めぐらすと……これまでの人生で感じたことのなかったような不安と焦しよう燥そうが湧わき上がってくる。

　生まれて初めて立ち塞ふさがる、恐おそるべき強敵。

　アルフレッド・マグナス……。大賢者アルベルトの生まれ変わり……。

　勝てないかもしれない。負けるかもしれない。

　自分が負けたら……どうなる？

　弱者となる。これまで自分が侮ぶ蔑べつしてきたすべての者たちと同じ立場となる。

　それを受け入れてしまったら……自分は破は綻たんしてしまう。

　魂たましいの奥底がちくりと痛んだ。魂に突つき刺ささり、食い込む何かが訴うつたえかけてくるのだ。




　おまえは脆ぜい弱じやくなる人類に敗やぶれてはならぬ存在だと。

　侮蔑しろ、あんなやつらは侮蔑し続けろと……。




　エステラとやらが口にした言葉が頭の中に蘇よみがえる。

『あなたはきっと……大切だと思える誰かと出会ったことがない孤こ独どくな可哀かわい想そうなやつなのだ』

　……確かに我は、他人に仲間意識や共感を抱いだいたことがない……。

　幼い頃ころに父に言われた言葉も思い出した。

　父がまだ優しかった頃の言葉だ。




　──他者がみな愚ぐ鈍どんに見えるか。傲ごう慢まんだな……。ならばおまえは、『覇は者しや』となれ。

『強き者は弱き者を守らねばならない』と常に思うようにしなさい。

　そうすれば、どれだけ傲慢であっても愛されることができる……。




　思えば自分のような人間がこの世で生きる上で、実に適切な助言であった。

　これより他に、自分が人間社会に馴な染じむ術すべはなかったであろう。

　──だが愛してもいない者のためにどうしてそこまでせねばならない？

　そして敗れるかもしれない強敵に孤独な強きよう者しやが向き合うというのは、こんなにも恐るべきことなのだ。そこには言い訳も、励はげましの言葉も、逃にげ場もない。




「わかっていような……敗れれば貴様に価値はない」




　エメラルダの目の前にエゼキエルが立っていた。

「わかっているさ、親父おやじ殿どの……」

　驚おどろく風でもなくエメラルダは応じる。

　この父親はどこか人間離ばなれして神しん出しゆつ鬼き没ぼつなところがある。

　誰に対しても仲間意識も共感も持てなかったが──『家族』だけは別だ。

　エメラルダも幼い頃、父と母に甘えた記憶はある。それはエメラルダの心を包み込み、彼女を今も人たらしめている。

　父と母は、ある時から別人のように冷たい人になった。

　周囲は『殿でん下かを立派な王に育て上げるために心を鬼おににされているのでしょう』と言いはするが……。

「わかっていような……。敗れれば……無価値だ」

　敗北すれば、すべてを失う。

　自己のアイデンティティも、父母からのわずかばかりの愛情も……。

　その先に待ち受けるのは、わずかな光こう明みようも差さぬ真の孤独の暗くら闇やみ。

　アルとミーアは、初めて仲良くなれるかもしれないと思った相手だ。

　それでも──決勝に敗れ、すべてを失ったそのとき、自分はアルたちと再び友達になろうとすることができるだろうか？

　逆さか恨うらみせずにいられるだろうか。

　いいや、きっと顔を合わせるのも嫌いやになるに違ちがいない。

『あなたの力は自らの強さを誇こ示じし、屈くつ服ぷくさせるような力だ。他人に対してマウントをとり、高笑いしながら戦っている。そんな自分の姿を、本当にかっこいいと思えるか？』

　エステラの言葉が頭に去来する我は……他人より高みに立っていないと、人と向き合えないようなかっこ悪い人間だというのか？




　──我はどうしてこんな窮きゆう屈くつな思いをしながら、この世界を生きているのだ？




　不意にそんな思いが浮かんだ。

　すると心の中に黒い染みがどんどん広がっていくような感覚がした。

　エゼキエルがにたりと笑った。

「人間などに敗れれば……おまえは無価値だ」

　わかっているさ。わかっているとも……。

　人間どもなどに負けてなるものか。

　我が魂の価値を、世に知らしめてみせよう。




　　　　†




「……ミア姉？」

　部屋に戻もどってきたアルは、目を疑った。

　ベッドに腰かけるミーアの姿が、一瞬、半透明に見えたのだ。

　いや、錯さつ覚かくだ──実際に彼女の実体が幽ゆう霊れいのごとく失われているわけではない。

　──魂が限りなく弱まり、存在感が希薄になっているのだ。

　人は目で相手の肉体を視みると同時に、魔ま力りよくで相手の魂を感じ取っている。

　ゆえに極きよく端たんに魂が摩ま耗もうしてしまった人間は、虚うつろでおぼろげに見えてしまう……。

「ミア姉!?　何があった!?」

　慌あわてて彼女の傍かたわらに駆かけ寄り、その手を握にぎり締しめた。

　肉体と生命が変わらずそこにあることを確かめて、ほっと安あん堵どする。

「何が……？　……わかんない。誰かと話をしていた気がする……」

　ミーアは弱々しく返事する。記き憶おくを操作されている？

「時間・反転跳躍タイム・リワインド！」

　銀色の術式を浮かび上がらせて──アルは時間を遡さかのぼらせた。




　しかし時間を遡らせた先でも、ミーアの様子は変わらなかった。

　人間が魔術で時間を操作できるのは五分程度が限界……。

　その頃にはすでに何者かとの会話は終わり、その姿はどこにもなかった。




　この学生寮りようは常にカナエたち時の牢ろう獄ごくの精せい鋭えいたちに見張りをさせている。

　彼らの目を逃のがれてミーアの部屋に侵しん入にゆうすることは容易たやすいことではない。

　──神が来たということだ。

　アルはエメラルダの身辺に神か、神の操あやつり人形のような存在がいると予測していた。

　何者かの手によってエメラルダが魔王とさせられたとするならば……、それは神の意思に他ほかならない。

　十中八九、それは国王エゼキエルに違いない。

　神の襲しゆう来らい──しかもアルではなくミーアに対して。

　そんなものは防ぎようがない。

　アルがミーアの千里眼を身につけでもしない限り。

　……これから先、神々がアルの存在を認にん識しきし、対立が本格化した場合、ミーアのギフトを手に入れるのは必要不可欠だと思っていた。

　千せん里り眼がんがなければ、自分自身はともかく、仲間が襲おそわれたときに対処できないからだ。

　だがそんな事態が訪おとずれるのはまだもう少し先だと思っていた。

　エゼキエルはなぜミーアを狙ねらった？　そもそもエゼキエルの目的は何だ？

　エメラルダを優勝させ、女王になった彼女が魔王に覚かく醒せい、世界中が混乱に陥おちいりながら人類にとって最悪の形で勇魔大戦が幕を開ける──。

　そんなシナリオを思い描えがいているならば、アルを武ぶ闘とう大会に参加させるように仕組む必要も、ミーアにちょっかいを出す理由もなかったはずだ。

　……アルとミーアと出会ったことで、もともとの目的を変へん更こうした？

　そういうことか……。アルは答えにたどり着いた。

　恐らく間違ってはいるまい。

　神め……悪あく趣しゆ味みなシナリオを思いつくものだ。

「アルくん……？」

　時間を遡った先でも弱々しいままのミーアが、アルを見つめてくる。

　しかしミーアはにっこりと微笑ほほえんだ。

「遅おそかったね、アルくん。おかえり……」

　言葉に力はないがそう言って、アルをぎゅっと抱だき寄せてくる。

「何だか……嫌な夢を見ていた気がする……」

　アルを自分の胸に埋うずめるように包み込み、そう呟つぶやいた。

「アルくん……大好き……」

　記憶が曖あい昧まいな中で、いの一番に出た言葉がそれだったのだろう。

　アルもミーアを抱き返した。

「俺もミア姉のこと大好きだよ」

「えへへ、アルくんが言葉にしてそう言ってくれるの、珍めずらしいねえ……。嬉うれしいな……」

　そんなことは言わずとも当然伝わっているものと思っていた。

　口に出すのは、十二歳の男子的に照れくさいし……。

　しかし自分も今回のことでミーアの知らなかった一面や過去をたくさん知った。

　言葉にせずとも理解して欲しいというのは、甘えに過ぎないのだろう。




「俺はミア姉のこと、大好きだよ。絶対に幸せにしてみせる。そう決めている……」




　アルとミーアは夜が更ふけるまで、そのまま抱き締め合い続けた。








七章　魔王






　盟約武闘大会、決勝戦──。

　白昼の太陽の下もと、完全に満席となった闘技場でアルたちは相手と向かい合った。

　観客席はいまだかつてないという盛り上がりを見せている。




「いよいよはじまるぜ、決勝戦が……」

「かつてこれほど圧あつ倒とう的な強さを見せつけた両りよう雄ゆうはいなかったんじゃないか!?」

「相手の攻こう撃げきを一発たりとも寄せ付けず、圧巻の魔術一撃で叩たたき伏ふせてきた『神童賢けん者じや』、アルフレッド・マグナス……！」

「背中に目がついているかのような動きで相手を翻ほん弄ろうし、正確無比な狙そ撃げきを見み舞まう『空間の支配者』、ミーア・グリンウッド……！」

「豪ごう快かいにして繊せん細さいな大だい剣けん技ぎによって相手を戦術ごと叩きつぶす！　この御お方かたは誰だれにも止められない!!　『覇は道どうの王女』、エメラルダ殿でん下か……！」

「試合にろくに関かん与よせず、後ろでニヤニヤ笑ってるだけだった『なんか不気味な魔女』、イルメリア・サブナック……！」

「今ここで世界最強タッグが決まると言ったとしても、アメリア以外の国だって文句は言わないぜ！」

「……でもあのミーアって子、なんか元気なさそうだな」

「元気がないというか存在感が薄うすいというか……」

「なんか半はん透とう明めいにすら見えるぞ……戦えるのか？」




「ミア姉、今回は俺が一人で戦うから、後ろにいてくれ」

　戦意を示さずに退ひけば、イルメリアはともかくエメラルダは攻撃を仕し掛かけないだろう。

「そんな……」

　ミーアは声をあげつつ、すぐに自分の状態を顧かえりみて俯うつむいた。

　どんなに役に立ちたいと思ってくれていても、今は無理だ。

「今のミア姉はまともに戦える状態じゃない。昨晩、部屋を訪れた何者かに魂たましいの力の大半を奪うばわれたんだ」

　魂とは魔力の出力源だ。今のミーアでは魔術を使うことはおろか、魔力による肉体の強化もおぼつかない。

　魔力を纏まとっていない純じゆん粋すいな少女の肉体が戦闘に巻き込まれるのは、あまりにも危険だ。

　時間の巻き戻もどしも万ばん能のうではない。

　ミーアは無言で闘技場の端はしまで退いていき、アルがエメラルダたちに向かい合った。

「イルメリア……貴様、ミーアに何をした？」

　エメラルダがイルメリアに問う。

　イルメリアは悪びれることもなくせせら笑った。

「卑ひ怯きような手段などと思う必要はありません。……貴女あなたは覇は王おう。他者のすべては侮ぶ蔑べつの対象。虫ケラを駆く除じよするために、どうして手段を選ぶ必要がありますか？」

　エメラルダは目を見開いた。瞳どう孔こうが開き──彼女のうちなる魔王の気配が増ぞう幅ふくされていくのを感じる。

　覚かく醒せいしつつあるな……。

　昨晩、彼女の身にも何かあったのかもしれない。

　そして今のイルメリアの言動も、エメラルダの負の感情を刺し激げきしていた。

「なんならあのミーアという少女を人ひと質じちにとる、というのはいかがです？」

　イルメリアが耳元でそう囁ささやいた瞬しゆん間かん──エメラルダはその顔面に裏うら拳けんを叩き込んでいた。イルメリアは鼻血を噴ふきながらのけぞる。

「我にそんな下げ衆すなやり方は必要ない。……もういい、貴様は戦いに参加するな。後ろで見ていろ」

　イルメリアは鼻血を流しながらも、ニタニタと笑った。

「よろしいのですか？　……敗北は許されませんよ」

「エメラルダよ……、わかっておろうな……」

　観客席二階の貴き賓ひん席から、エゼキエルがエメラルダを見下ろしていた。

「敗やぶれれば──おまえは無価値だ」

　エメラルダの表情が歪ゆがむ──この状じよう況きよう、この世界への怒いかりと侮蔑に。

　イルメリアもエゼキエルも、エメラルダを精神的に追い込もうとしているのだ。




　……こいつらの目的は、エメラルダを魔ま王おうとして覚醒させて俺と戦わせることだ。




　まず第一段階としては、だが……。

　しかしここまでシナリオ通りに運ばせてやったのだ。

　最後までそれに付き合ってやる義理はあるまい。

　そしてエメラルダが審しん判ぱんに向けて怒ど鳴なった。

「審判！　早く試合をはじめろ!!」




　　　　†




　怒りが、侮蔑が、エメラルダの魔王の力を引き出させている……。

「エメラルダ……俺は貴女と友達になれたと思っている」

　アルは穏おだやかな声でなだめるように語りかけた。

「だから辛つらいときには助けたいし、孤こ独どくなときには手を差し伸のべたいと思っている。対等じゃないといけないとか、見下すとか、そんなものは俺には必要ないんだ」

　エメラルダにだけではなく──その妹のミーアにも伝えたい言葉のような気がした。

　しかしその言葉は果たして伝わったのか……。

「行くぞ、アル!!　我魔王は賢者などには負けぬ!!」

　エメラルダが大地を蹴けって馳はせ寄った。

　その身は重力の縛しばりから解き放たれ、弾だん丸がんのように加速する。

　……彼女を魔王に覚醒させずに勝つ。そのためには……。

「極大重力場グラン・グラビトン！」

　エメラルダが真っ黒い術式を浮うかび上がらせ、アルを強大な重力場に閉じ込める。

　手の内が知られていても、彼女は己おのれを曲げたりはしない。

　──同時に彼女のギフトも発動する。

　闘とう技ぎ場の地面に無数の亀き裂れつが走り、エメラルダの振ふりかざす大剣に岩石や砂じや利りが引き寄せられていく──それは瞬またたく間に数十倍の質量をもった岩石剣を形成する。

　──重力魔術と重力を操あやつるギフトの双そう方ほうを利用した、彼女独自の必殺ムーブ。




「打ぶち壊こわれよ！　ブレイクブレイド!!」




　その巨きよ大だい剣は彼女の剛ごう力りきと重力操作によって電光石火に振り下ろされる。この闘技場にその速さを知覚できたものは、アル以外に誰もいないだろう。

　真っ向勝負を挑いどんでくるなら、真っ正面から応こたえるだけだ。

　アルは右手を掲かかげ、振り下ろされた一撃を手の平で受け止めた。

　重力場の縛りなどないもののように、振り下ろされた刃やいばの破は壊かい力などないもののように。

　それができるのがアルの能力値ステータスだ。

　一見して華きや奢しやな少年の肉体は魔力の強化補正を受け、レベル５０００超ちようのエメラルダと比べても桁けた違ちがいの筋力値パワーを生み出す。

「なっ!?」エメラルダが瞠どう目もくする。次の瞬間──。

　アルは大剣を右手で引き寄せながら懐ふところに踏ふみ込み、左掌てのひらをエメラルダの顎あごに打ち込んだ。ズドン！と衝しよう撃げきでエメラルダの顔面が斜ななめにブレる。

　アルの掌しよう底ていは魔力の防ぼう御ぎよ力を貫つらぬき通して精密に顎先を打撃し、頭ず蓋がい骨こつの内側でエメラルダの脳を揺ゆさぶった。エメラルダの眼球がぐるりと回った。

　痛みも、感情を揺り動かす間も与あたえず、失神させる。

　そうすれば魔王になど覚醒せぬまま試合は終わりだ。

　しかし膝ひざから頽くずおれるかと思ったその寸前、エメラルダの目に光が蘇よみがえった。

　意思の力で、寸断されたはずの精神を繋つなぎ止めたか！

　肉体の理り屈くつでは説明できない、不屈の精神がなせる業わざという他ほかない。

　エメラルダは倒たおれず、どれほど鮮せん明めいにアルを認にん識しきできているか知れないが、すぐさま反撃に巨大剣を振るった。

　アルは飛び退のいて、それをかわす。




　観客がどよめいた。その攻防は、完全にアルが上回ったものだった。

「あらあら殿下、私のお手伝いが必要ですか？　ふふふ……」

「ふん……、その程度か……？　敗れるならば……無価値だ」

　エメラルダの神経を逆さか撫なでしようと、イルメリアとエゼキエルが嘲ちよう弄ろうする。




「…………負けぬ！」

　エメラルダが顔を持ち上げ、吠ほえた。その全身から真っ黒い魔力が溢あふれ出る。

　さて……。アルの第一手は失敗に終わった。

　失神させるのが無理ならば……一撃で倒しきるしかない。

「負けぬ負けぬ負けぬっ!!　賢者などには!!」

　世界の理ことわりが歪む──再びエメラルダが自らのギフトを発動させる。




　魔王専用のギフト──〈暗黒領域ダークマター〉。

　それは人間が認識できない異次元に偏へん在ざいするダークエネルギーを操る。

　それは巨大な質量を有しているため、裏側でそれを操ることで表側のこちらの次元に強力な重力変動を生じさせる。

　──しかしそのギフトの真価は無論、重力制御だけにあるのではない。

　エメラルダは異次元からダークエネルギーを自らの体のうちに引き出し、取り込み始めた──己を強化するためにダークエネルギーを活用する。

　接近戦での敗北によって、その活用法に目覚めたのだろう。

　完全に使いこなせば、実に宇宙の質量の68・３パーセントを占しめる膨ぼう大だいなエネルギーを我が物とできるギフトである。




　真っ黒い魔力を身に纏まとったエメラルダが巨大剣を高々と振り上げた──その姿は巨大な黒きドラゴンであった魔王エルケバルドを想起させた。

「今一度、受け止めてみせよ!!」

　黒い残像となってエメラルダが踏み込んでくる。

　──その速度は比ひ喩ゆではなく稲いな妻ずまに近い。

「はぁああああああああああっ!!」

　一撃、刹せつ那なのうちに刃を返し二の太た刀ち、三の太刀、四の太刀を見み舞まう。

　そこに誰か人間がいたならば、原形を留とどめぬ肉にく片へんと化していただろう。

　しかしアルは、エメラルダの背後に回っていた。

　……流石さすがに素す手でで受け止めていたら、怪け我がをしていただろうな。

　だがもう肉弾戦をするつもりはない。

　エメラルダが振り向くと同時に、深しん紅くの術式を浮かび上がせる。

　右手を彼女の目前に掲げた。「絶対焼尽インヘルノ」

　エメラルダの真っ正面に小型の太陽が生成されて爆ばく発はつする──。

　この世界の理の限界の破壊力が、エメラルダを包み込んだ。

　気絶させられないなら、魔ま王おうに覚醒させる暇ひまを与えず超ちよう攻こう撃げき力で一撃で倒す。

　もちろん殺すつもりはないが……誰だれがどう見ても試合続行不可能という状態にさせてもらう。

「ぐああああああああああああああああああああっ!!」

　エメラルダが叫さけび声をあげる。漆しつ黒こくの魔力が湧わき上がり、それは防御シェルターのように身を包み込むが、理の炎ほのおはそれを瞬く間に打ち消してエメラルダを焼き尽くしていく。

　観客席が固かた唾ずを吞のむ気配がする──これで勝負がつくことを直感して。

「ふふふ……無価値な存在であることを認めて、そのまま終わるか!?　エメラルダ！」

　エゼキエルが叫んだ。

　──炎の内側で黒い魔力がさらに膨ふくれあがった。

　魔王核かくが宿主の危機と怒りを感知している！

　エメラルダの負けるわけにはいかないという思いに応えようとしている！

　そういう反応をするのか……。

　これは、耐たえ抜ぬかれるかもしれない。覚醒寸前の最悪な状態で。

「そうだ……貴様が目覚めぬまま終わるのは……秩序に反する」

　エゼキエルが呟つぶやく。その言葉には何らかの力が宿っているように感じた。

　秩ちつ序じよ……。

　やがてアルが放った小さな太陽はそのエネルギーを使い尽つくして消えた。

「はぁ、はぁ……」

　荒あらい息をつきながら、真っ黒い魔力で身を守るエメラルダが姿を現した。

「強いな……アル……。だが、我は敗れるわけにはいかぬ……」

　その姿は変へん貌ぼうしていた。

「おい……殿下のあの姿はどういうことだ？」

「ああいう強化魔術でもあるのか……？」

　観客席がざわざわと動どう揺ようしている。

　ひとたび焼き尽くされた全身に、漆黒の竜りゆう鱗りんが浮かび上がってその身を保護していた。その黒光りする質感は、エルケバルドの身を覆おおっていたものと同じものだ。

　白かった彼女の肌はだの色は、褐かつ色しよくに沈しずみ込んでいる。

　黒き竜人とでも呼ぶべき姿であった。

　死なない程度に加減した攻撃だと、魔王核を活性化させて耐え抜かれてしまう……。

「ふふふ、立派なお姿ですよ、殿下……」

　魔族に近づきつつあるその姿に、イルメリアが抑おさえようのない笑えみを浮かべている。

「やれやれ……」

　第二手も空から振ぶりし、アルは嘆たん息そくした。

　失神はしてくれないし、魔王化させずに倒すことも許してくれない。ならば……。

　こんな手段は取りたくはなかったが……問題を先送りにするしかない。

「来い……封ふう印いんの魔ま剣けん【アセイムアゾット】」

　アルは指先でそっと次元を切り裂さいて、自らの貯蔵庫の中から宝剣を抜き取った。

『封魂インプリズン』の魔術がこめられた魔石で作られた緋ひ色いろの短剣。

　それを合計七本。魔王の魂こん魄ぱくを封印するのであれば、簡単にはいかない。

　アルは魔力で六体の分身を作り出し、それぞれがアセイムアゾットを手にしてエメラルダを取り囲む。

　それまでニヤニヤ笑いするばかりだったイルメリアの顔色が変わった。

「それは……！　それは、なりません!!」

「極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマ！」

　邪じや魔ましに来ようとするイルメリアを振り払はらうように、アルは魔術を素早く発動させる。

「ぐっ!?」

　イルメリアが爆ばく炎えんに包み込まれた。

　その間にアルと分身たちが一いつ斉せいにエメラルダへと馳はせ寄った。

「何のつもりだっ!?」

　エメラルダが巨大剣を振り回すが、アルたちは七つの流星のごとくくぐり抜け、まったく同時にアセイムアゾットをエメラルダに突つき立てた。

「こ……これは！」

　突き立てられた刃を見下ろし、エメラルダが呻うめく。

「ごめん、エメラルダ……しばらくの間、君を封印する！」

　エメラルダの胸むな元もとに、緋色の七芒星ヘプタグラムが浮かび上がる。

　──魂たましいを封印する魔術は、本来は巨大な七芒星ヘプタグラム魔ま方ほう陣じんを展開させてその上で行使する必要があるが、そのような儀ぎ式しき魔術を戦闘中に使うのはほぼ不可能である。

　そのため、魔術の力を宝剣に込こめているのである。

　七本の短剣の一本一本が、七芒星の一角を意味する。

　今、七本の短剣がエメラルダの胴どうに突き刺ささり、刃やいばの直線が七芒星を形作った！

「ふ、封印だと……！　この我を……!?」

　エメラルダが絶望の表情を浮うかべる。

　もしもエメラルダが魔王に目覚めてしまえば──アルにも倒すことができない。

　それは戦闘力の問題ではない。魔王核は勇者にしか破壊できないのだ。

　エメラルダの魂と魔王核は長い年月を経て分かちがたく融ゆう合ごうしており、分ぶん離りは不可能。

　ゆえに……覚かく醒せいが避さけられないなら、勇者が見つかるまで封印するしかない。

　苦肉の策だ。

　アルも……大会が終わったらまたすぐにエメラルダと遊びにいきたいと思っていた。

「悪いが、少しだけ待っていてくれ」

　カッと緋色の閃せん光こうが迸ほとばしった。




「それは認めん……秩序に反する……」




　言葉が聞こえてきた。

　それと同時に閃光が──七芒星の魔方陣が──消しよう滅めつした。

　アルの手にするアセイムアゾットが、宝剣としての力を喪そう失しつしてしまっていた。

　これではただの短剣だ。アルはすかさず引き抜き、エメラルダから飛び退のいた。

「似え非せものよ……失うせよ。貴様らは我が前に存在するべきではない……」

　言葉が聞こえてくる。それと同時に、アルの六体の分身も消失した。

　魔術ではない。ギフトでもない。

　言葉だ……特別な力のこもった。

　エメラルダの傍かたわらに、観客席二階にいたはずのエゼキエルが立っていた。

「何を怯おびえきった顔をしている……エメラルダ」

　身を強こわ張ばらせているエメラルダに、エゼキエルが囁ささやく。

「よくぞここまで魔王核を育はぐくみ、覚醒させてくれた。しかし歴代最強の力を与あたえられてその体ていたらくでは……おまえは無価値だ」

「親父おやじ殿どの……ぐっ!?」

　エゼキエルの手が、エメラルダの背中に突き刺さった。

「貴様には……これを宿す価値はない」

　そのまままさぐるようにして──真っ赤な魔王核を取り出した。

　魔王核はエメラルダの心臓と、魂と、一体化していたはずなのに……。

　驚おどろくべきことに、エメラルダの心臓と魂には何の損傷も与えていない。

「あ、ああああああああああっ!?」

　エメラルダが目を剥むいて叫んだ。

　己おのれのアイデンティティと呼ぶべきものを奪うばい取られたことを本能的に察して。

　その全身を覆っていた黒い鱗うろこが消え、彼女の能力値ステータスが急激に減少していく。

　レベル４７５──それが魔王核抜きのエメラルダの本来のレベルだ。

「か、返してくれ！　親父殿、我は、それがなくては……！」

「これがなくては……貴様はただの人だ。貴様自身が侮ぶ蔑べつしていた普ふ通つうの人間となんら変わらぬ……無価値なゴミだ」

　がくりとエメラルダは膝ひざから地に頽くずおれた。その顔色は真っ白に放心してしまっている。

「こちらの方が……妹の方が、器うつわに相応ふさわしい」

　エゼキエルの姿が消え──今度は、闘とう技ぎ場の端はしにいたミーアの背後に立っている。

　ミーアが逃にげられないように、片手でその肩かたを強く握にぎり締しめて。

「存在意義を見失いし、エメラルダと良く似た魂をもった娘むすめよ……おまえが魔王となれ」

　やはり……最終的にはそれが目的か。

「おまえは何者だ」

　アルは問うた。

　応じるように、エゼキエルはカッと光を放った。

　どさっと音を立ててエゼキエルが倒たおれ……、

　人間ではない異形の存在が、代わりにそこに立っていた。

　それはかつて見覚えのある、あらゆる生物とは一線を画する姿。

　ぬらりと金属質な表面をもち、全身から魔力的な光を発する人型のシルエット……。

　時の神クロノスと比べて丸みを帯びた細身で、女性的な印象を受ける。

　エゼキエルに、こいつが乗り移っていたということだろう。

「我が名は秩序の神【テミス】……勇魔大戦の秩序を守護する者」

　神はそう名乗った。




　　　　†




　観客席がざわついている。それも当然のことである。

　突とつ然ぜんのエゼキエルの乱入。エメラルダは胸を手刀で貫つらぬかれて地に膝をつき、当のエゼキエルも光を放ちながら倒れ、得体の知れぬ何者かが姿を現した。

「何をざわめくことがある？」

　秩ちつ序じよの神テミスは、周囲を見み渡わたして告げた。

「神を前に心を取り乱す必要などない。静まり……受け入れよ」

　その声が全ての人の耳に届いたはずもないのに……人々は口をつぐみ、静せい寂じやくに沈み込まれていった。まるで催さい眠みん術にでもかけられたかのように。

　いや、神の力が催眠術などという卑ひ小しようなものであるはずがない。

　時の神クロノスは魔ま術じゆつを使うわけでもなく時間を操作していたが……、




　秩序の神テミスは、世界の姿を改変しているのだ。

　己にとって都合のいい秩序のために。




「しばし口をつぐみ……ただ目の前の出来事を受け入れよ」

　テミスは次に、ミーアの耳元で囁いた。

「これは……貴様にこそ相応しいものだ、ミーティア」

　ミーアは怖おぞ気けに身を震ふるわせた。神の手に握られたものの正体が、ミーアにはわからない。しかしそれがおぞましいものであることを本能的に察知したのだ。

「や、やめて……そんなのいらない……！」

「己おのが存在価値を、貴様は見失っていたはずだ。それゆえ……今の貴様ならこれがよく馴な染じむ。それが新たな世界の秩序となる……」

　アルが止めることもできぬまま、魔王核かくを握ったテミスの手が、ミーアの胸元に押し当てられていく。それは、溶とけるように同化していき──。




「あああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　ミーアの胸から真っ黒い魔力が溢あふれ出ていき、それは繭まゆのごとく彼女の全身を覆い尽つくしていく。その繭の内側で、彼女は変へん貌ぼうしていく。

「空からの娘よ。その空くう虚きよのうちに全ての人類への侮蔑を宿せ……！　胸にくすぶる負の感情を増ぞう幅ふくさせよ……！　貴様が此こ度たびの──魔王だ！」

　神の声に応じるように、黒い魔力の繭が引き裂かれるように消えていった。




「私が……、魔王……」




　呟つぶやき声とともに姿を現したのは……黒光りする竜りゆう鱗りんを鎧よろいのごとく身に纏まとい、肌の色を暗い褐かつ色しよくに染めてしまったミーアだった。

　見慣れたはずの大きな瞳ひとみが、血のように赤く輝かがやいた。




　アルはテミスに問うた。

「俺たちが王宮にやってきたときから、こうするつもりだったのか？」

　こいつは人間世界の中心であるアメリア国王の座に君臨しながら、運命を改変するような力で、勇魔大戦の動向をコントロールしていたのだ。

　恐おそらく最初のシナリオは……盟約武闘大会で華はな々ばなしく優勝して即そく位いしたアメリア女王が、突とつ如じよとして歴代最強の魔王に覚醒し、人類が大混乱に陥おちいりながら勇魔大戦がはじまる──。

　と、いうものだったはずだ。

　そのために長い時間を費ついやして、エメラルダを最強の素材として育成していたはず。

　だがより優ゆう秀しゆうな素材が、目の前に現れた……。

　アルによってこの世界の常識を無視した育成が施ほどこされていた、ミーアという少女が。

「すでに魔王核はエメラルダの魂と融合して馴染んでいたが……相手が姉妹しまいということであれば……移植することは不可能ではなかった」

　テミスが答えた。姉妹として良く似た魂たましいであること、自我が喪失状態であることといった条件が、魔王核の移植には必要だったのだ。

「そのために昨晩やってきて、ミーアの魂を弱めておいたわけか」

　神がミーアを狙ねらう理由など、他に考えつかない。

「今、この世界にこの娘が存在しているのは、十二年前に森の中でギフトに目覚めたおかげだ。その偶然さえなかったら、この娘はすでに存在していなかった。それこそが正しい運命だったと秩序を定義し、私はこの娘の存在そのものを奪った」

　ミーアが存在している運命と、ミーアが存在しない運命とを交こう錯さくさせた。

　──それがこいつの能力。

　いや、そんな小細工が必要なのが、こいつの能力の限界ということだ。

　ミーアの過去に生死を分かつような出来事がなかったら、テミスはミーアの魂を弱めることができなかった。

　こいつの運命改変能力は、万ばん能のうではない。時の神クロノスの時間操作と同じく。

「此度の勇魔大戦において、人間側は強くなりすぎた。ゆえにバランスを取らねばならない。ゆえに、ここに歴代で最強の魔王が生まれることとなった……」

「ふふ……ふふ、あははははっ!!」

　アルの極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマによって深手を負っていたイルメリアが身を起こし、笑った。

「これが最強の魔王！　我らが神よ、魔族への導きに感謝を!!」




　魔王ミーア……レベル８５７３。

　成長途と上じようの肉体に配はい慮りよしてレベルはさほど高く鍛きたえていなかったミーアだったが、骨格フレームに対して完かん璧ぺきに均整のとれた肉体は、魔王の魔力を得たことで魔王エメラルダを超こえる能力値ステータスを獲かく得とくしていた。

　そして彼女はその能力値ステータスを十全に活いかす武具技術を有している。




　……アルは内心で笑った。

　思った以上に予測通りじゃないか。

　魔王覚かく醒せいを止めることができず、封ふう印いんにも失敗した。

　もちろん成功したらそれがベストだったが、失敗したら失敗したで、それでいいと思っていた。

　もし魔王覚醒が避さけられなかったとしても……それがミア姉に移植されるなら。

　それはアルにとって悪くないシナリオだった。

　アルはこの状じよう況きようを、望んでさえいた。

「アルフレッド・マグナス……アルベルト・ルグランが時の牢ろう獄ごくから抜ぬけ出して転生したのが貴様だと言うならば……貴様の『脅きよう威い度』を測らせてもらおう……」

　脅威度を測る──神にとってアルはまだその程度の認にん識しきでしかない。

　エゼキエルが王宮でアルが大だい賢けん者じやの生まれ変わりであることを否定していたのは、単なる演技にすぎなかったわけだ。

「さあ……愛する者が最強の魔王と化して、果たしてどのように戦う？」

　最強の魔王を生み出し、それとアルとを戦わせる。それが神のシナリオだったのだ。

「私が……アルくんと戦う……？」

　ミーアが、茫ぼう然ぜん自じ失しつとした声を漏もらした。

「娘よ……空っぽになった己の内で、負の感情だけが増幅されているのを感じ取れ。

　かつてした自己否定を……否定し、怒いかりと不満を解き放て。

　全てを侮蔑し、許しがたきものを殺し尽くして己にまつろわせろ……!!」

　秩序の神のその言葉には、ミーアの心をそうあるべきと定義する力がある。

「アルくんへの……許しがたきものへの……怒りと不満……」

　ミーアはぎりりと歯を軋きしませて、アルにこれまで見せたことのない表情を見せた。




　──そうだ、俺はそれを受け止めたかったんだ。

　アルは心のうちで、ミーアに対して思う。

　魔王核が負の感情と周囲への侮蔑を増幅させることはわかっていた。

　ミア姉が魔王になれば自分に牙きばを剥むくのはわかっていた。

　わかっていたから……それを望んだ。

　優やさしいミア姉が吐はき出せずにいたすべての想おもいを吐き出させて、受け止めるために。

　そのために、アルはミア姉を魔王にさせるというシナリオを予測し、受け入れていた。




「アルくんの……っ！　アルくんのバカぁあああああああああああああああああっ!!」

　魔王ミーアの真っ赤な瞳が燃え上がった。

　魔王ミーアは巨きよ大だいな弓を振ふりかざし、おぞましい魔力を纏まとわせた矢を撃うち放った。

　風切り音ではなく超ちよう音速を超こえた空気の破は裂れつ音を鳴り響ひびかせ、それは漆しつ黒こくの流星となる。

　アルであっても弾はじいたり、防いだりするのは、容易たやすくはない。

　しかしアルは何もせず、ただ魔力で己おのれを覆おおってそれを受け止めた。

　ドスドスドス！と、矢はアルの防ぼう御ぎよ力を突とつ破ぱし、胸に、四し肢しに、浅く突つき刺ささる。

　アルは感じ取ろうとした──アリアのギフト【万物アンリミテ融合ツド・ワン】の副産物といえる理解の力で。

　矢にこめられたミーアの真っ黒い想いを。

　傷は浅いが血が滲にじむ。それは久しぶりの痛みだった。

　魔王ミーアは短刀を抜いて闘とう技ぎ場の地を蹴けった。

　真っ黒い残像となって、アルに躍おどりかかる。

　アルは指先で次元を切り裂さき、オリハルコンの剣けんを抜き取った。

　金こん剛ごうも断たたんとする魔王ミーアの一いち撃げき──それを剣で十字に受け止める。

　すぐさま跳はね踊おどるように魔王ミーアの短刀が舞まう──アルはその斬ざん舞ぶのすべてについていき、一つ残らず剣で十字に受け止める。




　ミア姉はいつだって、ニコニコ笑え顔がおで周囲を明るく照らしていた。

　ミア姉はいつだって、誰だれかが嫌いやな気持ちになるようなことを言わなかった。

　それらのすべてが、拾われた子供の悲しい処世術だったということが、今ではわかる。

　俺は今までミア姉のことをわかったつもりで、多くのことを知らずにいた。

　母親の死を目まの当たりにしながら逃にげてきた不安と恐きよう怖ふに満ちた過去も、家族を切実に求める想いも、今も過去トラウマに感情が縛しばられ続けていることも。

　ちゃんとミア姉は俺のことを異性として愛してくれていた。それでも彼女は家族以上の関係性へと自分から踏ふみ込むことができなかった。

　その二律背反が彼女の心を傷つけ続けていることも……ずっと理解してやれずにいた。




　短刀と剣とを十字に交えるたびに、アルは魔王ミーアの想いを理解していく。

　反撃はしない。できようはずがない。

　アルがミア姉を傷つけることなどできようはずがない。アルには魔王核を破は壊かいすることもできない。ただただ──『理解』することに集中した。

「……視みていた！」魔王ミーアが短刀を振るいながら叫さけんだ。

「何を!?」それを受け止めながら、アルは問うた。




「アルくんがアリアさんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るのも、抱だき合いながら寝ねているのも！

　キスをしたことも、何度も何度もキスをしたことも！　全部全部私は視ていた!!」




　黒い魔力の奔ほん流りゆうが勢いを増し、一撃の威い力りよくが増していく。

　受け止めるアルの剣と腕うでが軋む。……アルの心も軋んだ。

　視ていた──アリアとの最初から最後まで。すべてを。




「私の千せん里り眼がんは全部視ていた!!　……アリアさんを敵だと思ったから!!

　遅おくれて現れたくせに私からアルくんを奪うばい取る敵だと思ったんだ!!」




　魔王ミーアの赤い瞳に涙なみだが溢れ、こぼれ落ちる。

　それは漆黒の斬舞の中で残ざん酷こくに散り舞って輝いた。




「どうして十年も前からアルくんが大好きだったのに、私は同じことをできないの!?

　義父とうさんと義か母あさんが……私を愛してくれなかったから……!!

　役に立てないと居場所がないって……誰かと仲良くなるたびに思い出すんだ!!」




　──ミア姉の千里眼は、自分に向けられるあらゆる悪意を見通していた。

　それが彼女の心を傷つけていたのだ。

　それらの風景は、愛想笑いの内側にこびりついて深層心理を常に支配し続けた。




「アルくんの役に立つことなんてできないっ！　できるわけないっ!!

　でもアルくんを手放したくなくて、抱き締しめて……、おっぱいを押しつけたらアルくんは照れながらちょっと嬉うれしそうな反応をするようになって……!!

　アルくんがもう子供じゃないってわかってた！

　だから私から離はなれられないようにしようと抱き締めてたんだ!!　意い気く地じのない私はそんな薄うす汚よごれた手段で居場所を手に入れようとしてたんだ！　なのにそれさえも……!!

　アリアさんともっとすごいことをしたからって、アルくんは平気な顔をするようになった……!!」




　真っ黒い怒りが重みを増していく。

　俺はミア姉が自分を子供あつかいしなくなるのを、ずっと待っていた。

　それがミア姉を傷つけ続けていた。

　俺も知らないミア姉の一面は──こんなにも複雑に屈くつ折せつしていた。

　それは魔王にならなければ吐き出せようもなかった吐と露ろ。

　だけど俺は望んでそれを引き出したんだ。だから応こたえる義務がある。




「私にも……アリアさんと同じことをしてよぉ……っ!!」




　きっと森の中で母の死を視てしまったときにも、血を吐くような叫びをあげたのだろう。

　その叫びで、アルはすべてを理解した。

　その一撃で、オリハルコンの剣が砕くだけ散った。

　用を終えた剣を放り捨て──アルはミア姉を抱き留めた。




　俺はここ数日、ミア姉に大好きだと伝え続けてきた。

　口で伝えてもどうしても信じてくれないミア姉に、悩なやみ続けた。

　俺がやるべきことは、そんなことじゃなかったんだ。




「大好きだよ、ミア姉」




　アルはもう一度、言葉でそう伝えた。

　そしてそれだけでなく。

　強ごう引いんに首を引き寄せて、彼女の初めての唇くちびるを奪った。

　──愛されなかったトラウマで一歩を踏み出せないミア姉のトラウマを癒いやすには。

　愛するしかなかったんだ。照れも恥はずかしさも捨てて、徹てつ底てい的に。




　アルは唇をこじ開けるように舌を滑すべり込ませ、熱を注ぎ込むように激しく貪むさぼった。

　魔ま王おうミーアはそれまで荒あれ狂くるっていたのが嘘うそのように、されるがままとなってアルに身を委ゆだねる。

「……何だ？」秩ちつ序じよの神テミスが、戸と惑まどいの声を漏らした。

「何をやっている……？」

　アルは指先で次元を切り裂き、否定の魔剣ゾモロドネガルを取り出した。

　解呪デイスマジツクの魔術がこめられた、物理的実体を斬きることなく魔術と概がい念ねんのみを断つ魔剣。

　そのゾモロドネガルに、アリアのギフト【万物アンリミテ融合ツド・ワン】によってミーアが吐き出した想いへの理解を融合させる。

　生まれ落ちるのは、負の想いを断ち切る魔剣。

　ミーアの魂たましいと魔王核かくは、長い年月を経たエメラルダと違ちがって、まだ完全に融合しきってはいない。負の感情を媒ばい介かいとして、仮止めがされているだけだ。

　ゆえに──負の感情を断つことによって切り離せる。

　キスを続けながら、アルは理解の魔剣を背中側から彼女の胸に滑らせる。
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　コトン……と、魔王核がミーアの胸からこぼれ落ちた。

　唇を離し、彼女の顔を見つめた──霧きりが晴れていくように黒い魔力が掻かき消えていき、

　愛すべきいつものミア姉にその姿が戻もどっていく。

　その瞳ひとみから涙が溢あふれ出ていた。ずっと泣きながら短刀を振るっていたのだ。

　アルはもう一度、ミーアに口づけをした。

　テミスが叫んだ。

「馬ば鹿かな……いったい何をした!?　アルフレッド・マグナス!?」




「神というのは……愛の力というものを知らないのか？」




　ミーアの肩かたを抱だきながら、アルは言った。




　　　　†




　アルは地面に転がった魔王核を拾い上げようとして──それがいつの間にかテミスの手のうちにあることに気がついた。

「くだらん……」

　テミスは吐き捨てるように言うと、その姿を消した。

　そして次の瞬しゆん間かんには、膝ひざをついたままのエメラルダの傍かたわらにいた。

「勇魔大戦がはじまる前から魔王が欠けるわけにはいかぬ。エメラルダ、やはり貴様が魔王に戻るがいい」

「魔王……？」

　放心状態のエメラルダが悄しよう然ぜんと呟つぶやく。

　アルとミーアの戦いも、果たしてどれだけまともに認にん識しきできていただろうか。

「我が、魔王だったというのか……」

「何の疑問もあるまい……むしろ疑問が氷解しただろう。だから貴様は周囲の人間の誰とも愛し合うことができなかったのだ」

「だが我は……アルに何もできずに敗やぶれた……」

「その上さらに魔王核も失ったままでは……なおのこと無価値だ。再び受け入れよ。自分が魔王であることを……」

　テミスの手から失意のエメラルダへと、魔王核がこぼれ落ちていく。

　アルは叫んだ。

「受け入れるな！　エメラルダ!!　きみは孤こ独どくなんかじゃない！　俺となら仲良くなれるって感じたはずだ！　あのとき一緒に遊んで、楽しかったはずだ!!」

「だが貴様はあの男に敗れた」

　遮さえぎるように、テミスが囁ささやく。

「認めがたかっただろう？　情けなかっただろう……？　その劣れつ等とう感を拭ぬぐわずして、貴様はあの少年と友として真っ直すぐ向き合うことなどできまい……」

　エメラルダの胸から、黒い魔力が溢れ出た。再び融ゆう合ごうがはじまったのだ。

　くそ、言葉だけでは届かないか……。

「姉さん！」

　ミーアも声を張り上げた。

「私も姉さんと同じことに苦しんできた気がする……。でも！　強くなくても、人は愛し合うことはできるよ！　そんなのは関係なかった!!」

　今のミーアには、エメラルダが感じている恐きよう怖ふ心が理解できたのかもしれない。

　自分自身が強くあらねば生きていけないという孤独感。

　それは二人が共通して幼少時代に感じていたものだ。

　そうして育った頑かたくなな心は、他人からの愛情を簡単に信じることができない。

「惑まどわされてはなりません、殿でん下か！　いえ……魔王様!!」

　イルメリアがエメラルダの傍そばに寄り添そい、囁きかける。

「貴女あなた様のご帰き還かんをお待ちしている仲間が大勢おります。そう……仲間が」

「我に……仲間が？」

　イルメリアは宮きゆう廷てい魔術師として身につけていたローブを脱ぬぎ捨てた。

　その瞬間、青あお紫むらさき色の光に覆おおわれて──魔族としての真の姿を現した。

「我が名は魔界四天王が一ひと柱はしら、イルメリア！」

　頭から禍まが々まがしい角が生え伸のび、背中から服を突つき破やぶって翼つばさが広がっていく。

　窮きゆう屈くつそうに衣服を破り捨てると、堕だ落らくを誘さそうような扇せん情じよう的な衣い装しようが露あらわとなった。

「テミス様のお導きによって人間どもの国で魔王様が目覚めていると知り、お傍で貴女様の覚かく醒せいをお待ちしていたのです!!　ふふふ、誰だれも気付かぬとは愚ぐ鈍どんな人間ども！」

　勝ち誇ほこったようにイルメリアは笑う。アルには驚くような変身ではない。

　……こいつもテミスの掌てのひらの上で踊おどった駒こまのひとつに過ぎないだろうに。

「我に……仲間がいるのか……？」

　イルメリアを嫌けん悪おしていたはずのエメラルダが、縋すがるように顔を持ち上げる。

「さあ、帰還リターンの魔術を使います。私の手を取ってください」

　人間世界では漆しつ黒こくのアルベルトの歪ゆがんだ改革のせいで転移ワープ系統の魔術が忘れ去られていたが……魔界では当然、使える形で残っているのだろう。

　エメラルダが……イルメリアの手を取った。

　イルメリアから『帰還』の術式が浮うかび上がる。

　アルはそれよりも速い詠えい唱しよう速度で『対抗魔術カウンタースペル』による術式の破は壊かいを試みたが──それは失敗に終わった。

　アルとイルメリアの間に、テミスが立ち塞ふさがっていた。

「邪じや魔まをするな！」

　アルが叫さけぶ。テミスは問うた。

「何な故ぜ、魔王のためにそこまで必死になる？　貴様は人間側ではないのか？」

　……アルにもエメラルダと仲良くなりたい理由があった。




「勇者も魔王も救うと俺は最初から決めていた！　どちらも犠ぎ牲せいになどさせない！」




　イルメリアの術式が完成に向かっていく。

　くそ、あんなにとろくさい術式を破壊してやれないとは。

「エメラルダ！　すぐにまた会いに行く！　忘れないでくれ！　そのときは……もっと言葉だけでなくお互たがいを信じ合えるように努力をする!!」

　エメラルダは一瞬、こちらを振ふり向いたが──、

「帰還！」

　魔術が発動し、イルメリアとエメラルダの姿が消えていく……。

　くそ……。

　どこかで何か違う選せん択たくをしていたら、ミア姉だけでなく彼女も救えた可能性もあっただろうか……。

　しかし闘とう技ぎ場には、まだテミスが残っている。

「……魔王にはまだ役目がある。貴様さえいなくなれば、あの魔王は尊厳と役割を取り戻すことだろう。……貴様の脅きよう威い度はよく理解できた」

　テミスは静かに言ってアルに向き合った。




「歴代最強の魔王よりも強い貴様は、この世に存在してはならないバグだということだ……」








八章　神の秩ちつ序じよへの真の反逆






「私の台本に、貴様は必要ない……」

　そう言葉を発した直後──テミスはアルの目の前に立っていた。

　運命の操作……。

　世界の秩序、世界のあるべき姿を『定義』することで、運命を改変する。テミスが、自分はアルの目の前にいるべきと考えたそのとき、テミスはすでにそこにいるのだ。

「絶対焼尽インヘルノ！」

　アルは即そく座ざに攻こう撃げき魔術を発動させる。世界の理ことわりを極きわめた絶対格アルテイメツトの魔術、極限の熱が圧縮された小型太陽がテミスの目前で爆ばく発はつし──、

「神に刃は向むかうべきではない」

　──その一言で、消え失うせた。

　テミスは告げる──「そのような世界の理の範はん囲いの攻撃は……私には届かない」

　アルは思わず噴ふき出した。

「まったく同じようなことを言ったやつに覚えがある。クロノスとかいうやつだ」

「……貴様が、まさか……」

　人と異なるその顔から表情の変化は窺うかがえない。しかし声に動どう揺ようの波が揺ゆれた。

「クロノスの死には気付いていたか。だったらようやく話が繋つながったか？　あいつは俺を時の牢ろう獄ごくに閉じ込めたやつだ。真っ先に復ふく讐しゆうしてやらねばならないだろう」

「それほどの力を、いったいどのようにして……まさか、時の牢獄でか」

　この程度のことを予想できていないとは、よほど信じがたいことだったようだな。




「理解した……貴様の脅威度を。秩序のため、この手で貴様の命運を改変しよう……」




　テミスの両手が巨きよ大だい化していく──丸みを帯びた女性的なシルエットとは裏腹に、両の掌てのひらだけがゴツゴツと禍まが々まがしい輪りん郭かくに転じていく。

　同時に、周囲の風景が色を失って静止していく。アルとミーアとテミスの三者を除いて、他のすべてがまったく動かなくなってしまった。

　これは……？

「絶対秩序の空間。クロノスの時の牢獄のようなもの、私だけの空間だ……」

　テミスの運命改変には限界がある。クロノスの時間操作と同じく。

　だがこの空間で、あの手で掴つかまれて直接その力を流し込まれたら……？




　そう思った瞬間、テミスはアルの背後にいた。




　その巨大な両手で、アルの頭を包み込むように掴もうとする──。

「ミア姉……【精神喰いマインドバイト】！」

　──それより先に、アルはミーアの心の中に自らの魔力を注ぎ込んでいた。

　本来は相手の精神を破壊し尽つくし、そのすべてを簒さん奪だつするという暴力的な魔術。

　しかし相手がアルを心底から受け入れたなら、平和的な精神共有魔術となる。




「大だい丈じよう夫ぶだよ、アルくん……。私の嫌いやなところはもう、全部見せちゃったから……！」




　アルとミーアの精神が接続され……ミーアのギフトへとアルが魔力の手を伸ばす。

　ギフトを生まれ持たなかったアルが、ギフトを使うための唯ゆい一いつの手段。

　アルは背中に目があるかのようにしゃがみこみ、テミスの掌から逃のがれた。

　テミスがどこに瞬しゆん間かん移動したとしても、即座に対応できるだろう。

【千せん里り眼がん】──アルが不ふ意い討うちをされるということはなくなった。

　同時に相手から自分に振るわれた力の正体を、アルは理解した──万物アンリミテ融合ツド・ワンの力で。




　確率に支配された現象が生じるたび、宇宙は枝分かれしていく。

　運命とはその枝分かれし続ける中の一筋の線に過ぎない。

　無限の並行宇宙には異なる運命を辿たどった無数の現実が存在している。

　ミーアが森の中でギフトに目覚めず死んだ運命線もあるだろう。

　テミスはそれをわずかに組み替かえる権限が与あたえられている。




　あらゆる運命線が【知識宇宙アカシツクレコード】に記録され続けている。

　次元を交こう錯さくさせ、他の運命線からこの運命線にあり得なかった可能性を運び込む──、

　それを可能とする疑ぎ似じ永久機関が存在する──【エヴェレット改変機関】。

　無から有を生み出すそれは、『箱庭』における超ちよう常じよう現象のすべてを支えている。

　魔術とはエヴェレットへの現象要請オーダーであり、術式とは命令構文プログラムである。

　テミスは下級管理者ステータスが与えられ、どこの運命線にも属さぬ絶対秩序空間の生成能力をもち、より具体的な現象要請──運命改変が可能となっている。




　──クロノスと戦ったときと同じような、情報で脳が爆発するかのような感覚。

　アルはまたも神を通じて、箱庭の外の世界の根幹を支える秘密を学習した。

　今はそれを……目の前の相手を打破するために使う。

　アルは『運命改変』への理解を、ゾモロドネガルに融ゆう合ごうさせた。

　クロノスのときと同様に、生まれ落ちるのは──運命の改変を断たち切る魔ま剣けん。

「それは……あの娘むすめのギフトか!?」

　背中に目があるかのように対応したアルに、テミスが驚おどろきの声をあげた。

　ならばあの娘を先に始末すればいい。テミスはそう理解し、ミーアへと意識を向ける。

　その判断と、アルがゾモロドネガルを振るったのは同時だった。

　ゾモロドネガルの刃やいばがテミスに突き刺ささると、その場に縫ぬい止められたかのように、テミスは瞬間移動に失敗した。

　己おのれの運命を操作できなくなったのだ。

　アルは左手でゾモロドネガルを握にぎり締しめたまま──右手ですっと次元を切り裂さき、中から復ふく讐しゆう魔剣【ネメシス】を取り出した。

　クロノスと戦った際に造り上げた──神殺しの魔剣。

　テミスが呻うめく。「その短剣……我が力を封ふうじ込めているのか。そしてその長剣……」

　両者はそのまま睨にらみ合った。




「確かに……この私の運命は、その短剣が突き刺さっている限り動かない」

　テミスはせせら笑った。

「だがその短剣が縛しばり付けているのは、私自身の運命だけだ。それ以外のものは、改変できる。この至近距きよ離りでおまえに触ふれて……おまえの運命を消し去れば終わりだ……」

「その掌てのひらで、俺に触さわれるかな？」

　アルは不敵に笑った。

「クロノスもそうだったが……おまえたちは動きは速い、力は強い、しかし……戦い慣れているわけではない。ボディがハイスペックなだけで、武の術理がない」

「……」テミスは笑いをかき消して押し黙だまった。

　アルにはクロノスと戦った経験があり、テミスにはない。

「その長剣……特別な力が宿っているようだが、私にはけっして届かない。その剣の運命は、途と中ちゆうで消える。無意味なことだ」

「消せるかな？　おまえの力は万ばん能のうじゃない。それほどの権限がおまえにはない」

「私をクロノスと同格、と都合良く決めつけているようだが……」

「関係ないさ、そんなことは」

　アルはテミスの多弁を遮さえぎった。

　その言葉が真実だろうとはったりだろうと関係なかった。

　この復讐魔剣ネメシスに宿っているものが敗やぶれるならば、この場で命を失ったとしても仕方がない。アルは燃え上がる感情を吐はき出すように、言葉を続けた。




「消せるか？　俺の四十六億年の復讐心を……！　姉さんを救いたいという執しゆう念ねんを……！　上等だ！　おまえの秩序で俺の反逆を……消せるというのなら消してみろッ!!」




　テミスの方から動いた──アルが与える重圧プレツシヤーに耐たえかねたかのように。

　巨大な右掌をアルに振ふり下ろす。小こ柄がらな体のどこかに触れればそれでいいというふうに。

　初動と軌き道どうを読み切って、アルは最小限の動きで身をかわした。

　テミスの左掌がすぐさま襲おそいかかった。アルはゾモロドネガルを手放し、身を翻ひるがえらせる。

　テミスは慌あわてたようにゾモロドネガルを払はらい落とした。

　それは、今すぐこの場から瞬間移動で逃にげ出したいという怯きよう懦だを隠かくさぬ行こう為いだった。
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　それより先に、テミスの胴どうに横からすーっと線が走った。

　二連撃を回かい避ひしながら、アルはすでにネメシスを横よこ薙なぎに振るっている。

「このようなことは……あってはならない……」

　しかしその言葉はもはや死の運命を改変させ得ず──、

　切り離された上半身が、ぐらりと地に転がり落ちた。




「だが……」テミスが最さい期ごに、妙みような言葉を口にした。

「バランスを司つかさどる神が倒たおされるということの意味……思い知るといい……。貴様の脅きよう威い度は、すでに……」

　……なに？

　しかし問い質ただす間もなく──絶対秩序の空間が横に引き裂かれていく。

　空間が元通りの色しき彩さいを取り戻もどし……それとともにテミスの亡なき骸がらも、あらかじめそうなるように出来ていたかのように消失していった。








エピローグ　勇ゆう魔ま大戦






　豪ごう華か絢けん爛らんな祝祭パレード用馬車が、アメリアの王宮から続く大通りをゆっくりと進んでいく。

　人々は惜おしみない歓かん声せいを送り、クラッカーを鳴らしたり、花束を投げたりした。

　馬車は開放式で乗っている人物がまるで見世物みたいによく見えるようになっている。そこに乗っているのは──アルとミーアの二人だった。

　盟約武ぶ闘とう大会の優勝祝賀パレードである。




　どうなるものかと思っていたが、アルたちの優勝はあっさり認められた。

　目を覚ましたエゼキエルが、本来の自我を取り戻したためだった。

　テミスは常にエゼキエルに憑ひよう依いし続けていたわけではなく、その人格を改変して都合のいい振る舞まいをさせていた。

　だがツギハギだらけの人格はテミス亡なき今、記き憶おくや思考に矛む盾じゆんをきたし、自じ壊かいするように本来の人格を取り戻したのである。

　彼は長年の間、何者かの操あやつり人形にされていたことを認めた。

　そして決勝戦を観みていた観客たちも、一時的に認にん識しきを改変されていたものの、試合の最中に人ならざる異形が姿を現したことを思い出した。

　イルメリアが魔族としての正体を現し、エメラルダ王女とともに消えたことも。

　……そのときアメリアの国民たちが愛して止やまなかったそのエメラルダ王女が魔王へと覚かく醒せいしてしまっていたことも、彼らは認めざるを得なくなった。

　心にしこりが残るのは間ま違ちがいないが──、

　優勝の褒ほう美びとして、エーテルメギア勇者学院の存続も許されることとなった。

　めでたく当面の目的は果たせたということになる。




「何だかこれ、結けつ婚こん式みたいだねえ……」

　ミーアがほっぺたをリンゴのように赤くして言った。

「……結婚式で街中をパレードしたりなんてしないでしょ」

　少なくとも自分は絶対にごめんだ。

「でもでも、二人で祝福されて披ひ露ろうしてる感じがそれっぽいよっ!!」

「結婚式ってことでもいいけどね。ミア姉をお嫁よめさんにもらう許しも得たわけだし」

　ミア姉は顔をいっそう真っ赤にして「えへへ……」と俯うつむいた。
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　……となるとこれは、さしずめ『初夜』ということにでもなるのか？

　そう思った途と端たん、アルの心臓の鼓こ動どうが激しくなってしまった。

　落ち着け、自分で自分を追い込むようなことを考えてどうする。

　初夜、だなんて十二歳のメンタリティにはあまりにも荷が重い。




「えへへ、アルくん……」

　いつもアルをオモチャ扱あつかいして抱だきついてくるミーアが、ベッドに身を横たえて、アルを待ち受けている。薄うす手でのブラウスにショートパンツという寝ね間ま着き姿だが……、

　明らかに睡すい眠みん以上の何かを求めている。

　……応こたえるしかない。アリアにしたことは彼女にもしてあげないといけないし、徹てつ底てい的に愛情を実感させるとすでに心に決めた。

　アルは横たわるミーアに覆おおい被かぶさるように顔を寄せ、キスをした。

「ん……、アルくん……ちゅっ……」

　唇くちびるを擦こすり合わせるだけでなく、アルの方から舌を入れる。

　そうしていると、鼻からも口からもミーアの香かおりが流れ込んできて、それで頭が一いつ杯ぱいになるかのようだ。

　こんなことを比ひ較かくするのもなんだが……アリアは素す直なおに、かつ激しく舌を絡からめて応じてくるが、ミーアは照れや恥はじらいを感じさせる受け身なキスだった。

　アルはミーアの胸に手を伸のばす。

　──でかい。

　押しつけられるのではなく、自分から手の平で触さわるからこそわかる量感がある。

　どう触るとアリアが気持ちよさそうにしていたか思い出しながら……キスも続けつつ、胸を揉もみしだいていった。

　ブラウスの下はノーブラのようだ。大きくて柔やわらかい先せん端たんで、しこりをもって隆りゆう起きしていくものの存在を感じ始める。アルはそこを重点的に、弄もてあそんでいく。

　ふーっと、ミーアが唇の隙すき間まから熱いため息をついて、肩かたをぞくぞくと震ふるわせた。

　唾だ液えきの糸を引かせてアルはいったん身を離はなした。

　いよいよブラウスのボタンをぷちぷちと外していく。

　果実の皮を剥むくように脱ぬがせて、瑞みず々みずしい白い肌はだをさらけ出させた。

「アルくん……私のおっぱい、好き？」
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　甘えるような目つきでミーアが問いかけてくる。

「昔からあんなふうに押しつけられて、嫌きらいになるわけがない」

　少年として転生してから初めての性的な原体験だった。

「えへへ……」と、ミーアは困り顔で笑った。

　魔王化したときの告白によれば、あれは半ば意図的な『誘ゆう惑わく』だったのだ。

　実際アルはアルベルトだった頃ころよりも、巨きよ乳にゆうが好きになった気がする。

　ずっとこうしたいとは思っていたのだ──アルは大きなおっぱいに対して十二歳の男子がやりたいと考えるようなあらゆることをした。

　アルのやりたい放題にミーアはときに困こん惑わく顔で受け入れ、ときにくすぐったがり、やがて明らかな快感に身を震わせていく。

　白い肌が熱を帯びて汗あせばみ、瞳ひとみがとろりと潤うるんでいく。

　女の子の体が、自分よりも小さな少年に対してその気になっていく。

「……アルくん、その……もっと先のことは、しないの……？」

　延々とおっぱいを弄ぶアルに、ミーアが言った。

　気がつけばショートパンツから伸びるむっちりとした太ももを汗だけではなさそうなものでじっとりと湿しめらせて、モジモジと物欲しげに擦すり合わせていた。

　それは刺し激げき的な風景だったが……。

「今はおっぱいが十二歳の限界だ」

　節度は守らないとな。猿さるのような十二歳になってはいけない。

「えっ!?」と、ミーアは声を跳はねさせた。

「た、確かにアリアさんともそこまでしかしてなかったけど！」

　ミーアはその様子を千せん里り眼がんで視みていたから、事実として受け入れるほかない。

「そ、そんなの生殺しだよ～～～っ!!」

　アリアと違ってその先の知識があるミーアは、目をバッテンにしてそう叫さけんだ。




　　　　†




「アル……おはようございます」

　翌朝、教室に向かうためにアルとミーアがそろって部屋を出ると、アリアとばったり出くわした。

　偶ぐう然ぜんではなく、待ち構えていたかのようだった。

　しかし用があるのはアルではなくミーアの方であるらしい。

「私は……ミーアのことを、その……友達と思っていますから」

　無む垢くな瞳をミーアに真っ直すぐ向けて、そう切り出した。

　ミーアはきょとんとした顔をする。

「えっと、その……初対面で殺そうとしてきて、なのにすぐに馴なれ馴れしくしてきて……最初はこの人おかしいんじゃないかとも思いましたが……」

　アリアはたどたどしく言葉を探しながら言う。

「私も引っ込み思案な人間ですから……その距きよ離り感が……嬉うれしかったです……」

　素直な気持ちの告白。

　魔王としてミーアが吐はき出した言葉に、アリアも感じるところがあったのだろう。

「私は、ミーアのこと……好きですから」

「アリアさん……私も好きっ!!」

　感極きわまって二人は抱だき合った──何な故ぜか間にアルを挟はさんで。

「どうして俺を間に挟んで抱き合うんだ？」

　身長の関係上、アルの頭はおっぱいサンドイッチの具にされていた。

「だって私たち……そういう関係じゃないですか」

　アリアがよくわからないことを言う。

「どういう関係だよ……言語化を放ほう棄きしちゃダメだよ……」

「私はわかるよっ！　アルくんあっての私たちだもん！」

　ミーアが快活に笑って言う。

　二人はしばしそのまま仲なか睦むつまじく、アルを挟み込んで抱き締しめ合った。

　ふむ。まあ何はともあれ……ミア姉は笑え顔がおでいるのが一番だな。




　　　　†




「た、大変ですぞ、アル殿どのっ！」

　校長室に呼び出されるなり、この部屋の主あるじとなったレストンが泡あわを食って言った。

「いったいどうしたの？　わざわざ呼び出して」

　めでたく学院の存続が決まり、やはり面めん倒どうだったからレストンを校長に就任させたのだが……やはり元々が研究者だから、威い厳げんが少々足りない。

　些さ細さいなことでいちいち呼び出されるのも面倒だぞ。

「そ、それが……各地で魔ま物ものや魔族の侵しん攻こうが活発になってきているそうなのです！」

　ふむ……そりゃそうだろう。

「魔王が覚醒したんだから、当たり前じゃないか。しかもあのイルメリアには人間側でまだ勇者が覚醒していないのはバレバレなんだし」

　エゼキエルにも注意しろと伝えたのだが。

　──ついに勇魔大戦が幕を開けたのだ。

「た、確かに……！　しかしそれだけではないのです。実は……侵攻してくる魔物や魔族たちが、明らかに強くなっているそうなのです！」

「……ふむ？」

「レベルでいうと平均しておよそ１００以上も上がっていて、各地の防衛ラインが危機に陥おちいっているとの報告が次々とあがっているそうです……！」

　アルの脳のう裏りに、テミスの最さい期ごの言葉が連想された。

『バランスを司つかさどる神が倒たおされるということの意味……思い知るといい……』

　あれは……勇魔大戦のバランスを崩くずしたということか？

　レストンは執しつ務む机に大きな地図を広げた。

「アメリア北方の被ひ害がいが特に甚じん大だいで、防衛隊はすでにアルサール砦とりでを放棄し援えん軍ぐんを待ちながらの撤てつ退たい戦を余よ儀ぎなくされていると……」

　アルが想定していたよりも早いペースだ。

「と、すると……」

　アルは地図の一点を指さす。

「ここらへんの村で魔族による略りやく奪だつが起こる可能性があるね」

「は、はい……。しかしどうすることも……」

「転生前に行ったことのある場所だ。ちょっと様子を見に行ってこよう」

「え……？」

「……転移ワープ」

　レストンの目前で、アルの姿は消え去った。




　エンデ村──アメリアの北方に位置し、ドルゴン海かい峡きようを挟んで魔界からほど近い距離にある小さな村である。

　場所がら栄えているとは言いがたい村だが、代々の勇者パーティーが魔界に突とつ入にゆうする際に拠きよ点てんとしたことで歴史的に名の知られた場所だ。

　アルもルシアーナ姉さんとともに、盛せい大だいな壮そう行こうの宴うたげを開いてもらった思い出がある。

　アルサール砦が放棄されたことで、村人たちもすでに避ひ難なんが済んでいる様子だが──、




「燃やせ燃やせェ──ッ!!」

「俺たちの場所にすンだ！　ニンゲン臭くささを焼き尽つくせェ──ッ!!」

「俺たちもアルサール砦にいたかったってのにイルメリアがよォ──ッ！」




　もぬけの殻からとなった村は、今まさに知性の低い下級魔族たちにすべてを奪うばわれ、破は壊かいされ尽くそうとしていた。そして、逃にげ遅おくれた者もいる……。




「助け、助けてええええええええええええええええっ!!」

「ヒャハハハハハッ!!　家か畜ちく小屋に女が隠かくれてたぞ!!」

「逃げるなよぉおおお！　可愛かわいいブタとして飼ってやるからよぉおおおおおおおっ!!」




　エンデ村のほど近くの森に転移してきたアルは、千里眼で状じよう況きようを確かめた。

　アルはまず住人を助けに向かおうとして……取りやめた。

　誰だれかが、すでに戦っている──一人で。

　そうとうの強さだ。エメラルダと太た刀ち打ちできそうなほど。

　…………魔王に太刀打ちできそう、だと？

　救助は任せておいてもよさそうだった。

　ならば……頭を抑おさえに行く。アルは村の集会所へと転移した。




「ケヒャヒャヒャ！　小せえ村のくせに調度品だけはご立派じゃねえか！」

「勇者を迎むかえ入れるためでしょうぜ！」

「エハハハハハハッ!!　なかなか住み心ごご地ちが良さそうだぜ!!」

　広間で魔族たちがバカ笑いをしながら食料を食い散らかしている。

　低てい俗ぞくな下級魔族にもかかわらず……いずれもレベルが２００を超こえている。

　なるほど、知性と能力のバランスがおかしなことになっているな。

「……確かにおまえらの血で汚よごすには惜おしい調度品だ」

　村長の椅い子すにふんぞり返っている親玉の背後から、アルは囁ささやいた。

「へげ？」と、間ま抜ぬけな声が返ってくる。

「凍こおりつけ……極大グラン・氷結魔術フリージング」

　アルの手の平から冷気の嵐あらしが溢あふれ出た。

　それは瞬またたく間に広間一面を覆おおい尽くし、魔族たちを悪あく趣しゆ味みな氷の彫ちよう刻こくに変えた。

「ひ、ひぃいいいいいいいいいいいいいいっ!!」

　一いつ匹ぴき、悲鳴をあげて駆かけ去る者がいる。むろんわざと逃がしたのだ。

　アルが転移で魔族の先せん遣けん部隊を潰つぶしてまわり、『神しん出しゆつ鬼き没ぼつの強いやつがいる』とでも噂うわさが流れれば、侵攻速度を遅らせることができるだろう。

　本気で勇魔大戦を終わらせにかかるのは……まだ早い。

　さて、親玉を潰したことだし……あとは適度に掃そう討とうして回るか。




　そしてアルは、再び巡めぐり会った。

　村中央の広場で、掃討と救助をそれぞれ終えた二人が向かい合った。他ほかには誰もいない。

「いたるところに氷の彫ちよう像ぞう……魔族たちが退ひいていったのは、君のおかげですか？」

「思い出の場所を汚したくなかったからね」

　歩み寄りながら、双そう方ほうの表情が同時に強こわ張ばった。

「君は……」少女が声をもらす。

「あなたは……」アルも声をもらした。

　やはり顔を合わせれば、わかることだったのだ。

　しかし、実のところ、その姿はよく見えていない。

　西の空に夕ゆう陽ひが沈しずみ、彼女はその黄昏たそがれを背負ってその場に現れた。咄とつ嗟さにはっきりと判別できたのは、逆光の輪りん郭かくのみである。

　しかし顔を確かめるより先に、アルにはその魂たましいを感じ取ることができていた。

　アルが姿も確かめようとして目を凝こらしたのと、剣けんを抜ぬく鞘さや走りの音が鳴ったのは同時のことであった。

　勇者が覚かく醒せいと同時に授さずかる【七しち曜ようの剣】。

　それを握にぎる右手に輝かがやくのは、紛まぎれもなく勇者の紋もん章しよう──。

　だがその再会は、幸福なものではなかった。




「神童アルフレッド・マグナス。神に与あたえられた使命により……これよりあなたを抹まつ消しようします」




　──姉さんの生まれ変わりは、アルにそう告げた。








あとがき






　無事、みなさまに二巻をお届けすることができました！　三み原はらみつきです。

　現在、コロナウィルスの流行によって社会は大きな不安と困難に直面しています。

　本という娯ご楽らくはソーシャル・ディスタンスを守りつつ楽しめるもの。微び力りよくながらこの一冊もみなさまの日々の支えとなってくれれば……と願っております。




　同時に書店さんの営業自じ粛しゆくや外出自粛などで、新しく発売する本と読者さんの『出会いの機会』が減っている状況でもあります。

　一巻はまさにそのピークの時期に発売しましたので、作者は不安で胸が一いつ杯ぱいでした。

　こうして二巻を発売することができたのは、一巻を「面おも白しろそう」と思って手にとってくださったみなさまのおかげです。こんな逆風の真まっ只ただ中なかでも、売上は順調とのこと。

　本当にどうもありがとうございます！

　図ずう々ずうしいお願いになりますが、面白いと思った本はいつもより少しだけ積極的に、周囲に広めて頂けると幸いです。情けなや、ちょっとだけクチコミにすがりたい作者です。




　そんな中さらなる悲劇が三原みつきを襲おそいます。

　なんと、担当編集のＳりん氏が人事異動となって私の元から去ってしまいました。

　あとがきに名前を出すのをやたらと嫌いやがる人で、「俺は陰かげから作家を支える存在……。俺が優ゆう秀しゆうな編集であることは誰にも知られるわけにはいかない……」などと中二病なことをおっしゃっていましたが、世の中は彼の異能を放っておきはしなかったようです。

　実際とても有能な方で、お世辞ではなく、Ｓりんさんのお力なしではこの作品は成り立たなかったでしょう。無む駄だに長い作家人生の中で編集交代は初めての経験ということもあり、今も喪そう失しつ感かんに打ち震ふるえています。




　代わって新担当となってくださったのがＯさんです（まだあだ名を勝手につけられる距きよ離り感ではない）。しかし折悪く今はこういう状況ですので、お互たがいの安全のために顔を合わせるわけにはいきません。

　ですので今ひとつ、心のディスタンスを縮められずにいます。

　たとえば原げん稿こうを送信すると「拝受いたしました！　非常に高いクオリティで……」といった感じにものすごく丁てい寧ねいに、ものすごく褒ほめてくれるのです。

　嬉うれしい。はっきりいって作家人生の中で担当さんに褒められたことなんて数えられるほどしかなかったので、すごく嬉しい。

　しかし、よそよそしい……。本当に言いたいことを言ってくださっているのだろうかとと疑ってしまう。ダーリン、この褒め言葉には本当に愛がこもっているの？

　一巻のあとがきを読んで、私の筋肉に過か剰じように怯おびえているのかもしれません。




　三原みつきはどちらかというとマゾブタ寄りの作家なので、調子に乗せるよりも厳しく追い込んだ方が良い仕事をする人間だと思われます。いっぱい褒めてもらえて人としての心は喜んでいるけれど、作家としての筋肉は「物足りねえ！」と叫さけんでいます。

　もちろん今回のこの二巻の原稿に妥だ協きようがあったわけではまったくありません。修正するべき点は修正をしながら、締しめ切きりをギリギリまで押し広げつつ（すみません……）、自分をギチギチに追い詰つめて書き上げました。

　しかし自分で自分を鞭むち打うつよりも他人に鞭打ってもらう方が気持ちいいので、私の尻しりとＯさんの距離をどうにか縮めて、もっと激しく尻を叩たたいてもらわねばと思っております。




　ここまで全速力で駆け抜けましたが、あまりのあとがきの長さに恐きよう怖ふを感じています。今回なんと５ページもあとがきのスペースがあるのです。自分の作品について語るのが苦手な性しよう分ぶんなのでひたすら編集さんを弄いじっていますが、そろそろ間が持ちません。

　以下、ネタバレというほどではありませんが気にする方はいったん引き返してください。




　今巻はトーナメント展開だったので、ちょい役キャラがたくさん登場しました。

　一応、男も存在する世界なので、ラインハルトという爽さわやかイケメンが登場しましたが、今いま頃ごろになって『こんなやつ存在しねー方がいいのでは……？』という気持ちが湧わいています。

　ウェズゴアは身持ちが固そうなので、この二人は別にデキていないと思います。

　逆に百合ゆりコンビは登場するたびに妙みように楽しかったです。ハーレムと銘めい打うつ作品ですが、脇わき役やくでならこんな賑にぎやかしが存在してもいいのではないでしょうか。

　こいつらは二人きりの反省会でイケないことをしてると思う。

　アルくんの活かつ躍やくを楽しむ作品なので、しょせん脇役連中に過ぎないのですが……キャラを好き放題に考えるのが楽しい一冊でした。




　さて、といったところで謝辞に移ります。

　まずは何といっても企き画かくの立ち上げから一巻までを担当してくださったＳりんさん！　この作品はＳりんさんの持ってきたコンセプトに自分がいかに応こたえられるかというものだったように思います。その成否が問われるのはまだ先かもしれませんが……！

　続きましてＯさん……はきっとこのあとがきを読んでウンザリしてそうですが、これからのタッグ・パートナーとしてよろしくお願いします！

　そしてカカオ・ランタンさん！　今巻も圧あつ倒とう的に美び麗れいで精せい緻ちなイラストをありがとうございます！　実は目次のデフォルメキャラがとても好きで、ヒロインの性格やアルとの関係性がすごく表れていてかわいいな～と思っていますうへへ！

　最後にもちろんこのシリーズを楽しんでくださっている読者のみなさま！　ひき続きご愛あい顧このほどどうかよろしくお願いします!!




　ちょびっと宣伝です。ＭＦコミックスアライブよりコミック版の『魔ま技ぎ科かの剣けん士しと召喚魔王ヴアシレウス』14巻が本書と同時発売予定です！　小説版も電子書しよ籍せきでたまにセールしておりますよ！　筆者の過去作、魔技科シリーズもぜひよろしくお願いします！
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